
独立行政法人国立病院機構

大阪医療センター 臨床研究センター

研 究 業 績 年 報
2 0 1 9 年

Institute for Clinical Research

Osaka National Hospital

独立行政法人
国立病院機構 大阪医療センター 臨床研究センター

独
立
行
政
法
人 

国
立
病
院
機
構  

大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー 

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人 

国
立
病
院
機
構  
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー 

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
業
績
年
報
2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）



臨床研究センター研究業績 

＜目    次＞ 

「各研究室の概要と業績・報告」 

臨床研究センター 

幹細胞医療研究室 

再生医療研究室 

分子医療研究室 

エイズ先端医療開発室 

HIV 感染制御研究室 

臨床疫学研究室 

がん療法研究開発室 

 高度医療技術開発室 

医療情報研究室 

災害医療研究室 

臨床研究推進室 

レギュラトリーサイエンス研究室 

「令和元年度 研究助成一覧」 

「臨床研究センターの研究業績の区分分類と業績件数の総括表」 

………………………………………………………………………………… １

………………………………………………………………………………３６

…………………………………………………………………………………４１

…………………………………………………………………………………６２

………………………………………………………………………７３

…………………………………………………………………………１３９

………………………………………………………………………………１５４

…………………………………………………………………………１５７

…………………………………………………………………………１９２

………………………………………………………………………………１９９

……………………………………………………………………………… ２０２

………………………………………………………………………………２０８

……………………………………………………２１１

…………………………………………………………… ２１９

…………２２２



臨床研究センター研究業績 

＜目    次＞ 

「各研究室の概要と業績・報告」 

臨床研究センター 

幹細胞医療研究室 

再生医療研究室 

分子医療研究室 

エイズ先端医療開発室 

HIV 感染制御研究室 

臨床疫学研究室 

がん療法研究開発室 

 高度医療技術開発室 

医療情報研究室 

災害医療研究室 

臨床研究推進室 

レギュラトリーサイエンス研究室 

「令和元年度 研究助成一覧」 

「臨床研究センターの研究業績の区分分類と業績件数の総括表」 

………………………………………………………………………………… １

………………………………………………………………………………３６

…………………………………………………………………………………４１

…………………………………………………………………………………６２

………………………………………………………………………７３

…………………………………………………………………………１３９

………………………………………………………………………………１５４

…………………………………………………………………………１５７

…………………………………………………………………………１９２

………………………………………………………………………………１９９

……………………………………………………………………………… ２０２

………………………………………………………………………………２０８

……………………………………………………２１１

…………………………………………………………… ２１９

…………２２２



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―各研究室の概要と業績・報告― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―各研究室の概要と業績・報告― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ムの研究を行っている。また、当センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同

で、各種脳腫瘍の遺伝子変異解析と、新規腫瘍マーカーの探索を実施している。  

 
再生医療研究室  

再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な

医療として確立させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工

プロセスの開発、治療用ヒト細胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発

などの研究を行なっている。また、ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発

と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実施している。さらに、

悪性脳腫瘍の新規診断・治療法開発を目標に、分子遺伝学的解析を実施している

。  
 
分子医療研究室  

分子医療研究室では各種遺伝子検査を用いた悪性脳腫瘍、難治性脳形成障害症

等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施している。  
 

エイズ先端医療研究部  
エイズ先端医療開発室  
 大阪医療センターでは、HIV 感染症の専門的診療は感染症内科が担い、他の機

能はエイズ先端医療研究部がコーディネートしている。臨床研究の主なテーマと

して HIV 感染症の病態解析や治療に関する研究と患者中心の医療の提供に関す

る研究に取り組んでいる。教育・研修では院外向けと共に、院内での研修につい

ては、看護部、医療相談室、臨床心理室等と共に職員研究部と協働で実施し、多

くの参加者を得ている。  
 
HIV 感染制御研究室  

エイズ先端医療開発室と共同で、HIV 感染症の診療における多くの問題に対し

て研究を行っている。厚生労働省エイズ対策研究事業を中心に、HIV 感染症の病

態における種々の問題点の解明に取り組み、多施設共同臨床調査や臨床的課題に

ついて取り組んでいる。  
 
EBM 研究開発部  
臨床疫学研究室  

臨床疫学研究室は主に消化器疾患の病態を分子疫学面から検証し、最適な治療

方法や安全性を検討している。肝炎に関する種々の研究を積極的に推進している。

さらに HIV 感染が B 型急性肝炎の重症度に与える影響についても検討している。

A 型肝炎についても HAV 株が EuroPride であることを報告した。  
 
がん療法研究開発室  
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当臨床研究センターの前身の臨床研究部は昭和 54 年 4 月に設置され 40 年が経

過し、現在の臨床研究センターとなって本年度で 12 年目を迎えた。国立病院機構

では平成 17 年度より新たな研究業績評価が開始されたが、当院は常に 1-2 位の座

を獲得している。この業績評価は、治験、臨床研究プロトコール作成、特許の取

得、競争的研究費の獲得、論文著書、国内外の学会発表などの総合力で分析され

る。日常臨床が多忙を極める中で、大阪医療センターの治験を含めた臨床研究へ

の積極的な取り組みが評価されたものと考える。当臨床研究センターは平成 20 年

度臨床研究部から臨床研究センターへランクアップされたのにともない、1 部 5

室体制から 2 部 9 室体制へと改編され、従来病院内の組織であった治験管理部門

を新たに臨床研究も含めた支援室、臨床研究推進室として研究センターの元にお

くこととなった。平成 23 年度からは、新たに高度医療技術開発室、レギュラトリ

ーサイエンス研究室を開設し、3 部 11 室となった。これまでと同様、文部科研に

応募を希望する医師については、併任発令を行い、これに対応した。また、院内

の多くの医師が臨床研究に携わっていること、本部からの研究助成金を研究業績

に応じて一部分配することにより研究推進を図る目的で、平成 18 年度より医長

以上の併任、英文論文筆頭著者併任をおこなうこととした。平成 25 年度 DMAT

西日本拠点に指定されたのに伴い、平成 26 年度から災害医療研究室を加え 4 部

12 室体制となった。令和元年度の構成は以下のとおりである。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先進医療研究開発部  
幹細胞医療研究室  
幹細胞医療研究室では、ヒト iPS 細胞（人工多能性幹細胞）の作製と、iPS 細胞か

ら神経幹細胞（神経系細胞を供給する能力を持つ幹細胞）への分化誘導を行い、

再生医療や、神経毒性評価系の構築に向けた技術開発、及び疾患の発症メカニズ
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ムの研究を行っている。また、当センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同
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プロセスの開発、治療用ヒト細胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発

などの研究を行なっている。また、ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発

と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実施している。さらに、

悪性脳腫瘍の新規診断・治療法開発を目標に、分子遺伝学的解析を実施している
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等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施している。  
 

エイズ先端医療研究部  
エイズ先端医療開発室  
 大阪医療センターでは、HIV 感染症の専門的診療は感染症内科が担い、他の機

能はエイズ先端医療研究部がコーディネートしている。臨床研究の主なテーマと

して HIV 感染症の病態解析や治療に関する研究と患者中心の医療の提供に関す

る研究に取り組んでいる。教育・研修では院外向けと共に、院内での研修につい

ては、看護部、医療相談室、臨床心理室等と共に職員研究部と協働で実施し、多

くの参加者を得ている。  
 
HIV 感染制御研究室  

エイズ先端医療開発室と共同で、HIV 感染症の診療における多くの問題に対し

て研究を行っている。厚生労働省エイズ対策研究事業を中心に、HIV 感染症の病

態における種々の問題点の解明に取り組み、多施設共同臨床調査や臨床的課題に

ついて取り組んでいる。  
 
EBM 研究開発部  
臨床疫学研究室  

臨床疫学研究室は主に消化器疾患の病態を分子疫学面から検証し、最適な治療

方法や安全性を検討している。肝炎に関する種々の研究を積極的に推進している。

さらに HIV 感染が B 型急性肝炎の重症度に与える影響についても検討している。

A 型肝炎についても HAV 株が EuroPride であることを報告した。  
 
がん療法研究開発室  

─ 2 ─



として災害時の標準的診療記録票を作成した。さらに主任研究者として厚生労働

省指定研究「南海トラフ巨大地震の被害想定に対するDMATによる急性期医療対

応に関する研究」を報告し、厚生労働省の進めている災害急性期医療対応の判断

根拠となるデータを作成した。今年度は医療情報部岡垣が、医療情報の災害活用

に関し複数回の国内学会発表をおこなった。また、国際学会ではファイルメーカ

ーを応用した災害時の医療情報収集と整理、解析の方法を研究発表した。  

 
 
臨床研究推進部  
臨床研究推進室  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネー

ションを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援

している他、受託研究審査委員会（ IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究

と各種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した２つの IRB

（第１委員会・第２委員会）により審議を行っている。この２つの IRBは、厚生労

働省より「質の高い倫理審査が行える委員会（認定倫理審査委員会）」として認定

を受けており、 iPadを導入し、ペーパーレスとしている。  

また、平成３０年３月３１日には臨床研究法上の臨床研究審査委員会として厚

生労働大臣から認定を取得した。国立病院機構では５機関が認定されており、４

月以降は情報共有を行いつつ審査体制の整備に努め、平成３１年１月から審査意

見業務を開始した。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確

実な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究

についても、同様の支援を行っている。  
 

レギュラトリーサイエンス研究室  
レギュラトリーサイエンスの考えに基づき、臨床現場での薬剤・医療機器や技術

等の使用を評価するための手法の構築を目的として平成 23 年 4 月に設立され、9
年が経過した。令和元年度においては、心房細動患者における抗凝固薬治療と満

足度評価、国際共同試験 GARFIELD-AF 試験における NOAC とワルファリンの使

い分けに関する因子分析、同試験における慢性腎臓病のアウトカムに及ぼす影響、

ETNA-AF 国際レジストリーの異議とデザイン、75 歳以上の高齢者心房細動レジ

ストリー（ANAFIE）登録解析、ANAFIE 研究における脳梗塞既往患者解析等を行

い、英文論文化し発表した。  

本研究室では、最新の基礎研究や臨床研究によって得られた成果を利用した科

学的根拠に基づいた新しい癌治療法の開発を目的として、がん細胞やがん組織を

用いた基礎的研究から科学的根拠を確実にするための全国規模の多施設共同臨床

試験への参加、自主的臨床試験研究の企画を進めている。特に、新たながんの診

断や治療戦略の開発をめざし、外科手術時などに得られたがん組織を利用してが

んにおける分子異常を探り、それに基づいた臨床において利用できる医療技術や

医薬品として確立することを行う目的とした研究（橋渡し研究、トランスレーシ

ョナルリサーチ）を行っている。  
 

高度医療技術開発室  
医用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や

現象の画像化が可能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性があ

る。これらの技術開発には医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構

築が必要であるが、米国における産学連携の仕組みや組織と比較すると本邦では

まだまだ発展の余地が多いと言える。病院における医療現場のニーズを企業が保

有している技術開発力や大学の基礎医学研究能力に結び付けながら、常に新しい

高度医療技術の開発に取り組んでゆくことが、病院に付属する本研究室の最も重

要な役割である。平成 30 年度には CT 画像検査、心エコー検査に関して行った研

究報告（AHA2018）が、心エコー図学会に認められ海外発表優秀論文賞を受賞し

た。  
 

医療情報研究室  
医療情報研究室では、医療への IT 応用に関するソフト、ハードの両側面の研

究を行って     いる。病院において実稼働している病続情報統合システム

を用いた研究、病院情報システム本体の機能拡張に関する独自の研究を実施する

一方、治験・臨床研究や医療安全に関する     システム的検討、シミュレ

ーションや統計などの情報科学の医療応用に関する研究を行っている。また、ネ

ットワーク技術や画像処理技術の応用・改良など、情報処理の基盤技術に        

関連した研究も行っている。早急に実用化することを求められている災害時の国

内標準  電子カルテについて、あるいは SS-MIX、SS-MIX2、MML、openEHR とい

った標準規格を通して異なる電子カルテシステム間のスムーズな連携についても

研究を行なっている。2019 年には「令和時代のシステムリプレース -診療現場か

らのレポートー」というテーマでワークショップを主催した｡国内甚大災害時に

使用出来る電子トリアージ、災害掲示板、電子災害診療録統合システムの開発と

実用化を行い、本システムを利用した机上訓練結果は 2020 年 2 月の災害医学会

で発表した。  
 
災害医療研究室  

主要な研究テーマのひとつは災害時医療情報の応用で、厚生科学研究費補助金

による「災害時効果的初動期医療の確保及び改善に関する研究」では共同研究者
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として災害時の標準的診療記録票を作成した。さらに主任研究者として厚生労働

省指定研究「南海トラフ巨大地震の被害想定に対するDMATによる急性期医療対

応に関する研究」を報告し、厚生労働省の進めている災害急性期医療対応の判断

根拠となるデータを作成した。今年度は医療情報部岡垣が、医療情報の災害活用

に関し複数回の国内学会発表をおこなった。また、国際学会ではファイルメーカ

ーを応用した災害時の医療情報収集と整理、解析の方法を研究発表した。  

 
 
臨床研究推進部  
臨床研究推進室  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネー

ションを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援

している他、受託研究審査委員会（ IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究

と各種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した２つの IRB

（第１委員会・第２委員会）により審議を行っている。この２つの IRBは、厚生労

働省より「質の高い倫理審査が行える委員会（認定倫理審査委員会）」として認定

を受けており、 iPadを導入し、ペーパーレスとしている。  

また、平成３０年３月３１日には臨床研究法上の臨床研究審査委員会として厚

生労働大臣から認定を取得した。国立病院機構では５機関が認定されており、４

月以降は情報共有を行いつつ審査体制の整備に努め、平成３１年１月から審査意

見業務を開始した。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確

実な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究

についても、同様の支援を行っている。  
 

レギュラトリーサイエンス研究室  
レギュラトリーサイエンスの考えに基づき、臨床現場での薬剤・医療機器や技術

等の使用を評価するための手法の構築を目的として平成 23 年 4 月に設立され、9
年が経過した。令和元年度においては、心房細動患者における抗凝固薬治療と満

足度評価、国際共同試験 GARFIELD-AF 試験における NOAC とワルファリンの使

い分けに関する因子分析、同試験における慢性腎臓病のアウトカムに及ぼす影響、

ETNA-AF 国際レジストリーの異議とデザイン、75 歳以上の高齢者心房細動レジ

ストリー（ANAFIE）登録解析、ANAFIE 研究における脳梗塞既往患者解析等を行

い、英文論文化し発表した。  
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の基本的知識の理解  病院における隔離予防対策のポイント  隔離を合理的に行う

ために「診療と新薬」56（7）：P.527-541、医事出版社、2019 年 7 月  

 

白阪琢磨：AIDS 治療のこの 35 年を振り返り、次の 10 年、20 年へ「HIV 感染症

と AIDS の治療」10(1)：P.4-18、株式会社メディカルレビュー社、2019 年 9 月  

 

白阪琢磨：ガイドライン改訂の Points DHHS ガイドライン改訂のポイント「HIV

感染症と AIDS の治療」10(1)：P.19-25、株式会社メディカルレビュー社、2019 年

9 月  

 

白阪琢磨：HIV 感染症診断の最前線「Medical Technology」47(9)：P.910-916、2019

年 9 月 15 日発行  

 

白阪琢磨：HIV 診療におけるチーム医療とその意義「呼吸器内科」36(5)：P.500-

505、科学評論社、2019 年 11 月  

 

白阪琢磨：抗 HIV 薬「治療薬ハンドブック 2020」、株式会社じほう、2020 年 1 月  

 

大北全俊、井上洋士、山口正純、白阪琢磨：Undetectable=Untransmittable (U=U)と

は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2

月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進

調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症及びその合併症の課題

を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。

公益財団法人友愛福祉財団委託事業「エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よる HIV 感染者の調査研究」令和元年度報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

A-6 

白阪琢磨：「HIV の新常識」知って。毎日新聞朝刊、2019 年 6 月 17 日  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：

Outbreak of hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men 

in Osaka, Japan, from March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P.705-710、2019 年 6

月、Epub 2019 Mar 1. 

 

Sakakibara Y, Kato S, Kawamato Y, Higashi S, Bessho H, Fujii Y, Shoji A, Iwasaki T, 

Ishihara A, Tanaka S, Hasegawa H, Akasaka T, Nakazuru S, Ishida H, Watanabe D, 

Uehira T, Shirasaka T, Mita E：Helicobacter pylori infection status in human 

immunodeficiency virus-positive patients. 「Gastrointestinal Endoscopy」89(6) Sup, 

P.AB502、2019 年 6 月  

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 

Nakazuru S, Uehira T, Shirasaka T, Mita E： Favorable outcome with direct-acting 

antiviral treatment in hepatitis C patients coinfected with HIV.「Hepatol Res」49(9)：

P.1076-1082、2019 年 9 月、Epub 2019 Jun 17. 

 

A-4 

宮崎哲郎、清木祐介、石原朗雄、田中聡司、上平朝子、白阪琢磨、石田  永、三田

英治：Sofosbuvir 治療時に Atazanavir による高ビリルビン血症を呈した 2 例「日

本病院総合診療医学会雑誌」15(3)：P.326、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

清木祐介、田中聡司、宮崎哲郎、石原朗雄、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、石

田  永、三田英治：2018 年 A 型急性肝炎流行に関する検討「日本病院総合診療医

学会雑誌」15（3）：P.252、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例「膵臓」34(3)：P.A300、日本膵

臓学会、2019 年 6 月  

 

金澤美弥子、新井裕子、遠藤康伸、笠井正志、笠松  悠、鞍谷沙織、小塚雄民、小

森敏明、佐々木富子、白阪琢磨、杉山香代子、張  慶哲、藤田直久、三浦正義、明

神翔太、矢野篤次郎、山之上弘樹、由良温宣、波多江新平：感染予防対策のため
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の基本的知識の理解  病院における隔離予防対策のポイント  隔離を合理的に行う

ために「診療と新薬」56（7）：P.527-541、医事出版社、2019 年 7 月  

 

白阪琢磨：AIDS 治療のこの 35 年を振り返り、次の 10 年、20 年へ「HIV 感染症

と AIDS の治療」10(1)：P.4-18、株式会社メディカルレビュー社、2019 年 9 月  

 

白阪琢磨：ガイドライン改訂の Points DHHS ガイドライン改訂のポイント「HIV

感染症と AIDS の治療」10(1)：P.19-25、株式会社メディカルレビュー社、2019 年

9 月  

 

白阪琢磨：HIV 感染症診断の最前線「Medical Technology」47(9)：P.910-916、2019

年 9 月 15 日発行  

 

白阪琢磨：HIV 診療におけるチーム医療とその意義「呼吸器内科」36(5)：P.500-

505、科学評論社、2019 年 11 月  

 

白阪琢磨：抗 HIV 薬「治療薬ハンドブック 2020」、株式会社じほう、2020 年 1 月  

 

大北全俊、井上洋士、山口正純、白阪琢磨：Undetectable=Untransmittable (U=U)と

は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2

月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進

調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症及びその合併症の課題

を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。

公益財団法人友愛福祉財団委託事業「エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よる HIV 感染者の調査研究」令和元年度報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

A-6 

白阪琢磨：「HIV の新常識」知って。毎日新聞朝刊、2019 年 6 月 17 日  
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河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東  瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原

朗雄、  岩崎哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田  永、三

田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡  慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦  亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断

症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ

ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ

ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋 弘、岡  慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 健

康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

白阪琢磨：エイズは治療すれば人にうつらない病気に  新常識で若者啓発。産経新

聞、2019 年 11 月 7 日  

 

（HIV/AIDS 先端医療開発センター）：医の現場「HIV 治療の今」。読売新聞朝刊

（近畿、中四国版）、2020 年 3 月 27 日  

 

B-2 

Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita 

E: Immune reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as 

predictive factors for HBsAg seroclearance in HBV/HIV patients treated with 

antiretroviral therapy. European Association for the Study of Liver, The International 

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  

 

Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida 

Y, Miyabe T, Sako R, Yamazaki K, Uehira T, Shirasaka T: Discontinuation of long-term 

dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms. 10th IAS 

Conference on HIV Science (IAS 2019), Mexico City, 2019 年 7 月 22 日  

 

Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, Murai T: Differences of cognition and 

brain white matter between cART-treated HIV-infected patients with low and high CD4 

nadir. NEUROSCIENCE 2019, Chicago, 2019 年 10 月 23 日  

 

B-3  

白阪琢磨：Scientific Engagement Satellite Symposia「国内のガイドラインについて」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：臨床試験が示す今後の HIV 診療の新たな展開への期待と課題～2 剤併

用療法 (DTG+3TC)を HIV の実臨床でどう活かすべきか～。第 33 回日本エイズ学

会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症：治療の手引き「What’s New」。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 
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河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東  瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原

朗雄、  岩崎哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田  永、三

田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡  慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦  亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断

症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ

ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ

ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋 弘、岡  慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 健

康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

─ 8 ─



栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子：当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する
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幹細胞医療研究室 

室長 正札智子 

 

【概要】  

幹細胞医療研究室では、ヒト iPS 細胞（人工多能性幹細胞）より、神経幹細胞（神

経系細胞を供給する能力を持つ細胞）への分化誘導技術の開発をメインテーマとし

て研究を行っています。それらの成果は、再生医療応用や、ハイスループットの神

経毒性評価試験、及び神経疾患の発症メカニズムの解明に役立てています。また当

センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同で、脳腫瘍の遺伝子変異解析と、新

規腫瘍マーカーの探索を実施しています。  

 

【研究テーマ】  

１．ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞の作製と培養法の検討  

神経幹細胞は、自己複製能を持ち、神経系細胞に特化した分化能を保持しながら、

長期に維持・培養することができるため、再生医療研究や創薬研究での有用性が高

い細胞です。そこで、再生医療への応用や、神経毒性評価系の構築を目指し、iPS

細胞から、使用目的に応じた神経幹細胞や神経系細胞への分化誘導法の開発と、分

子生物学的な手法を用いた評価を進めています。  

 

２．神経疾患原因遺伝子の変異解析と疾患細胞の特性解析 

難治性脳形成障害症などの神経疾患をお持ちの患者様より、試料をご提供頂き、疾

患を起因する原因遺伝子の変異解析を行っています。また L1CAM 遺伝子という細

胞接着因子に注目し、疾患細胞や遺伝子組換え技術を用いて、遺伝子変異や異常な

発現様式によって惹起される細胞形質を、分子的な解析を進めています。  

 

３．脳腫瘍患者摘出手術検体の遺伝子解析と新規腫瘍マーカーの探索 

大阪医療センター及び近隣施設の神経膠腫患者、また小児に発症例の多い脳腫瘍で

ある髄芽腫と上衣腫患者は全国規模で、摘出腫瘍組織をご提供いただき、発症原因

や予後との関連が示唆されている遺伝子の分子診断を行っています。また腫瘍組織

から樹立し、長期培養に成功した細胞株の生物学的特性解析を行い、医療応用を目

指す iPS 細胞由来神経幹細胞の腫瘍化リスクの指標となるマーカーの探索を実施し

ています。  
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て研究を行っています。それらの成果は、再生医療応用や、ハイスループットの神

経毒性評価試験、及び神経疾患の発症メカニズムの解明に役立てています。また当

センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同で、脳腫瘍の遺伝子変異解析と、新

規腫瘍マーカーの探索を実施しています。  

 

【研究テーマ】  

１．ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞の作製と培養法の検討  

神経幹細胞は、自己複製能を持ち、神経系細胞に特化した分化能を保持しながら、

長期に維持・培養することができるため、再生医療研究や創薬研究での有用性が高

い細胞です。そこで、再生医療への応用や、神経毒性評価系の構築を目指し、iPS

細胞から、使用目的に応じた神経幹細胞や神経系細胞への分化誘導法の開発と、分

子生物学的な手法を用いた評価を進めています。  

 

２．神経疾患原因遺伝子の変異解析と疾患細胞の特性解析 

難治性脳形成障害症などの神経疾患をお持ちの患者様より、試料をご提供頂き、疾

患を起因する原因遺伝子の変異解析を行っています。また L1CAM 遺伝子という細

胞接着因子に注目し、疾患細胞や遺伝子組換え技術を用いて、遺伝子変異や異常な

発現様式によって惹起される細胞形質を、分子的な解析を進めています。  

 

３．脳腫瘍患者摘出手術検体の遺伝子解析と新規腫瘍マーカーの探索 

大阪医療センター及び近隣施設の神経膠腫患者、また小児に発症例の多い脳腫瘍で

ある髄芽腫と上衣腫患者は全国規模で、摘出腫瘍組織をご提供いただき、発症原因

や予後との関連が示唆されている遺伝子の分子診断を行っています。また腫瘍組織

から樹立し、長期培養に成功した細胞株の生物学的特性解析を行い、医療応用を目

指す iPS 細胞由来神経幹細胞の腫瘍化リスクの指標となるマーカーの探索を実施し

ています。  
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【概要】  

再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な

医療として確立させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工

プロセスの開発、治療用ヒト細胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発

などの研究を行なっています。また、ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開

発と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実施しています。また、

悪性脳腫瘍の新規診断・治療法開発を目標に、分子遺伝学的解析を実施していま

す。  

 

【主な研究テーマ】  

１．治療用ヒト細胞培養プロセスの開発  

治療に使用する各種ヒト細胞を培養・加工するヒト細胞培養専用施設（セルプ

ロセッシングセンター）の管理・運用を担当し、セルプロセッシングセンター内

でのヒト細胞培養プロトコールの開発を行っています。また、細菌・真菌検査や

遺伝子検査などを組み込んだ治療用ヒト細胞の品質検査法の開発などを行なっ

ています。  

 

２．医療用ヒト幹細胞の品質管理技術の開発  

再生医療に使用する細胞として、組織幹細胞であるヒト神経幹細胞および間葉

系幹細胞さらにヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞などを主な研究対象として、細胞

増殖能、染色体構造、細胞表面マーカー発現様式、細胞分化能等を詳細に解析し

てこれら細胞の生物学的特性を明らかにし、医療応用するための細胞の品質管理

に必要な項目の策定とその検査方法の開発を行っています。  

 

３．ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索  

ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞、ヒト iPS 細胞由来神経細胞を主に使用して、

各種薬剤の毒性評価をハイスループットで評価するシステムの開発を行ってい

ます。また、ヒト神経前駆細胞やグリオーマ幹細胞を標的とする新規治療薬候補

化合物の探索を実施しています。  
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中島  伸、藤中俊之：脳膿瘍の手術治療戦略と再発および予後に関する検討。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

石橋謙一、下本地航、井上  健、山崎夏維、原  純一、金村米博、山中一浩、岩

井謙育：ヒストン H3 K27M・G34R 変異を有する神経膠腫に対する集学的治療。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：グリオブラストーマ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived 

xenograft バンク確立の試み。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総

会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

西川真弘、井上明宏、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米博、田

中潤也、大西丘倫、國枝武治 : 膠芽腫再発に関わる腫瘍幹細胞の浸潤能と増殖

能 -低酸素環境下でのオステオポンチンの発現と機能から -。一般社団法人日本

脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細

胞の抗がん剤感受性評。第 2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大

会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博：ヒト iPS

 

 

佐々木惇、平戸純子、井上  健、金村米博、児玉良典、市村幸一、坂本博昭、

西川  亮：髄芽腫の病理学的再検討： JPMNG の病理中央診断に基づいて。第

37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 3 日  

 

B-4 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、

金村米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device

の治療成績。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 9 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、木谷知樹、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：外傷に対する減圧開頭術後に水頭症を発症した症例の検

討。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10

月 10 日  

 

木下  学、打越将人、立石宗一郎、宮崎将平、酒井美緒、尾崎友彦、浅井克則、

藤田祐也、松橋崇寛、金村米博、下瀬川恵久、畑澤  順、中塚伸一、中西克之、

貴島晴彦：定量的 MRI による神経膠腫非造影病変の可視化技術の開発～メチ

オニン PET による探索と定位的組織採取による検証～。一般社団法人日本脳

神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上

平朝子、藤中俊之：HIV 陽性患者の中枢神経病変 -脳生検術の必要性。 一般社

団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

梅原  徹、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、木下  学、児玉良典、香川尚己、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、深井順也、藤田浩二、阪本大輔、森  鑑二、貴

島晴彦、金村米博：初発 IDH 野生型膠芽腫における NFKBIA 欠失の臨床的意

義の検討。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 11 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、上松右二、中尾直之、森  艦二、金
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村米博：高齢者膠芽腫の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA の

データ解析。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 11 日  

 

森  鑑二、熊谷哲也、小林真紀、岩田貴光、中河寛治、工藤  輝、豊田真吾、金

村米博、瀧  琢有：悪性神経膠腫再発時における治療と予後。一般社団法人日

本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

木谷知樹、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：脳膿瘍の手術治療戦略と再発および予後に関する検討。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

石橋謙一、下本地航、井上  健、山崎夏維、原  純一、金村米博、山中一浩、岩

井謙育：ヒストン H3 K27M・G34R 変異を有する神経膠腫に対する集学的治療。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：グリオブラストーマ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived 

xenograft バンク確立の試み。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総

会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

西川真弘、井上明宏、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米博、田

中潤也、大西丘倫、國枝武治 : 膠芽腫再発に関わる腫瘍幹細胞の浸潤能と増殖

能 -低酸素環境下でのオステオポンチンの発現と機能から -。一般社団法人日本

脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細

胞の抗がん剤感受性評。第 2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大

会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博：ヒト iPS
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る。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

梅原  徹、木下  学、佐々木貴浩、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、平山龍一、

木嶋教行、香川尚己、沖田典子、宇田武弘、深井順也、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：機械学習による画像テクスチャ解析を用いた初発膠芽腫の予後推定。

第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークでの Patient derived 

xenograft バンクの現状。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019

年 12 月 2 日  

 

西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金

村米博、田中潤也、大西丘倫、國枝武治：CD44 高発現腫瘍幹細胞における

Osteopontin の発現と機能：膠芽腫発現の鍵となる低酸素。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内  豪、丹治正大、峰晴陽平、

宮本  亨、金村米博：グリオーマの RAS 変異解析と臨床的特徴の検討。第 37

回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

川内  豪、正札智子、吉岡絵麻、牧野恭秀、丹治正大、峰晴陽平、金村米博：

京都大学における小児・AYA 世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37 回日本

脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、森  艦二、金村米博：高齢者膠芽腫

の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。第 37 回日

本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、

田村  郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武

笠晃丈、永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT 

 

 

細胞由来神経前駆細胞の長期分化誘導法の検。第 2 回日本再生医療とリハビリ

テーション学会学術大会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

金村米博、正札智子、吉岡絵麻、兼松大介、勝間亜沙子、高田  愛、 眞能正幸、

児玉良典、森  鑑二：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークにおけるグリオ

ーマ中央遺伝子診断体制構築の試み。日本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎市、

2019 年 11 月 7 日  

 

兼松大介、正札智子、吉岡絵麻、  隅田美穂、勝間亜沙子、山本篤世、半田有

佳子、福角勇人、中村雅也、  岡野栄之、金村米博：ヒト iPS 細胞由来神経前

駆細胞の増殖過程で発生する染色体核型異常の特徴。日本人類遺伝学会第 64

回大会、長崎市、2019 年 11 月 7 日  

 

宮  冬樹、加藤光広、齋藤伸治、岡本伸彦、金村米博、鎌谷高志、小崎健次郎、

角田達彦：遺伝性疾患のエクソーム・全ゲノムシーケンスデータを対象とした

AI によるトランスクリプトーム異常の予測解析。日本人類遺伝学会第 64 回大

会、長崎市、2019 年 11 月 7 日  

 

森  鑑二、正札智子、眞能正幸、児玉良典、木下  学、有田英之、森内秀祐、宇

田武弘、瀧  琢有、深井順也、埜中正博、石橋謙一、阪本大輔、泉本修一、西

田南海子、沖田典子、中島義和、高野浩司、橋本直哉、露口尚弘、奥田武司、

阿知波孝宗、林  宣秀、出原  誠、金村米博：テモゾロミドと放射線併用治療後

に再発した膠芽腫に対する治療と予後。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石

川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

沖田典子、正札智子、兼松大介、吉岡絵麻、児玉良典、眞能正幸、木下  学、

埜中正博、藤中俊之、金村米博：Grade2、3 神経膠腫における MET-PET での

IDH 変異と MGMT プロモーターメチル化率の予測。第 37 回日本脳腫瘍学会学

術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、

田村  郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武

笠晃丈、永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT 

promoter mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子であ
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る。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

梅原  徹、木下  学、佐々木貴浩、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、平山龍一、

木嶋教行、香川尚己、沖田典子、宇田武弘、深井順也、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：機械学習による画像テクスチャ解析を用いた初発膠芽腫の予後推定。

第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークでの Patient derived 

xenograft バンクの現状。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019

年 12 月 2 日  

 

西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金

村米博、田中潤也、大西丘倫、國枝武治：CD44 高発現腫瘍幹細胞における

Osteopontin の発現と機能：膠芽腫発現の鍵となる低酸素。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内  豪、丹治正大、峰晴陽平、

宮本  亨、金村米博：グリオーマの RAS 変異解析と臨床的特徴の検討。第 37

回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

川内  豪、正札智子、吉岡絵麻、牧野恭秀、丹治正大、峰晴陽平、金村米博：

京都大学における小児・AYA 世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37 回日本

脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、森  艦二、金村米博：高齢者膠芽腫

の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。第 37 回日

本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、

田村  郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武

笠晃丈、永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT 
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9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討。

第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断。小児神経外科教育セミナ

ー2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経

再生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法。令和元年度

滋賀医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21

日  

 

 

 

promoter mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子であ

る。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上

平朝子、藤中俊之：HIV 陽性患者における中枢神経原発悪性リンパ腫の診断と

治療。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

B-6 

館  哲郎、木嶋教行、村上皓紀、中川僚太、木谷知樹、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：未破裂動脈瘤患者における多発性のう胞腎スクリーニン

グの有用、Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting。第 77 回日本脳神経外科学

会近畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019

年 4 月 6 日  

 

村上皓紀、館  哲郎、中川僚太、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  伸、藤

中俊之：血管型エーラース・ダンロス症候群に合併した内頸動脈海綿静脈洞

（CCF）の 1 例、Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting。 第 77 回日本脳神

経外科学会近畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中

市、2019 年 4 月 6 日  

 

山崎弘輝、木谷知樹、西本渓佑、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：浅側頭動脈 -中大脳動脈吻合部動脈瘤に対してステント併

用コイル塞栓術を施行した一例。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集

会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、

金村米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device

の治療成績。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年

9 月 7 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を

行った 2 例。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年
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9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討。

第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断。小児神経外科教育セミナ

ー2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経

再生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法。令和元年度

滋賀医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21

日  
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令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 再生医療実用化研究事業 

研究開発課題名 脊髄再生治療に付随するリハビリテーション治療の構築に関する研究 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部 

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容  

   脊髄損傷患者への新規治療法の開発を目的とし、慶應義塾大学病院において亜急性期脊髄損傷患者に

iPS細胞由来神経前駆細胞を移植する臨床研究のために、iPS細胞由来神経前駆細胞を製造する。 

 

当該年度における研究開発項目、マイルストーン及び研究開発方法 

2019年度は臨床研究用iPS細胞由来神経前駆細胞の製造および品質試験を実施する。 

研究開発項目１：亜急性期脊髄損傷に対する iPS細胞由来神経前駆細胞移植の臨床研究 

臨床試験計画に基づき、iPS細胞由来神経前駆細胞を製造し、品質評価を実施する。 

 マイルストーン：iPS細胞由来神経前駆細胞の製造を完了する。 

 

成果の概要 

臨床研究「亜急性期脊髄損傷に対するiPS細胞由来神経前駆細胞を用いた再生医療」に関しては、独立行政

法人国立病院機構大阪医療センターにおいて臨床研究用iPS細胞由来神経前駆細胞の製造および品質評価試験

を実施した。また、神戸医療産業都市推進機構および慶應義塾大学において、免疫不全マウスを利用した臨床

研究用細胞安全性評価試験を開始した。並行して、慶應義塾大学病院および村山医療センターにおいて、院内

の環境整備、臨床研究用ホームページの開設、理学療法士・看護師の脊髄損傷専門治療施設における研修等、

臨床研究の開始にむけた具体的な準備を実施した。加えて、再生医療法施行規則の改正に基づき、慶應義塾特

定認定再生医療等委員会および厚生労働省に臨床研究計画の修正申請を行い、承認を得た。 

上記と並行し、脊髄損傷に対するリハビリテーション治療プロトコール、およびリハビリテーション治療効

果の客観的・定量的測定法の検討を実施した。ここでは、各機関で引き続き患者データ収集等の検討を継続し

た。またこれらの進捗に関する情報共有を行い、『新規リハビリテーション治療方法に関するプロトコール草

案』および『新規リハビリテーション治療効果の客観的測定法に関するプロトコール草案』の作成を完了し

た。加えて、リハビリテーションの阻害因子となりうる因子（起立性低血圧・痙性等）に関する本邦の現状を

把握するべく、全国の急性期・回復期病院の医師・セラピストを対象にアンケート調査を開始した。また、

種々のリハビリテーション治療の訓練量（実施時間）について脊髄損傷専門治療施設における現状を把握する

ため、北海道せき損センターと総合せき損センターで共通のアプリケーションを使用して、患者データの収集

を開始した。 

 

 

令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 再生医療実用化研究事業 

研究開発課題名 創薬のためのインビトロ脳機能評価法の確立と標準化ヒト神経細胞の開発 

分担研究開発課題名 ヒトiPS細胞由来神経細胞の分化プロトコールの開発 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部 

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容 

ヒト iPS 細胞から高品質ヒト神経細胞を安定的にかつ大量に作製する技術体系の確立を目的とし

て、in vitro で増幅可能なヒト神経前駆細胞を樹立してセルバンク化して凍結保管し、試験用標準細

胞として多施設へ安定的に供給できるシステムを構築し、樹立ヒト神経前駆細胞およびその分化神

経細胞の細胞特性を明らかにして細胞品質に影響を及ぼす因子を同定し、i-NC 作製のための分化誘

導プロトコールを標準化させる。 
 

 

成果の概要 

SMAD 阻害剤等処理の後にニューロスフェアを介して in vitro 増幅・製造されたヒト iPS 細胞由

来神経前駆細胞（hiPSC-NSPC）を終末分化培養させ、80％以上の分化誘導効率でELAVL3/4および

NeuN陽性のヒト分化神経細胞（hiPSC-Neuron）を作製するための分化誘導法を開発した。作製され

た hiPSC-Neuron を用いて、6 種類の抗がん剤（Temozolomide, Nimustine, Cisplatin, Etoposide, 
Mercaptopurine, Methotrexate）の神経細胞毒性を、細胞内ATP量を指標とした細胞生存率と抗がん剤

暴露後のhiPSC-Neuronの割合の指標となるELAVL3/4陽性率を用いて評価を行い、各抗がん剤の神

経毒性プロファイルを明らかにし、hiPSC-Neuronを用いた神経毒性評価法の有用性を明らかにした。 
開発したhiPSC-Neuron作製法の再現性と頑健性の検証のため、試験用標準hiPSC-NSPCとその分

化誘導プロトコールを作製し、9 施設の研究開発協力者の協力のもと多施設間バリデーション研究

を実施した。各施設で培養されたhiPSC-NSPCとその終末分化培養後のhiPSC-Neuronについて、遺

伝子発現解析を実施した結果、施設間で同様の遺伝子発現パターンを示すことが確認され、神経細

胞の種類としては VGLUT2 陽性グルタミン酸神経細胞が多くを占め、神経細胞の成熟度に関して

は、シナプスマーカーであるSynaptophysinの十分な発現上昇を確認することができ、作製した試験

用標準hiPSC-NSPCと分化誘導プロトコールを用いたhiPSC-Neuron作製技術の再現性と頑健性を確

認することに成功した。 
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令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 再生医療実用化研究事業 

研究開発課題名 脊髄再生治療に付随するリハビリテーション治療の構築に関する研究 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部 

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容  

   脊髄損傷患者への新規治療法の開発を目的とし、慶應義塾大学病院において亜急性期脊髄損傷患者に

iPS細胞由来神経前駆細胞を移植する臨床研究のために、iPS細胞由来神経前駆細胞を製造する。 

 

当該年度における研究開発項目、マイルストーン及び研究開発方法 

2019年度は臨床研究用iPS細胞由来神経前駆細胞の製造および品質試験を実施する。 

研究開発項目１：亜急性期脊髄損傷に対する iPS細胞由来神経前駆細胞移植の臨床研究 

臨床試験計画に基づき、iPS細胞由来神経前駆細胞を製造し、品質評価を実施する。 

 マイルストーン：iPS細胞由来神経前駆細胞の製造を完了する。 

 

成果の概要 

臨床研究「亜急性期脊髄損傷に対するiPS細胞由来神経前駆細胞を用いた再生医療」に関しては、独立行政

法人国立病院機構大阪医療センターにおいて臨床研究用iPS細胞由来神経前駆細胞の製造および品質評価試験

を実施した。また、神戸医療産業都市推進機構および慶應義塾大学において、免疫不全マウスを利用した臨床

研究用細胞安全性評価試験を開始した。並行して、慶應義塾大学病院および村山医療センターにおいて、院内

の環境整備、臨床研究用ホームページの開設、理学療法士・看護師の脊髄損傷専門治療施設における研修等、

臨床研究の開始にむけた具体的な準備を実施した。加えて、再生医療法施行規則の改正に基づき、慶應義塾特

定認定再生医療等委員会および厚生労働省に臨床研究計画の修正申請を行い、承認を得た。 

上記と並行し、脊髄損傷に対するリハビリテーション治療プロトコール、およびリハビリテーション治療効

果の客観的・定量的測定法の検討を実施した。ここでは、各機関で引き続き患者データ収集等の検討を継続し

た。またこれらの進捗に関する情報共有を行い、『新規リハビリテーション治療方法に関するプロトコール草

案』および『新規リハビリテーション治療効果の客観的測定法に関するプロトコール草案』の作成を完了し

た。加えて、リハビリテーションの阻害因子となりうる因子（起立性低血圧・痙性等）に関する本邦の現状を

把握するべく、全国の急性期・回復期病院の医師・セラピストを対象にアンケート調査を開始した。また、

種々のリハビリテーション治療の訓練量（実施時間）について脊髄損傷専門治療施設における現状を把握する

ため、北海道せき損センターと総合せき損センターで共通のアプリケーションを使用して、患者データの収集

を開始した。 
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【様式８ 別添】 

課題管理番号：19hk0402011j0001 
 

 
 

2019 年度医療研究開発推進事業費補助金 
成果報告書  

 
 
 

 
I. 基本情報（公開） 

 

事業名 次世代医療機器連携拠点整備等事業 
補助事業課題名 全医療職ニーズ/シーズ収集をワンストップで実現する次世代医療機器連携拠点 

補助事業 
代表者 

機関名 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 
所属 臨床研究センター 先進医療研究開発部 
役職 部長 
氏名 金村 米博 

実施期間 2019 年 9月5 日 ～ 2020年 3月 31 日 
 

 
II. 成果の概要（公開） 

 
拠点事業として、①医療概論教育講習会/医工連携研究研修会のカリキュラム作製、②ユーザー技術評価シ

ステムの構築として、個別技術評価会［5 製品、参加企業 5社、参加者総数：44 名（内医療従事者評価者 29
名）］、③医療現場ニーズ/シーズ調査見学会［3 回（4 部門見学）、参加者総数：53 名（産業界参加者：29 名、

院内対応医療従事者：17 名）］、④医療現場発ニーズ/シーズマッチング交流フォーラム開催［初回：62 社・団

体、123 人、2 回目：128 社・機関、173 人］を実施し、合計でのべ 393 名（産業界参加者 249 人、院内医療従

事者 90 人を含む）が参加した。また、交流フォーラムで提案した院内ニーズに対して、のべ 46 社と合計 46
回のニーズ/シーズマッチング個別面談を実施した。体制整備として、次世代医療機器・医療システム開発ワ

ーキンググループ組織構築（連携コーディネーター、研究開発コーディネーター配置）を行い、定例ワーキン

ググループ会議の開催と院内コメディカル 6 部門（参加者 49 名）との意見交換会を実施し、事業実施体制を

構築した。ルール策定として、①「大阪医療センター共同研究取扱規程」、「秘密保持契約書（NDA）」、「共同

研究契約書」、の作製・整備、試験的運用の開始、②「知的財産権取扱に関する規程」、「知的財産権取扱に関

する覚書」に関する国立病院機構関連規程との整合性調整、③個人情報保護関連規程、患者安全性確保関連規

程、感染防止関連規程の策定方針の検討を実施した。拠点外連携として、大阪商工会議所との連携体制構築、

国立病院機構ネットワークおよび他の次世代医療機器連携拠点との連携体制構築に向けた調整開始、国際連

携体制構築に向けた情報収集体制の構築を実施した。その他として、拠点ホームページの開設並びに知財研

修プログラムの構築を開始した。 

 
 
 

 

令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 革新的がん医療実用化研究事業 

研究開発課題名 小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発 

分担研究開発課題名

（実施内容） 
遺伝子解析 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部 

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容 

観察研究を含む臨床試験への症例登録に際し、分子分類に必要な遺伝子解析を行い、予後などの臨床的特徴

との関連を検討する。特に、髄芽腫における包括的な分子分類に基づく前方視的予後分類は、世界に類を見な

いものである。 

 

当該年度における研究開発項目、マイルストーン及び研究開発方法 

前研究で行ってきた分子分類を継続実施し、その結果を年度内に公表する。また、当該年度に開始される髄

芽腫を対象とした臨床試験に必要な分子分類がプロトコール治療開始までに実施可能か検証する。 

 

探索的遺伝子解析 

目標：基本的な診断で変異が検出されなかった症例や再発、難治が予測される症例に対して何らかの遺伝学

的背景や治療ターゲットを同定することを目的に、個々の症例に応じて次世代シークエンスやゲノムワイドメ

チル化解析などを行う。 

 

研究成果 

（髄芽腫） 

平成29年度：中央病理診断された髄芽腫検体を受け入れ、遺伝子発現解析法を用いた分子亜群分類とDNAシ

ークエンス法を用いたドライバー遺伝子変異検索（CTNNB1, TP53, TERTプロモータ）を行う中央分子診断を

実施した。 
平成30年度：前年度に継続して、髄芽腫の中央分診断を実施した。またDNAメチル化アレイを用いた分子

亜群法、マイクロアレイ法を用いた体細胞コピー数解析法を用いた分子診断の実現可能性を検討した。 
令和元年度：平成29－30年度に引き続き中央分診断を実施すると同時に、現在までのデータと臨床情報との

関連性との統合解析を実施した。 
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【様式８ 別添】 

課題管理番号：19hk0402011j0001 
 

 
 

2019 年度医療研究開発推進事業費補助金 
成果報告書  

 
 
 

 
I. 基本情報（公開） 

 

事業名 次世代医療機器連携拠点整備等事業 
補助事業課題名 全医療職ニーズ/シーズ収集をワンストップで実現する次世代医療機器連携拠点 

補助事業 
代表者 

機関名 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 
所属 臨床研究センター 先進医療研究開発部 
役職 部長 
氏名 金村 米博 

実施期間 2019 年 9月5 日 ～ 2020年 3月 31 日 
 

 
II. 成果の概要（公開） 

 
拠点事業として、①医療概論教育講習会/医工連携研究研修会のカリキュラム作製、②ユーザー技術評価シ

ステムの構築として、個別技術評価会［5 製品、参加企業 5社、参加者総数：44 名（内医療従事者評価者 29
名）］、③医療現場ニーズ/シーズ調査見学会［3 回（4 部門見学）、参加者総数：53 名（産業界参加者：29 名、

院内対応医療従事者：17 名）］、④医療現場発ニーズ/シーズマッチング交流フォーラム開催［初回：62 社・団

体、123 人、2 回目：128 社・機関、173 人］を実施し、合計でのべ 393 名（産業界参加者 249 人、院内医療従

事者 90 人を含む）が参加した。また、交流フォーラムで提案した院内ニーズに対して、のべ 46 社と合計 46
回のニーズ/シーズマッチング個別面談を実施した。体制整備として、次世代医療機器・医療システム開発ワ

ーキンググループ組織構築（連携コーディネーター、研究開発コーディネーター配置）を行い、定例ワーキン

ググループ会議の開催と院内コメディカル 6 部門（参加者 49 名）との意見交換会を実施し、事業実施体制を

構築した。ルール策定として、①「大阪医療センター共同研究取扱規程」、「秘密保持契約書（NDA）」、「共同

研究契約書」、の作製・整備、試験的運用の開始、②「知的財産権取扱に関する規程」、「知的財産権取扱に関

する覚書」に関する国立病院機構関連規程との整合性調整、③個人情報保護関連規程、患者安全性確保関連規

程、感染防止関連規程の策定方針の検討を実施した。拠点外連携として、大阪商工会議所との連携体制構築、

国立病院機構ネットワークおよび他の次世代医療機器連携拠点との連携体制構築に向けた調整開始、国際連

携体制構築に向けた情報収集体制の構築を実施した。その他として、拠点ホームページの開設並びに知財研

修プログラムの構築を開始した。 
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令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 
再生医療実現拠点ネットワークプログラム 

疾患・組織別実用化研究拠点（拠点Ａ） 

研究開発課題名 iPS細胞由来神経前駆細胞を用いた脊髄損傷・脳梗塞の再生医療 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部  

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容 

・亜急性期脳梗塞に対する臨床研究を開始 

・再生医療用iPS細胞由来神経前駆細胞ストックを用いた亜急性期脳梗塞患者に対する臨床研究の開始 

再生医療用 iPS 細胞由来神経前駆細胞ストックの新たな適応拡大として、脳梗塞に対する細胞移植療

法の安全性を検証し、亜急性期脳梗塞患者に対する細胞移植療法の臨床研究プロトコールを確立させる。

2019年度は2018年度に引き続き、げっ歯類脳梗塞モデルを用いてiPS細胞由来神経前駆細胞移植療法の

神経機能改善効果と長期安全性を検証し、さらに脳梗塞治療用ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞ストック

の製造・品質管理法の修正を行う。 

 

成果の概要 

げっ歯類脳梗塞モデルに移植された iPS細胞由来神経前駆細胞（iPS-NPC）移植療法の神経機能改善効果お

よび長期安全性の検証として、中大脳動脈 120 分閉塞によって作製したラット脳梗塞（MCAO）モデルに対

して、亜急性期（梗塞作製後 7 日目）及び急性期（梗塞作製後 2 日目）に、脊髄損傷治療で使用する細胞と

同一規格のヒト iPS-NPC の定位的脳内移植を行い、移植後 12 週目に摘出された脳標本を用いて病理組織学

的評価を実施した。その結果、STEM121 免疫染色を用いたヒト iPS-NPC 由来神経突起の分布評価において

は、移植 iPS-NPC 由来神経突起が移植部周囲から対側半球に放射されることが確認され、移植ヒト細胞にお

けるプレシナプス分子の発現と、移植細胞とホストラット細胞間でのシナプス形成が確認された。以上の結

果から、移植細胞とホスト神経細胞間のシナプス形成を含む細胞置換効果が、ヒト iPS-NPC 移植による神経

機能回復に貢献すると考えられ、亜急性期移植の長期有用性のPOC取得と、安全性の検証を達成した。 

慢性期移植の有用性の評価として、ラット脳梗塞（MCAO）モデルを用いて、梗塞作製後 9 週時点の慢性

期に脊髄損傷治療で使用する細胞と同一規格のヒト iPS-NPC の定位的脳内移植を行い、その神経機能回復効

果と移植細胞の生着率評価を実施した。その結果、ヒト iPS-NPC 移植による慢性期脳梗塞の神経機能の有意

な改善と、移植細胞のホスト神経組織内での生着が確認され、慢性期移植におけるヒト iPS-NPC の神経機能

回復に対する有用性の確認に成功した。 

脳梗塞治療用ヒト iPS-NPCストックの試験製造の実施として、脊髄損傷治療用ヒト iPS-NPCの製造工程に

おけるDNA メチル化プロファイル特性の解析、最終投与液作製で実施するDAPT 処理がヒト iPS-NPC の遺

伝子発現に及ぼす影響のRNAシークエンス法を用いた解析、を各々実施し、最終製品の更に詳細な分子生物

学的品質特性の評価を実施した。その結果、現行の脊髄損傷治療用 iPS-NPC の詳細な品質特性とその安定性

を明らかにすると同時に、単一細胞遺伝子発現解析等の品質試験結果を最終製品の品質評価に取り入れた形

での、脳梗塞治療用細胞ヒト iPS-NPCストックとしての再構築の方向性を定めた。 

 

 

 

令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 革新的先端研究開発支援事業 

研究開発課題名 
細胞-基質間の力を基盤とした細胞移動と神経回路形成機構の解明およびその破

綻による病態の解析 

分担研究開発課題名 
L1 症候群発症および悪性グリオーマ浸潤に関与するメカノバイオロジーの分子

病態解明 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部 

部長 金村 米博 

 

 

当該年度における研究開発項目、マイルストーン 
 
(1) L1症候群患者由来神経細胞のメカノバイオロジー機構障害の解明 
【研究内容】 
前年度に引き続きL1-CAM変異を有するL1症候群患者由来細胞株を、異なる特性を有する各種細胞外基質

上で培養し、単一細胞レベルでの細胞挙動をタイムラプス画像として取得し、L1-CAM遺伝子変異の遺伝型と

細胞遊走障害度、軸索ガイダンス障害等との関連性を解析し、L1-CAM 変異を有するL1 症候群患者由来細胞

株におけるHaptotaxis、Durotaxis、Chemotaxis等の各成分の障害程度を評価する。 
【マイルストーン】 

L1-CAM遺伝子変異細胞におけるメカノバイオロジー機構の障害に関与する分子メカニズムを探索し、明ら

かにする。 
【マイルストーンの達成状況】 

L1CAM 遺伝子変異が Haptotaxis に影響を及ぼす細胞外基質を同定し、メカノバイオロジー機構の障害度を

探索する実験系が確立できたため、マイルストーンは達成された。  
 

(2) 悪性グリオーマ細胞のメカノバイオロジー機構特性の解明 
【研究内容】 
前年度までに樹立してバンク化した L1-CAM 高発現悪性グリオーマ患者由来初代細胞株を、前項同様に異

なる特性を有する各種細胞外基質上で培養し、単一細胞レベルでの細胞挙動をタイムラプス画像として取得し、

L1-CAM遺伝子発現様式と細胞遊走障害度との関連性を解析し、L1-CAM高発現初代グリオーマ培養細胞にお

けるHaptotaxis、Durotaxisの各成分の障害程度を評価する。 
【マイルストーン】 

悪性グリオーマ患者由来初代細胞株の運動におけるメカノバイオロジー機構の障害に関与する分子メカニ

ズムを探索し、明らかにする。 

【マイルストーンの達成状況】 
Haptotaxisにおいて、悪性グリオーマ患者由来初代細胞株特異的メカニズムの存在を明らかとすることがで

きたため、マイルストーンは達成された。 
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令和元年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 委託研究開発 

 

事業名 
再生医療実現拠点ネットワークプログラム 

疾患・組織別実用化研究拠点（拠点Ａ） 

研究開発課題名 iPS細胞由来神経前駆細胞を用いた脊髄損傷・脳梗塞の再生医療 

研究開発担当者 

所属 役職 氏名 

臨床研究センター 先進医療研究開発部  

部長 金村 米博 

 

研究開発の目的及び内容 

・亜急性期脳梗塞に対する臨床研究を開始 

・再生医療用iPS細胞由来神経前駆細胞ストックを用いた亜急性期脳梗塞患者に対する臨床研究の開始 

再生医療用 iPS 細胞由来神経前駆細胞ストックの新たな適応拡大として、脳梗塞に対する細胞移植療

法の安全性を検証し、亜急性期脳梗塞患者に対する細胞移植療法の臨床研究プロトコールを確立させる。

2019年度は2018年度に引き続き、げっ歯類脳梗塞モデルを用いてiPS細胞由来神経前駆細胞移植療法の

神経機能改善効果と長期安全性を検証し、さらに脳梗塞治療用ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞ストック

の製造・品質管理法の修正を行う。 

 

成果の概要 

げっ歯類脳梗塞モデルに移植された iPS細胞由来神経前駆細胞（iPS-NPC）移植療法の神経機能改善効果お

よび長期安全性の検証として、中大脳動脈 120 分閉塞によって作製したラット脳梗塞（MCAO）モデルに対

して、亜急性期（梗塞作製後 7 日目）及び急性期（梗塞作製後 2 日目）に、脊髄損傷治療で使用する細胞と

同一規格のヒト iPS-NPC の定位的脳内移植を行い、移植後 12 週目に摘出された脳標本を用いて病理組織学

的評価を実施した。その結果、STEM121 免疫染色を用いたヒト iPS-NPC 由来神経突起の分布評価において

は、移植 iPS-NPC 由来神経突起が移植部周囲から対側半球に放射されることが確認され、移植ヒト細胞にお

けるプレシナプス分子の発現と、移植細胞とホストラット細胞間でのシナプス形成が確認された。以上の結

果から、移植細胞とホスト神経細胞間のシナプス形成を含む細胞置換効果が、ヒト iPS-NPC 移植による神経

機能回復に貢献すると考えられ、亜急性期移植の長期有用性のPOC取得と、安全性の検証を達成した。 

慢性期移植の有用性の評価として、ラット脳梗塞（MCAO）モデルを用いて、梗塞作製後 9 週時点の慢性

期に脊髄損傷治療で使用する細胞と同一規格のヒト iPS-NPC の定位的脳内移植を行い、その神経機能回復効

果と移植細胞の生着率評価を実施した。その結果、ヒト iPS-NPC 移植による慢性期脳梗塞の神経機能の有意

な改善と、移植細胞のホスト神経組織内での生着が確認され、慢性期移植におけるヒト iPS-NPC の神経機能

回復に対する有用性の確認に成功した。 

脳梗塞治療用ヒト iPS-NPCストックの試験製造の実施として、脊髄損傷治療用ヒト iPS-NPCの製造工程に

おけるDNA メチル化プロファイル特性の解析、最終投与液作製で実施するDAPT 処理がヒト iPS-NPC の遺

伝子発現に及ぼす影響のRNAシークエンス法を用いた解析、を各々実施し、最終製品の更に詳細な分子生物

学的品質特性の評価を実施した。その結果、現行の脊髄損傷治療用 iPS-NPC の詳細な品質特性とその安定性

を明らかにすると同時に、単一細胞遺伝子発現解析等の品質試験結果を最終製品の品質評価に取り入れた形

での、脳梗塞治療用細胞ヒト iPS-NPCストックとしての再構築の方向性を定めた。 
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日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

１版

９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和元年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2019年

〔学会発表〕　計3件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2019年

一般社団法人日本脳神経外科学会第78回学術総会

 ４．発表年

 ３．学会等名

 １．発表者名

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、山本篤世、勝間亜沙子、隅田美穂、山口 亮、峯 裕、中村雅也、岡野 栄之

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

Journal of Pharmacological Sciences

中枢神経領域での再生医療【総合討論あり】

 ２．発表標題

Evaluation of the susceptibility of neurons and neural stem/progenitor cells derived from
human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs

 ２．論文標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 オープンアクセス  国際共著

331～336

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

10.1016/j.jphs.2019.08.002

旅費において予定より支出が少なく済み、次年度使用額が生じた。 
研究に必要な細胞培養関連、遺伝子解析関連の試薬・資材等の消耗品購入のための物品費、遠方の研究者との打ち合わせ・会議等に関わる国内旅費、国際学会で 
の情報収集・成果発表のための外国旅費、および論文作成に関わるその他経費を計上した。これらは研究を円滑に実施し、かつ研究成果を世界に発信するために 
必要なものと考え、妥当な範囲内のものと考える。

 １．著者名  ４．巻

Fukusumi Hayato、Handa Yukako、Shofuda Tomoko、Kanemura Yonehiro 140

 ５．発行年

最終年度は、今年度開発した溶存酸素濃度モニタリング生細胞ライブイメージング解析培養法を駆使して、各種ヒトiPS細胞由来神経系細胞の低酸素耐性能に関
する特性を明らかにすると同時に、それに関与する分子メカニズムの同定を実施したいと考える。更に、各細胞の低酸素耐性時間を延長させる効果を有する低分
子化合物の同定を実施したいと考える。

８．今後の研究の推進方策
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　２．課題番号

  

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．現在までの進捗状況

ヒト神経系細胞　ヒトiPS細胞　低酸素培養　虚血ストレス

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。

理由
本年度は、新たに開発した、より厳密な低酸素培養下での生細胞ライブイメージング解析培養法を用いて、ヒトiPS-NPCの低酸素耐性能に関して重要な知見を得
ることに成功した。今回開発した評価系は、他のヒトiPS細胞由来神経系細胞の低酸素耐性能評価にも同様に使用可能な評価系であり、本研究の目的の1つである
ヒトiPS細胞由来神経系細胞の低酸素・虚血ストレス耐性能評価系を確立できたと評価する。また、ヒトiPS-NPCに関しては、具体的な虚血耐性時間に関する知見
を得ることに成功した。研究全体としては、ほぼ予定通りの進捗であったと判断される。

金村　米博

基盤研究(C)(一般)

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施状況報告書）（令和元年度）

機関番号

所属研究機関名称

８４４１４

研究
代表者

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター（臨床研究センター）

先進医療研究開発部

ヒト神経細胞の低酸素・虚血ストレス障害発生メカニズム解明と新規治療法開発

平成３０年度～令和２年度

１．研究種目名　　　 18K08958

部局

低酸素環境がヒトiPS細胞由来神経系細胞に及ぼす影響を評価するため、前年度に開発を実施した気相中酸素濃度モニタリング培養法をさらに改良し、今年度は
培地中に含まれる溶存酸素濃度を経時的に取得しながらリアルタイムに細胞の生死を判定し得る、溶存酸素濃度モニタリング生細胞ライブイメージング解析培養
法を構築し、ヒトiPS細胞由来神経前駆細胞(iPS-NPC)の低酸素耐性能を評価した。 
ヒトiPS細胞（1210B2株）からdual SMAD法を用いて神経分化誘導させた後、neurosphere法で増幅培養を行って作製したヒトiPS-NPCを接着培養に移行させたの
ち、脱酸素剤を用いた閉鎖培養系にて24時間連続培養を実施し、その培養経過中の溶存酸素濃度とPI染色法を用いた細胞生死判定の連続モニタリングを実施し
た。その結果、溶存酸素濃度が0.1%に到達するまでの過程においてはヒトiPS-NPCの細胞死の誘導はわずかであり、溶存酸素濃度が0.1％以下の超低酸素状態に到
達後も、ヒトiPS-NPCの細胞死誘導はわずかで多くの細胞は生存状態を維持し、超低酸素状態が8時間以上経過した時点から、急速にその細胞死が誘発され、超低
酸素状態が20時間経過した時点では大多数の細胞が細胞死に至る経過を取ることが明らかになった。 
以上の結果から、ヒトiPS-NPCは超低酸素状態に対して、一定期間は十分な耐性を示し、その後、急激に細胞死が誘発される特性を有することが明らかになり、
ヒトiPS-NPCの低酸素耐性に関する重要な知見を得ることに成功した。また、新たに開発した溶存酸素濃度モニタリング生細胞ライブイメージング解析培養法
は、ヒトiPS細胞由来神経系細胞の低酸素環境下での細胞特性評価に有用な評価系となり得ることが示唆された。

４．補助事業期間

職

氏名

部長
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１版

９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和元年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2019年

〔学会発表〕　計3件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2019年

一般社団法人日本脳神経外科学会第78回学術総会

 ４．発表年

 ３．学会等名

 １．発表者名

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、山本篤世、勝間亜沙子、隅田美穂、山口 亮、峯 裕、中村雅也、岡野 栄之

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

Journal of Pharmacological Sciences

中枢神経領域での再生医療【総合討論あり】

 ２．発表標題

Evaluation of the susceptibility of neurons and neural stem/progenitor cells derived from
human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs

 ２．論文標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 オープンアクセス  国際共著

331～336

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

10.1016/j.jphs.2019.08.002

旅費において予定より支出が少なく済み、次年度使用額が生じた。 
研究に必要な細胞培養関連、遺伝子解析関連の試薬・資材等の消耗品購入のための物品費、遠方の研究者との打ち合わせ・会議等に関わる国内旅費、国際学会で 
の情報収集・成果発表のための外国旅費、および論文作成に関わるその他経費を計上した。これらは研究を円滑に実施し、かつ研究成果を世界に発信するために 
必要なものと考え、妥当な範囲内のものと考える。

 １．著者名  ４．巻

Fukusumi Hayato、Handa Yukako、Shofuda Tomoko、Kanemura Yonehiro 140

 ５．発行年

最終年度は、今年度開発した溶存酸素濃度モニタリング生細胞ライブイメージング解析培養法を駆使して、各種ヒトiPS細胞由来神経系細胞の低酸素耐性能に関
する特性を明らかにすると同時に、それに関与する分子メカニズムの同定を実施したいと考える。更に、各細胞の低酸素耐性時間を延長させる効果を有する低分
子化合物の同定を実施したいと考える。
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分子医療研究室 

 室長 金村米博 

 

【概要】  

分子医療研究室では各種遺伝子検査を用いた悪性脳腫瘍、難治性脳形成障害症

等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施しています。  

 

【主な研究テーマ】  

１．悪性脳腫瘍の分子遺伝学的解析  

 悪性グリオーマを対象として、関西地域を中心とした 60 以上の医療機関で構

成される「関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワーク」を主宰し、脳腫瘍検体レジ

ストリーを行い、WHO 分類に基づく中央遺伝子診断の実施と、大規模症例を用

いた悪性グリオーマの分子遺伝学的特性解析を実施しています。また、小児悪性

脳腫瘍の中で最も頻度の高い腫瘍の一つである髄芽腫に関して、「日本小児がん

研究グループ（ JCCG）」に参加し、全国レベルで収集された髄芽腫標本の中央分

子診断を実施しています。  

 

２．難治性脳形成障害症の分子遺伝学的解析  

L1CAM 変異で発症する X 連鎖性遺伝性水頭症を中心に、各種難治性脳形成障

害症患者の臨床情報、画像情報、患者由来生体試料（組織・細胞・DNA）を収集

し、次世代シークエンサーを駆使した遺伝子解析研究を実施すると同時に、患者

由来試料から分離した線維芽細胞、神経幹細胞、間葉系細胞（臍帯由来）、血液細

胞の特性解析を行い、並行してそれら細胞から疾患 iPS 細胞の樹立を実施し、そ

の特性解析を実施しています。  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Sasaki A, Hirato J, Hirose T, Fukuoka K, Kanemura Y, Hashimoto N, Kodama Y, 

Ichimura K, Sakamoto H, Nishikawa R: Review of ependymomas: assessment of 

consensus in pathological diagnosis and correlations with genetic profiles and outcome. 

「Brain Tumor Pathol」36(2):92-101、2019 年 4 月  

 

Kato K, Miya F, Hamada N, Negishi Y, Narumi-Kishimoto Y, Ozawa H, Ito H, Hori I, 

日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

１版

2019年

2019年

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

 ４．発表年

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

 ２．発表標題

第2回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会

第2回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会

 ４．発表年

ヒトiPS細胞由来神経前駆細胞の長期分化誘導法の検討

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博

ヒトiPS 細胞由来分化神経細胞の抗がん剤感受性評価

 ２．発表標題
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分子医療研究室 

 室長 金村米博 

 

【概要】  

分子医療研究室では各種遺伝子検査を用いた悪性脳腫瘍、難治性脳形成障害症

等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施しています。  

 

【主な研究テーマ】  

１．悪性脳腫瘍の分子遺伝学的解析  

 悪性グリオーマを対象として、関西地域を中心とした 60 以上の医療機関で構

成される「関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワーク」を主宰し、脳腫瘍検体レジ

ストリーを行い、WHO 分類に基づく中央遺伝子診断の実施と、大規模症例を用

いた悪性グリオーマの分子遺伝学的特性解析を実施しています。また、小児悪性

脳腫瘍の中で最も頻度の高い腫瘍の一つである髄芽腫に関して、「日本小児がん

研究グループ（ JCCG）」に参加し、全国レベルで収集された髄芽腫標本の中央分

子診断を実施しています。  

 

２．難治性脳形成障害症の分子遺伝学的解析  

L1CAM 変異で発症する X 連鎖性遺伝性水頭症を中心に、各種難治性脳形成障

害症患者の臨床情報、画像情報、患者由来生体試料（組織・細胞・DNA）を収集

し、次世代シークエンサーを駆使した遺伝子解析研究を実施すると同時に、患者

由来試料から分離した線維芽細胞、神経幹細胞、間葉系細胞（臍帯由来）、血液細

胞の特性解析を行い、並行してそれら細胞から疾患 iPS 細胞の樹立を実施し、そ

の特性解析を実施しています。  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Sasaki A, Hirato J, Hirose T, Fukuoka K, Kanemura Y, Hashimoto N, Kodama Y, 

Ichimura K, Sakamoto H, Nishikawa R: Review of ependymomas: assessment of 

consensus in pathological diagnosis and correlations with genetic profiles and outcome. 

「Brain Tumor Pathol」36(2):92-101、2019 年 4 月  

 

Kato K, Miya F, Hamada N, Negishi Y, Narumi-Kishimoto Y, Ozawa H, Ito H, Hori I, 
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H, Teshima T, Ogawa K: 11C-methionine-18F-FDG dual-PET-tracer-based target 

delineation of malignant glioma: evaluation of its geometrical and clinical features for 

planning radiation therapy. 「 J Neurosurg」131(3):676-686、2019 年 9 月  

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, 

Moriuchi S, Uda T, Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida N, 

Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura Y: 

Radiomics and MGMT promoter methylation for prognostication of newly diagnosed 

glioblastoma. 「Sci Rep」9(1):14435、2019 年 10 月  

 

Ozaki T, Kinoshita M, Arita H, Kagawa N, Fujimoto Y, Kanemura Y, Sakai M, 

Watanabe Y, Nakanishi K, Shimosegawa E, Hatazawa J, Kishima H: Validation of 

magnetic resonance imaging-based automatic high-grade glioma segmentation accuracy 

via (11)C-methionine positron emission tomography. 「Oncol Lett」18(4):4074-4081、

2019 年 10 月  

 

Takami H, Fukuoka K, Fukushima S, Nakamura T, Mukasa A, Saito N, Yanagisawa T, 

Nakamura H, Sugiyama K, Kanamori M, Tominaga T, Maehara T, Nakada M, Kanemura 

Y, Asai A, Takeshima H, Hirose Y, Iuchi T, Nagane M, Yoshimoto K, Matsumura A, 

Kurozumi K, Nakase H, Sakai K, Tokuyama T, Shibui S, Nakazato Y, Narita Y, 

Nishikawa R, Matsutani M, Ichimura K: Integrated clinical, histopathological, and 

molecular data analysis of 190 central nervous system germ cell tumors from the iGCT 

Consortium. 「Neuro Oncol」21(12):1565-1577、2019 年 12 月  

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, Takahashi 

M, Narita Y, Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Takagaki M, 

Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, Kanematsu D, 

Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura K, Kanemura Y, Kishima H: 

Prediction of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma from magnetic 

resonance images using a convolutional neural network. 「Sci Rep」9(1):20311、2019

年 12 月  

 

Yotsumoto Y, Harada A, Tsugawa J, Ikura Y, Utsunomiya H, Miyatake S, Matsumoto N, 

Kanemura Y, Hashimoto-Tamaoki T: Infantile macrocephaly and multiple subcutaneous 

Hattori A, Okamoto N, Kato M, Tsunoda T, Kanemura Y, Kosaki K, Takahashi Y, 

Nagata KI, Saitoh S: MYCN de novo gain-of-function mutation in a patient with a novel 

megalencephaly syndrome. 「 J Med Genet」56(6):388-395、2019 年 6 月  

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, 

Mano M, Kagawa N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, 

Fukai J, Fujita K, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: Distribution 

differences in prognostic copy number alteration profiles in IDH-wild-type 

glioblastoma cause survival discrepancies across cohorts. 「 Acta Neuropathol 

Commun」7(1):99、2019 年 6 月  

 

Kimura Y, Shofuda T, Higuchi Y, Nagamori I, Oda M, Nakamori M, Onodera M, 

Kanematsu D, Yamamoto A, Katsuma A, Suemizu H, Nakano T, Kanemura Y, 

Mochizuki H: Human Genomic Safe Harbors and the Suicide Gene-Based Safeguard 

System for iPSC-Based Cell Therapy. 「Stem Cells Transl Med」8(7):627-638、2019

年 7 月  

 

Kofuji S, Hirayama A, Eberhardt AO, Kawaguchi R, Sugiura Y, Sampetrean O, Ikeda Y, 

Warren M, Sakamoto N, Kitahara S, Yoshino H, Yamashita D, Sumita K, Wolfe K, 

Lange L, Ikeda S, Shimada H, Minami N, Malhotra A, Morioka S, Ban Y, Asano M, 

Flanary VL, Ramkissoon A, Chow LML, Kiyokawa J, Mashimo T, Lucey G, Mareninov 

S, Ozawa T, Onishi N, Okumura K, Terakawa J, Daikoku T, Wise-Draper T, Majd N, 

Kofuji K, Sasaki M, Mori M, Kanemura Y, Smith EP, Anastasiou D, Wakimoto H, 

Holland EC, Yong WH, Horbinski C, Nakano I, DeBerardinis RJ, Bachoo RM, Mischel 

PS, Yasui W, Suematsu M, Saya H, Soga T, Grummt I, Bierhoff H, Sasaki AT: IMP 

dehydrogenase-2 drives aberrant nucleolar activity and promotes tumorigenesis in 

glioblastoma. 「Nat Cell Biol」21(8):1003-1014、2019 年 8 月  

 

Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T, Kanemura Y: Evaluation of the susceptibility of 

neurons and neural stem/progenitor cells derived from human induced pluripotent stem 

cells to anticancer drugs. 「 J Pharmacol Sci」140(4):331-336、2019 年 8 月  

 

Hirata T, Kinoshita M, Tamari K, Seo Y, Suzuki O, Wakai N, Achiha T, Umehara T, 

Arita H, Kagawa N, Kanemura Y, Shimosegawa E, Hashimoto N, Hatazawa J, Kishima 
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H, Teshima T, Ogawa K: 11C-methionine-18F-FDG dual-PET-tracer-based target 

delineation of malignant glioma: evaluation of its geometrical and clinical features for 

planning radiation therapy. 「 J Neurosurg」131(3):676-686、2019 年 9 月  

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, 

Moriuchi S, Uda T, Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida N, 

Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura Y: 

Radiomics and MGMT promoter methylation for prognostication of newly diagnosed 

glioblastoma. 「Sci Rep」9(1):14435、2019 年 10 月  

 

Ozaki T, Kinoshita M, Arita H, Kagawa N, Fujimoto Y, Kanemura Y, Sakai M, 

Watanabe Y, Nakanishi K, Shimosegawa E, Hatazawa J, Kishima H: Validation of 

magnetic resonance imaging-based automatic high-grade glioma segmentation accuracy 

via (11)C-methionine positron emission tomography. 「Oncol Lett」18(4):4074-4081、

2019 年 10 月  

 

Takami H, Fukuoka K, Fukushima S, Nakamura T, Mukasa A, Saito N, Yanagisawa T, 

Nakamura H, Sugiyama K, Kanamori M, Tominaga T, Maehara T, Nakada M, Kanemura 

Y, Asai A, Takeshima H, Hirose Y, Iuchi T, Nagane M, Yoshimoto K, Matsumura A, 

Kurozumi K, Nakase H, Sakai K, Tokuyama T, Shibui S, Nakazato Y, Narita Y, 

Nishikawa R, Matsutani M, Ichimura K: Integrated clinical, histopathological, and 

molecular data analysis of 190 central nervous system germ cell tumors from the iGCT 

Consortium. 「Neuro Oncol」21(12):1565-1577、2019 年 12 月  

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, Takahashi 

M, Narita Y, Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Takagaki M, 

Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, Kanematsu D, 

Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura K, Kanemura Y, Kishima H: 

Prediction of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma from magnetic 

resonance images using a convolutional neural network. 「Sci Rep」9(1):20311、2019

年 12 月  

 

Yotsumoto Y, Harada A, Tsugawa J, Ikura Y, Utsunomiya H, Miyatake S, Matsumoto N, 
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西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米

博、田中潤也、大西丘倫、國枝武治：CD44 高発現腫瘍幹細胞における Osteopontin

の発現と機能：膠芽腫発現の鍵となる低酸素。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、

石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内  豪、丹治正大、峰晴陽平、宮本  

亨、金村米博：グリオーマの RAS 変異解析と臨床的特徴の検討。第 37 回日本脳

腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

米博：グリオブラストーマ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived xenograft

バンク確立の試み。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、

2019 年 10 月 11 日  

 

西川真弘、井上明宏、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米博、田中潤

也、大西丘倫、國枝武治 : 膠芽腫再発に関わる腫瘍幹細胞の浸潤能と増殖能 -低酸

素環境下でのオステオポンチンの発現と機能から -。一般社団法人日本脳神経外科

学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細胞の

抗がん剤感受性評価。2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会、大

阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博：ヒト iPS 細胞

由来神経前駆細胞の長期分化誘導法の検討。2 回日本再生医療とリハビリテーシ

ョン学会学術大会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

金村米博、正札智子、吉岡絵麻、兼松大介、勝間亜沙子、高田  愛、  眞能正幸、

児玉良典、森  鑑二：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークにおけるグリオーマ

中央遺伝子診断体制構築の試み。本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎市、2019 年

11 月 7 日  

 

兼松大介、正札智子、吉岡絵麻、 隅田美穂、勝間亜沙子、山本篤世、半田有佳子、

福角勇人、中村雅也、 岡野栄之、金村米博：ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞の増

殖過程で発生する染色体核型異常の特徴。本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎市、

2019 年 11 月 7 日  

 

宮  冬樹、加藤光広、齋藤伸治、岡本伸彦、金村米博、鎌谷高志、小崎健次郎、角

田達彦：遺伝性疾患のエクソーム・全ゲノムシーケンスデータを対象とした AI

によるトランスクリプトーム異常の予測解析。本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎

市、2019 年 11 月 7 日  

 

森  鑑二、正札智子、眞能正幸、児玉良典、木下  学、有田英之、森内秀祐、宇田

武弘、瀧  琢有、深井順也、埜中正博、石橋謙一、阪本大輔、泉本修一、西田南海
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子、沖田典子、中島義和、高野浩司、橋本直哉、露口尚弘、奥田武司、阿知波孝

宗、林  宣秀、出原  誠、金村米博：テモゾロミドと放射線併用治療後に再発した

膠芽腫に対する治療と予後。37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019

年 12 月 1 日  

 

沖田典子、正札智子、兼松大介、吉岡絵麻、児玉良典、眞能正幸、木下  学、埜中

正博、藤中俊之、金村米博：Grade2、3 神経膠腫における MET-PET での IDH 変

異と MGMT プロモーターメチル化率の予測。37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石

川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、田村  

郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武笠晃丈、

永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT promoter 

mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子である。第 37 回

日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

梅原  徹、木下  学、佐々木貴浩、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、平山龍一、木

嶋教行、香川尚己、沖田典子、宇田武弘、深井順也、森  鑑二、貴島晴彦、金村米

博：機械学習による画像テクスチャ解析を用いた初発膠芽腫の予後推定。第 37

回脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、篠

山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、金村

米博：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークでの Patient derived xenograft バン

クの現状。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米

博、田中潤也、大西丘倫、國枝武治：CD44 高発現腫瘍幹細胞における Osteopontin

の発現と機能：膠芽腫発現の鍵となる低酸素。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、

石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内  豪、丹治正大、峰晴陽平、宮本  

亨、金村米博：グリオーマの RAS 変異解析と臨床的特徴の検討。第 37 回日本脳

腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  
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塞栓術を施行した一例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、

2019 年 9 月 7 日  

 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、金村

米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device の治療成

績．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を行った 2

例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討．第 78 回日

本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断．小児神経外科教育セミナー

2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経再

生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法．令和元年度滋賀

医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21 日  

 

川内  豪、正札智子、吉岡絵麻、牧野恭秀、丹治正大、峰晴陽平、金村米博：京都

大学における小児・AYA 世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖田

典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、森  艦二、金村米博：高齢者膠芽腫の分子

病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、田村  

郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武笠晃丈、

永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT promoter 

mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子である。第 37 回

日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之：HIV 陽性患者における中枢神経原発悪性リンパ腫の診断と治療。第 37

回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

B-6 

館  哲郎、木嶋教行、村上皓紀、中川僚太、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：未破裂動脈瘤患者における多発性のう胞腎スクリーニングの有用

性．Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting 第 77 回日本脳神経外科学会近畿支部

学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019 年 4 月 6 日  

 

村上皓紀、館  哲郎、中川僚太、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  伸、藤中

俊之：血管型エーラース・ダンロス症候群に合併した内頸動脈海綿静脈洞（CCF）

の 1 例．Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting 第 77 回日本脳神経外科学会近

畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019 年 4 月 6

日  

 

山崎弘輝、木谷知樹、西本渓佑、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：浅側頭動脈 -中大脳動脈吻合部動脈瘤に対してステント併用コイル
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塞栓術を施行した一例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、

2019 年 9 月 7 日  

 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、金村

米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device の治療成

績．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を行った 2

例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討．第 78 回日

本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断．小児神経外科教育セミナー

2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経再

生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法．令和元年度滋賀

医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21 日  
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今後も、HIV/AIDS 先端医療開発センターの研究部門として HIV 感染症 /AIDS

に関する臨床研究、教育・研修、情報発信を進め、特に急性感染期の HIV 感染症

の診断と治療を新たなテーマとして研究を推進して行きたい。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：

Outbreak of hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men 

in Osaka, Japan, from March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P.705-710、2019 年 6

月、Epub 2019 Mar 1. 

 

Sakakibara Y, Kato S, Kawamato Y, Higashi S, Bessho H, Fujii Y, Shoji A, Iwasaki T, 

Ishihara A, Tanaka S, Hasegawa H, Akasaka T, Nakazuru S, Ishida H, Watanabe D, 

Uehira T, Shirasaka T, Mita E：Helicobacter pylori infection status in human 

immunodeficiency virus-positive patients. 「Gastrointestinal Endoscopy」89(6) Sup, 

P.AB502、2019 年 6 月  

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 

Nakazuru S, Uehira T, Shirasaka T, Mita E： Favorable outcome with direct-acting 

antiviral treatment in hepatitis C patients coinfected with HIV.「Hepatol Res」49(9)：

P.1076-1082、2019 年 9 月、Epub 2019 Jun 17. 

 

Hagiwara S, Nagai H, Uehira T, Saito AM, Okada S：Autologous peripheral blood stem 

cell transplantation for relapsed/refractory HIV-associated lymphoma: a phase II clinical 

study. 「 Int J Hematol」111(3)：P.434-439、2020 年 3 月、Epub 2019 Dec 13. 

 

A-3 

柴田玲子、竹谷英之、土田陸平、西田恭治、大野久美子、折井亮：女性血友病患

者の麻酔経験「麻酔」68(4)：P.428-432、克誠堂出版、2019 年 4 月  

 

西田恭治：保因者診療の重要性「Pharma Medica」37(5)：P.45-48、メディカルレビ

ュー社、2019 年 5 月  

 

エイズ先端医療開発室 

エイズ先端医療研究部長 白阪琢磨 

 

エイズ先端医療研究部はエイズ先端医療開発室と HIV 感染制御研究室から構

成されている。  

当院は薬害 HIV 裁判の和解に基づく恒久対策の一環として、平成 9 年にエイ

ズ診療における近畿ブロックのブロック拠点病院に選定され、診療（全科対応体

制）、臨床研究、教育・研修、情報発信の 4 機能を担っている。院内設置の

HIV/AIDS 先端医療開発センターが関連部署と緊密な連携を取り任務を遂行して

いる。HIV 感染症の専門的診療は感染症内科が担い、他の機能はエイズ先端医療

研究部がコーディネートしている。臨床研究では厚生労働行政推進調査事業費補

助金によるエイズ対策政策研究事業（令和元年度は指定研究「HIV 感染症及びそ

の合併症の課題を克服する研究」（研究代表者 白阪琢磨）、指定研究「HIV 感染

症の医療体制の整備に関する研究」（研究分担者 渡邊大））などを実施し、臨床

研究の主なテーマとして HIV 感染症の病態解析や治療に関する研究と患者中心

の医療の提供に関する研究に取り組んでいる。令和元年度の独立行政法人国立病

院機構の NHO ネットワーク共同研究課題として、「抗 HIV 療法中のプロウイル

スにおける薬剤耐性微小集団に関する観察研究（H31-NHO（エイズ） -01）」（研

究代表者 白阪琢磨）の研究を遂行した。血液製剤による感染者の多くは加齢に

伴う長期療養が重大な課題となっており、厚生労働行政推進調査事業費補助金に

よるエイズ対策政策研究事業「非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血友病

等患者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究」班の研究分担（消化器科 

三田英治）を担当し研究協力も行っている。重複感染の C 型肝炎に対しては厚

生労働行政推進調査事業費補助金によるエイズ対策政策研究事業指定研究班（江

口班（研究分担者 上平朝子））の研究分担を担当している。教育・研修では院

外向けと共に、院内での研修については、看護部、医療相談室、臨床心理室等と

共に職員研究部と協働で実施し、多くの参加者を得ている。これらの研究成果は

学会あるいは論文として発表した。情報発信については当院のホームページ内に

HIV/AIDS 先端医療開発センター（https://osaka.hosp.go.jp/khac/）を設け、厚労科

研の成果の一部（https://www.haart-support.jp/）や HIV 感染症 /AIDS に関する情

報を発信しており、ホームページは 1999 年に開設以来アクセス数は 74 万件を超

え、多くの方の利用を得ている。  

平成 25 年 4 月には大阪大学大学院医学系研究科の連携大学院（エイズ先端医

療学）が併設され、平成 26 年度から 1 名の大学院生を受け入れた。  
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今後も、HIV/AIDS 先端医療開発センターの研究部門として HIV 感染症 /AIDS

に関する臨床研究、教育・研修、情報発信を進め、特に急性感染期の HIV 感染症

の診断と治療を新たなテーマとして研究を推進して行きたい。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：

Outbreak of hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men 

in Osaka, Japan, from March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P.705-710、2019 年 6

月、Epub 2019 Mar 1. 

 

Sakakibara Y, Kato S, Kawamato Y, Higashi S, Bessho H, Fujii Y, Shoji A, Iwasaki T, 

Ishihara A, Tanaka S, Hasegawa H, Akasaka T, Nakazuru S, Ishida H, Watanabe D, 

Uehira T, Shirasaka T, Mita E：Helicobacter pylori infection status in human 

immunodeficiency virus-positive patients. 「Gastrointestinal Endoscopy」89(6) Sup, 

P.AB502、2019 年 6 月  

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 

Nakazuru S, Uehira T, Shirasaka T, Mita E： Favorable outcome with direct-acting 

antiviral treatment in hepatitis C patients coinfected with HIV.「Hepatol Res」49(9)：

P.1076-1082、2019 年 9 月、Epub 2019 Jun 17. 

 

Hagiwara S, Nagai H, Uehira T, Saito AM, Okada S：Autologous peripheral blood stem 

cell transplantation for relapsed/refractory HIV-associated lymphoma: a phase II clinical 

study. 「 Int J Hematol」111(3)：P.434-439、2020 年 3 月、Epub 2019 Dec 13. 

 

A-3 

柴田玲子、竹谷英之、土田陸平、西田恭治、大野久美子、折井亮：女性血友病患

者の麻酔経験「麻酔」68(4)：P.428-432、克誠堂出版、2019 年 4 月  

 

西田恭治：保因者診療の重要性「Pharma Medica」37(5)：P.45-48、メディカルレビ

ュー社、2019 年 5 月  
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高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村  剛、宮本  智、小河原光正、廣田和之、上

地隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 感染者に発症し

た原発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討「肺癌」59(6)：P.711、日本肺癌

学会、2019 年 11 月  

 

宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：

外科病棟におけるアウトブレイク対策  カルバペネム耐性腸内細菌科細菌による

大規模アウトブレイクの経験「日本外科感染症学会雑誌」16(5)：P.421、日本外科

感染症学会、2019 年 10 月  

 

白阪琢磨：HIV 感染症診断の最前線「Medical Technology」47(9)：P.910-916、2019

年 9 月 15 日発行  

  

白阪琢磨：HIV 診療におけるチーム医療とその意義「呼吸器内科」36(5)：P.500-

505、科学評論社、2019 年 11 月  

 

白阪琢磨：抗 HIV 薬「治療薬ハンドブック 2020」、株式会社じほう、2020 年 1 月  

 

大北全俊、井上洋士、山口正純、白阪琢磨：Undetectable=Untransmittable (U=U)と

は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2

月  

 

上平朝子：HIV 感染症－Up to date「大阪透析研究会会誌」38(1)：P.15-20、大阪透

析研究会、2020 年 3 月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進

調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症及びその合併症の課題

を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。

公益財団法人友愛福祉財団委託事業「エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よる HIV 感染者の調査研究」令和元年度報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

西田恭治、松本剛史：患者中心医療の可能性  患者会の現在と将来「ヘモフィリア・

トピックス」49、2019 年 9 月  

 

A-4 

来住知美：メタボリック症候群への愛のムチ「medicina2019 年 4 月号増刊号」56(4)：

P.138-142、医学書院、2019 年 4 月  

 

来住知美：妊婦・授乳婦，薬はどうする？「medicina2019 年 4 月号増刊号」56(4)：

P.450-454、医学書院、2019 年 4 月  

 

宮崎哲郎、清木祐介、石原朗雄、田中聡司、上平朝子、白阪琢磨、石田  永、三田

英治：Sofosbuvir 治療時に Atazanavir による高ビリルビン血症を呈した 2 例「日

本病院総合診療医学会雑誌」15(3)：P.326、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  
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森敏明、佐々木富子、白阪琢磨、杉山香代子、張  慶哲、藤田直久、三浦正義、明

神翔太、矢野篤次郎、山之上弘樹、由良温宣、波多江新平：感染予防対策のため

の基本的知識の理解  病院における隔離予防対策のポイント  隔離を合理的に行う

ために「診療と新薬」56（7）：P.527-541、医事出版社、2019 年 7 月  

 

白阪琢磨：AIDS 治療のこの 35 年を振り返り、次の 10 年、20 年へ「HIV 感染症

と AIDS の治療」10(1)：P.4-18、株式会社メディカルレビュー社、2019 年 9 月  

 

白阪琢磨：ガイドライン改訂の Points DHHS ガイドライン改訂のポイント「HIV

感染症と AIDS の治療」10(1)：P.19-25、株式会社メディカルレビュー社、2019 年

9 月  
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505、科学評論社、2019 年 11 月  
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は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2
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上平朝子：HIV 感染症－Up to date「大阪透析研究会会誌」38(1)：P.15-20、大阪透

析研究会、2020 年 3 月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進
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を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。
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Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita 

E: Immune reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as 

predictive factors for HBsAg seroclearance in HBV/HIV patients treated with 

antiretroviral therapy. European Association for the Study of Liver, The International 

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  

 

Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida 

Y, Miyabe T, Sako R, Yamazaki K, Uehira T, Shirasaka T: Discontinuation of long-term 

dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms. 10th IAS 

Conference on HIV Science (IAS 2019), Mexico City, 2019 年 7 月 22 日  

 

Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, Murai T: Differences of cognition and 

brain white matter between cART-treated HIV-infected patients with low and high CD4 

nadir. NEUROSCIENCE 2019, Chicago, 2019 年 10 月 23 日  

 

B-3 

西田恭治：「知る」ことから始めてみませんか？世界の血友病事情のいま。第 41

回日本血栓止血学会学術集会、三重、2019 年 6 月 20 日  

 

西田恭治：成人血友病患者の QOL 向上を目指した治療戦略。第 41 回日本血栓止

血学会学術集会、三重、2019 年 6 月 22 日  

 

西田恭治：血友病医療の進歩と HIV 感染 -置き去りにされた保因者女性問題 -。第

51 回日本小児感染症学会総会・学術集会、北海道、2019 年 10 月 27 日  

 

上平朝子：長期療養時代の ART に求めるプロファイル。第 33 回日本エイズ学会

学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

白阪琢磨：Scientific Engagement Satellite Symposia「国内のガイドラインについて」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：臨床試験が示す今後の HIV 診療の新たな展開への期待と課題～2 剤併
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る HIV/HCV 重複感染患者の肝移植に関する研究」令和元年度研究報告書、P.15-

16、2020 年 3 月 31 日  

 

渡邊  大：近畿ブロックの HIV 医療体制整備。厚生労働行政推進調査事業費補助
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劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  
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易懸濁法におけるドルテグラビルの血中濃度比較。第 73 回国立病院総合医学会、

名古屋、2019 年 11 月 8 日  
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術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ

西田恭治：新時代の HIV 感染血友病医療－新たな止血治療戦略－。第 33 回日本

エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

  

白阪琢磨：HIV 感染症：治療の手引き「What’s New」。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

増田純一、渡邊  大、横幕能行、四本美保子：HIV 感染症：治療の手引き「主要中

核拠点病院での抗レトロウイルス治療の実際」。第 33 回日本エイズ学会学術集

会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

  

西島健、渡邊  大：HIV 感染症：治療の手引き「HIV 感染症の予後と死因 Update」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

岡本  学：治療開始を決めた HIV 陽性者の身体障害者認定について～大阪医療セ

ンターの経験から～。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

29 日  

 

東  政美：長期療養と生活習慣への関わり～看護師の立場から～。第 33 回日本エ

イズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

  

中内崇夫：生活習慣病とポリファーマシー。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌による大規模アウトブレイクの経験。第 32 回

日本外科感染症学会総会学術集会、岐阜、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 

河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東  瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原

朗雄、  岩崎哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田  永、三

田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型
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劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之：HIV 陽性患者の中枢神経病変   -脳生検術の必要性 -。日本脳神経外科

学会第 78 回学術集会、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡 慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦 亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断症

例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡邊  大、宇佐美雄司、池田和子、本

田美和子、吉野宗弘、横幕能行：エイズ診療で国立病院機構が地域で果たすべき

役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：錠剤および簡

易懸濁法におけるドルテグラビルの血中濃度比較。第 73 回国立病院総合医学会、

名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎原永辰、仲宗根正、仁平  稔、久高  

潤、渡邊  大、大森亮介、駒野  淳、阪野文哉、小島洋子、森 治代、本村和嗣：

健診機会を利用した HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ
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佐保美奈子、古山美穂、山田加奈子、高  知恵、二木貞夫、土井章裕、岡本友子、

立花久裕、辻岡舞衣子、北畠朋子、白阪琢磨：臨床看護職による大阪府立 A 高校

におけるクラス単位 HIV 予防教育の実践。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯  正之、砂川富正、白阪琢磨：当院

の新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA

量の年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

早坂典生、山田富秋、橋本  謙、種田博之、入江恵子、小川良子、宮本哲雄：薬害

被害者の心理的支援方法の検討～被害者で終わらない、前向きな人生の生きなお

しのきっかけ；1970 年代後半生まれ血友病 HIV 感染者における「日常（普通）」

生活の取戻し～。 第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28

日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、内藤俊夫、遠藤知之、茂呂  寛、渡邉

珠代、渡邊  大、藤井輝久、宇佐美雄司、池田和子、吉野宗宏、本田美和子、葛田

衣重、三木浩司、四柳 宏、横幕能行：二次医療圏から考えるエイズ診療拠点病

院の配置。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

B-5 

上平朝子：HIV 感染症について -up to date-。第 93 回大阪透析研究会、大阪、2019

年 9 月 8 日  

ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

横幕能行、伊藤俊広、山本政弘、岡  慎一、豊嶋崇徳、茂呂  貴、渡邉珠代、渡邊  

大、藤井輝久、今橋真弓、渡邉真理子：我が国の抗 HIV 療法の現状と今後。第 33

回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

川村依世、大塚晃子、岡本  学：抗 HIV 療法の開始・継続と身体障害者認定につ

いて。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、林田庸総、岡  慎一、潟永博之、古

賀道子、長島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、須藤弘二、加藤真吾、

谷口俊文、猪狩英俊、寒川  整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌秀、太田康男、茂呂  

寛、渡邉珠代、松田昌和、重見  麗、岡㟢玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊  大、

小島洋子、森  治代、藤井輝久、高田清式、中村麻子、南 留美、山本政弘、松下

修三、健山正男、藤田次郎、杉浦 亙、吉村和久、菊地  正：国内新規 HIV/AIDS 

診断症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ

ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本 学、潟永博之、日笠 聡、

福武勝幸、八橋 弘、岡 慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 

健康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

川戸美由紀、橋本修二、大金美和、岡 慎一、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋  弘、白阪琢磨：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 2 報 循

環器疾患等の状況。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  
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佐保美奈子、古山美穂、山田加奈子、高  知恵、二木貞夫、土井章裕、岡本友子、

立花久裕、辻岡舞衣子、北畠朋子、白阪琢磨：臨床看護職による大阪府立 A 高校

におけるクラス単位 HIV 予防教育の実践。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯  正之、砂川富正、白阪琢磨：当院

の新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA

量の年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

早坂典生、山田富秋、橋本  謙、種田博之、入江恵子、小川良子、宮本哲雄：薬害

被害者の心理的支援方法の検討～被害者で終わらない、前向きな人生の生きなお

しのきっかけ；1970 年代後半生まれ血友病 HIV 感染者における「日常（普通）」

生活の取戻し～。 第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28

日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、内藤俊夫、遠藤知之、茂呂  寛、渡邉

珠代、渡邊  大、藤井輝久、宇佐美雄司、池田和子、吉野宗宏、本田美和子、葛田

衣重、三木浩司、四柳 宏、横幕能行：二次医療圏から考えるエイズ診療拠点病

院の配置。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

B-5 

上平朝子：HIV 感染症について -up to date-。第 93 回大阪透析研究会、大阪、2019

年 9 月 8 日  
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上平朝子：HIV の感染対策と治療の現状。大阪府医師会  令和元年度 HIV 医療講

習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の課題と期待される病診連携。大阪府医師会  令和元年度 HIV

医療講習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：今後の HIV 診療の期待と課題～2 剤併用療法の新しい知見～。ViiV HIV 

Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019 年 11 月 2 日  

 

西田恭治：新時代の補充療法の立脚点～ジビイ使用例を踏まえて～。ジビイ発売

1 周年記念講演会、東京、2019 年 12 月 14 日  

 

渡邊  大：HIV 診療の長期的戦略を考える～ビクタルビ配合錠の臨床的特徴～。第

4 回 Gilead Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019 年 12 月 23 日  

 

B-8 

西田恭治：血友病の基礎から社会背景について。アピスカフェ講座「世界ヘモフ

ィリアデーにちなんで血友病を知ろう」、東京、2019 年 4 月 17 日  

 

西田恭治：保因者提唱から 5 年経過して。Web 公開セミナー2019 クイズお母さん

100 人に聞きました－全国のお母さんと確認したい血友病治療－、東京、2019 年

4 月 17 日  

 

白阪琢磨：概論。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、大阪、2019

年 4 月 18 日  

 

白阪琢磨、東  政美：HIV/AIDS の基礎知識。泉大津 HIV 感染症研修、泉大津、2019

年 4 月 23 日  

 

白阪琢磨：Perspecitve of HIV-1 infection and AIDS in Japan。The Tokyo HIV Clinical 

Forum、東京、2019 年 5 月 7 日  

 

上平朝子：~あの日を忘れるな！~MBL アウトブレイクから 5 年  今こそ標準予防

策を。2019 年度第 1 回院内定期講演会（感染管理）、大阪、2019 年 5 月 10 日  

B-6 

渡邊  大、川畑拓也、森  治代、小島洋子、駒野  淳、塩田達雄、中山英美、村上  

努、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：プロテア

ーゼ領域と逆転写酵素領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリーニング法

に関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

廣田和之、渡邊  大、小泉祐介、坂梨大輔、上地隆史、西田恭治、竹田真未、田

栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子：当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する

検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、山内一恭、白阪琢磨：投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度高値とテ

ノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投与時の腎機能関連有害事象による投

与中止の関連。第 33 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019 年 6 月 8 日  

 

岩橋佑樹、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、桝田智仁、西田恭治、上平朝子、白

阪琢磨：HIV感染者において市中感染型MRSAによる皮膚軟部組織感染症と菌血

症を認めた一例。第227回日本内科学会近畿地方会、京都、2020年3月7日  

 

B-7 

渡邊  大：プレジコビックス配合錠の実際～発売 2 年間の成績をもとに～。Meet 

the Expert in Osaka 2019~Focus on Protease inhibitor~、大阪、2019 年 6 月 23 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症  ゼロを目指して、今、できること～長期療養時代のニーズ

とビクタルビ配合錠へ寄せる期待～。Gilead Infectious Disease Symposium in 中国・

四国、岡山、2019 年 7 月 27 日  

 

渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨：DTG+3TC の 2DR の臨床試験をひもとく～HIV 感染症治療の歴史と

2DR が開く今後の展望。シオノギ Web カンファレンス、大阪、2019 年 10 月 30

日、31 日  
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上平朝子：HIV の感染対策と治療の現状。大阪府医師会  令和元年度 HIV 医療講

習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の課題と期待される病診連携。大阪府医師会  令和元年度 HIV

医療講習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：今後の HIV 診療の期待と課題～2 剤併用療法の新しい知見～。ViiV HIV 

Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019 年 11 月 2 日  

 

西田恭治：新時代の補充療法の立脚点～ジビイ使用例を踏まえて～。ジビイ発売

1 周年記念講演会、東京、2019 年 12 月 14 日  

 

渡邊  大：HIV 診療の長期的戦略を考える～ビクタルビ配合錠の臨床的特徴～。第

4 回 Gilead Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019 年 12 月 23 日  

 

B-8 

西田恭治：血友病の基礎から社会背景について。アピスカフェ講座「世界ヘモフ

ィリアデーにちなんで血友病を知ろう」、東京、2019 年 4 月 17 日  

 

西田恭治：保因者提唱から 5 年経過して。Web 公開セミナー2019 クイズお母さん

100 人に聞きました－全国のお母さんと確認したい血友病治療－、東京、2019 年

4 月 17 日  

 

白阪琢磨：概論。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、大阪、2019

年 4 月 18 日  

 

白阪琢磨、東  政美：HIV/AIDS の基礎知識。泉大津 HIV 感染症研修、泉大津、2019

年 4 月 23 日  

 

白阪琢磨：Perspecitve of HIV-1 infection and AIDS in Japan。The Tokyo HIV Clinical 

Forum、東京、2019 年 5 月 7 日  

 

上平朝子：~あの日を忘れるな！~MBL アウトブレイクから 5 年  今こそ標準予防

策を。2019 年度第 1 回院内定期講演会（感染管理）、大阪、2019 年 5 月 10 日  
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西田恭治：血友病医療の進歩と、保因者ケアの停滞。第 2 回ヘモフィリアミニカ

ンファレンス in 佐久・軽井沢、長野、2019 年 6 月 27 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の外来支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

Hemophilia Meet the Expert in OKINAWA～最近の血友病治療を考える～、沖縄、

2019 年 6 月 28 日  

 

西川歩美：対人関係の不和を繰り返す HIV 陽性者との心理面接。関西 HIV 臨床カ

ンファレンスカウンセリング部会第 1 回事例検討会、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

森田眞子：HIV とカウンセリング。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

岡本  学：HIV とソーシャルワーク。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛

生学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

上平朝子：CRE アウトブレイクを経験して～対策は 1 例から～。藤田医科大学病

院 2019 年度第 1 回感染対策研修会、愛知、2019 年 7 月 5 日  

 

白阪琢磨：日本の HIV/エイズの感染動向と HIV 医療体制。エイズ予防財団令和元

年度 HIV/エイズ基礎研修会、大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

西田恭治：血友病のトータルケアと薬剤師のかかわり。西日本ヘモフィリア多職

種連携懇話会、福岡、2019 年 7 月 13 日  

 

西田恭治：海外の血友病治療の取り組み。第 19 回 Haemostasis 研究会、大阪、2019

年 7 月 20 日  

 
白阪琢磨：最新の HIV 感染症治療と最近の課題。平成 31 年度中核拠点病院看護

管理者会議、東京、2019 年 5 月 17 日  
 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識～医療と最新の治療について。大阪府平成 31 年

度 HIV/AIDS 基礎研修、大阪、2019 年 5 月 24 日  

 

西田恭治：血友病治療の過去から未来へ－世界的視野から－。サノフィ「血友病」

メディアラウンドテーブル、東京、2019 年 5 月 29 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実

習、大阪、2019 年 6 月 6 日  

 

櫛田宏幸：HIV と服薬指導。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、

大阪、2019 年 6 月 6 日  

 

西田恭治：血友病と薬害エイズ。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

上平朝子：HIV 針刺し暴露後予防。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談交流会、静岡、2019 年 6 月 16

日－17 日  

 

宮本哲雄：HIV 感染症と物質依存・認知症。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成

研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

森田眞子：服薬支援～カウンセラーの視点から。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師

養成研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 18 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 6 月 21 日  

 

上平朝子：HIV 感染症。関西医科大学感染症コース講義、大阪、2019 年 6 月 25 日  
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西田恭治：血友病医療の進歩と、保因者ケアの停滞。第 2 回ヘモフィリアミニカ

ンファレンス in 佐久・軽井沢、長野、2019 年 6 月 27 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の外来支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

Hemophilia Meet the Expert in OKINAWA～最近の血友病治療を考える～、沖縄、

2019 年 6 月 28 日  

 

西川歩美：対人関係の不和を繰り返す HIV 陽性者との心理面接。関西 HIV 臨床カ

ンファレンスカウンセリング部会第 1 回事例検討会、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

森田眞子：HIV とカウンセリング。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

岡本  学：HIV とソーシャルワーク。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛

生学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

上平朝子：CRE アウトブレイクを経験して～対策は 1 例から～。藤田医科大学病

院 2019 年度第 1 回感染対策研修会、愛知、2019 年 7 月 5 日  

 

白阪琢磨：日本の HIV/エイズの感染動向と HIV 医療体制。エイズ予防財団令和元

年度 HIV/エイズ基礎研修会、大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

西田恭治：血友病のトータルケアと薬剤師のかかわり。西日本ヘモフィリア多職

種連携懇話会、福岡、2019 年 7 月 13 日  

 

西田恭治：海外の血友病治療の取り組み。第 19 回 Haemostasis 研究会、大阪、2019

年 7 月 20 日  
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白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

中濵智子：HIV/AIDS の概要  歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者

コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景  薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看護

師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

櫛田宏幸：薬剤師の役割と服薬指導。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コー

ス、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

岡本  学：社会資源の活用。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、

2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護①  療養支援：外来受診者の動向・外来療養支援の実

際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護②  HIV 陽性者の療養支援における課題。2019 年度

HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

HIV 診療チーム：HIV 陽性者の看護③  チーム医療：チーム診療の実際。2019 年

度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

西田恭治：血友病の疾患と治療。これで解決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、

2019 年 9 月 4 日  

 

中内崇夫：血友病治療薬を中心とした当院における希少薬の在庫管理。これで解

決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、2019 年 9 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識－歴史、現状、今後の対策（検査、予防も含む）。

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

岐阜血友病・輸血懇話会。岐阜、2019 年 7 月 24 日 ここまで入力  

 

渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

中内崇夫：ポリファーマシーの現状と解消への取り組み。第 12 回近畿 HIV 

FRONTIER 研究会。大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨、北山翔子、岩室紳也：話してリアルになったこと  HIV/AIDS だけでは

なく、いろんなことについて～〈話す〉の意味は～～〈リアル〉とは～。第 26 回

AIDS 文化フォーラム in YOKOHAMA、横浜、2019 年 8 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の人権課題～HIV、AIDS 等の現状と課題～。大阪府人権総

合講座  人材養成コース（前期）、大阪、2019 年 8 月 7 日  

  

西田恭治：臨床からみた凝固因子補充療法への期待。ACTIV symposium 2019、北

海道、2019 年 8 月 17 日  

 

白阪琢磨、岡本 学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 21 日  

 

東  政美、岡本  学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 22 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談員研修会、大阪、2019 年 8 月

25 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の基礎知識と患者のケアの実際。医療法人協和会協立病院

HIV/AIDS 研修、川西、2019 年 8 月 26 日  

 

西田恭治：長期療養時代の HIV 感染血友病医療 -新たな治療戦略 -。第 3 回

HIV+HEMOPHILIA MEET THE EXPERT in sapporo、北海道、2019 年 8 月 31 日  
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白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

中濵智子：HIV/AIDS の概要  歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者

コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景  薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看護

師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

櫛田宏幸：薬剤師の役割と服薬指導。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コー

ス、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

岡本  学：社会資源の活用。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、

2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護①  療養支援：外来受診者の動向・外来療養支援の実

際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護②  HIV 陽性者の療養支援における課題。2019 年度

HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

HIV 診療チーム：HIV 陽性者の看護③  チーム医療：チーム診療の実際。2019 年

度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

西田恭治：血友病の疾患と治療。これで解決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、

2019 年 9 月 4 日  

 

中内崇夫：血友病治療薬を中心とした当院における希少薬の在庫管理。これで解

決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、2019 年 9 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識－歴史、現状、今後の対策（検査、予防も含む）。
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大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

上地隆史：日和見感染症（1）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

廣田和之：日和見感染症（2）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

上地隆史、廣田和之：症例検討（医師・薬剤師向け）。令和元年度 HIV 感染症研修

会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

中濱智子、岡本  学、中内崇夫、冨田朋子：チーム医療～多職種との協働～。令和

元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

上平朝子：針刺し暴露後対策。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

中濵智子：外来・病棟看護と療養支援。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019

年 10 月 1 日  

 

安尾利彦：HIV とカウンセリング。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年

10 月 1 日  

 

渡邊  大：HIV 急性感染。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 19 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上平朝子：免疫再構築症候群（ IRIS）。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1

ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  

大阪市阿倍野区薬剤師会  保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

矢倉裕輝：頻用されている抗ＨＩＶ薬の特徴と処方箋応需時の留意点。大阪市阿

倍野区薬剤師会 保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

上平朝子：カルバペネム耐性腸内細菌について。三菱京都病院職員説明会、京都、

2019 年 9 月 13 日  

 

上地隆史：結核の診断・治療・感染対策。院内感染制御部・ ICT 主催研修会、大

阪、2019 年 9 月 20 日  

 

西田恭治：レクチャー「保因者ケア」。THE NEXT 2019 Advanced、大阪、2019 年

9 月 21 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識と施設での受け入れについて。高齢者等介護施

設のための HIV/エイズ研修会～知ることからはじめよう～、大阪、2019 年 9 月

27 日  

 

白阪琢磨：疫学と抗 HIV 治療ガイドライン。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 9 月

30 日  

 

櫛田宏幸：抗 HIV 薬の特徴と薬剤師の役割。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

渡邊  大、矢倉裕輝：初回抗 HIV 療法の実際。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

西田恭治：血友病診療・凝固因子製剤の使い方。令和元年度 HIV 感染症研修会、

大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

岡本  学：HIV 感染者に対するソーシャルワーク。令和元年度 HIV 感染症研修会、
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大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

上地隆史：日和見感染症（1）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

廣田和之：日和見感染症（2）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

上地隆史、廣田和之：症例検討（医師・薬剤師向け）。令和元年度 HIV 感染症研修

会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

中濱智子、岡本  学、中内崇夫、冨田朋子：チーム医療～多職種との協働～。令和

元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

上平朝子：針刺し暴露後対策。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

中濵智子：外来・病棟看護と療養支援。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019

年 10 月 1 日  

 

安尾利彦：HIV とカウンセリング。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年

10 月 1 日  

 

渡邊  大：HIV 急性感染。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 19 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上平朝子：免疫再構築症候群（ IRIS）。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1

ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  
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森田眞子：HIV 感染症と心理支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

中内崇夫：薬剤師の役割と服薬指導。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学

実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策

医学実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

東  政美：陽性者の看護支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 10 日  

 

渡邊  大：新規抗 HIV 薬。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の受け入れに向けて・高齢者結核の問題と集団感染対策。

大阪市老人福祉施設連盟研修会、大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

上平朝子：院内感染対策について。名古屋大学医学部附属病院院内講演会、名古

屋市、2019 年 10 月 15 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診療。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会

（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 15 日  

桝田智仁：HIV と生活習慣病。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

岡本  学：HIV 感染症と物質依存。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

東  政美：在宅療養支援の実際。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

白阪琢磨、岩室紳也、白井千香：自分のこととして考えよう -性感染症・HIV-。第

9 回 AIDS 文化フォーラム in 京都、京都、2019 年 10 月 5 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  

 

上平朝子：HIV 感染症の基礎知識。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 8 日  

 

上平朝子：入院症例の紹介。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 8 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 8 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大

阪、2019 年 10 月 9 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の疫学。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

渡邊 大：HIV 感染症の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大阪、2019

年 10 月 9 日  

 

岡本  学：HIV とソーシャルワーク。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

上地隆史：PCP、カポジ肉腫など。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  
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森田眞子：HIV 感染症と心理支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

中内崇夫：薬剤師の役割と服薬指導。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学

実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策

医学実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

東  政美：陽性者の看護支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 10 日  

 

渡邊  大：新規抗 HIV 薬。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の受け入れに向けて・高齢者結核の問題と集団感染対策。

大阪市老人福祉施設連盟研修会、大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

上平朝子：院内感染対策について。名古屋大学医学部附属病院院内講演会、名古

屋市、2019 年 10 月 15 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診療。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会

（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 15 日  

桝田智仁：HIV と生活習慣病。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

岡本  学：HIV 感染症と物質依存。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

東  政美：在宅療養支援の実際。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  
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矢倉裕輝：外来チーム医療における薬剤師による服薬支援。服薬指導ではなく服

薬支援って？～HIV 感染症チーム医療から考える。第 29 回日本医療薬学会年会 

メディカルセミナー、福岡、2019 年 11 月 2 日  

 

矢倉裕輝：他領域にも活かせるエイズ診療での経験（薬剤師より）。第 73 回国立

病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

西田恭治：血友病保因者の現状と課題 -医療者は気付きを、保因者は自覚を -。第

17 回静岡県血友病治療ネットワーク、静岡、2019 年 11 月 9 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略と将来展望。EMPOWER2019、東京、2019 年

11 月 10 日  

 

冨田朋子：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

宮本哲雄：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

水木  薫：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年 11

月 10 日  

 

塩飽耕規：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

大平勝美、岡  慎一、高久陽介、白阪琢磨：10 年で変わったこと･変わらないこと、

そして 2030 年を見据えて。ViiV10 周年記念シンポジウム、東京、2019 年 11 月 11

日  

中濵智子：HIV/AIDS の概要：歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心

者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

渡邊  大：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。2019

年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

 

宮本哲雄：神経心理検査と事例検討。2019 年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ

月コース )、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

廣田和之：インフルエンザの診断・治療・感染対策。2019 年度第 2 回院内定期講

演会（感染管理）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

渡邊  大：HIV 感染者の未解決の病態と抗 HIV 薬療法の未来。第 2 回大阪薬科大

学学術交流シンポジウム、高槻、2019 年 10 月 19 日  

 

矢倉裕輝：PK ベース治療における医師、薬剤師の役割～当院での連携の実際～。

第 10 回大阪ヘモフィリアフォーラム、大阪、2019 年 10 月 22 日  

 

上地隆史：日和見感染症診療（HIV 脳症、PML、クリプトコッカス症）。令和元年

度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 23 日  

 

廣田和之：血友病・HIV/AIDS の基礎知識。2019 年度近畿ブロック HIV/AIDS ソ

ーシャルワーカー研修、大阪、2019 年 10 月 26 日  

 

岡本  学：HIV 陽性者を支える社会資源。2019 年度近畿ブロック HIV/AIDS ソー

シャルワーカー研修、大阪、2019 年 10 月 26 日  

 

森田眞子：Living with HIV：自分らしく生きられる社会をめざして～HIV 感染症

を通じて考える〈オトナ Ver.〉～。大阪市立ビジネスフロンティア高校 PTA 人権

研修会、大阪、2019 年 10 月 29 日  

矢倉裕輝：抗菌薬種類別「抗 HIV 薬」。第 22 回抗菌化学療法認定薬剤師講習会、

福岡、2019 年 11 月 1 日  

 

西川歩美：事例発表。近畿ブロック HIV 医療におけるカウンセリング研修会、大

阪、2019 年 11 月 1 日  

 

西田恭治：いまさら？軽・中等症血友病の止血管理。第 12 回東京血友病看護ネッ

トワーク、東京、2019 年 11 月 2 日  
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矢倉裕輝：外来チーム医療における薬剤師による服薬支援。服薬指導ではなく服

薬支援って？～HIV 感染症チーム医療から考える。第 29 回日本医療薬学会年会 

メディカルセミナー、福岡、2019 年 11 月 2 日  

 

矢倉裕輝：他領域にも活かせるエイズ診療での経験（薬剤師より）。第 73 回国立

病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

西田恭治：血友病保因者の現状と課題 -医療者は気付きを、保因者は自覚を -。第

17 回静岡県血友病治療ネットワーク、静岡、2019 年 11 月 9 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略と将来展望。EMPOWER2019、東京、2019 年

11 月 10 日  

 

冨田朋子：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

宮本哲雄：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

水木  薫：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年 11

月 10 日  

 

塩飽耕規：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

大平勝美、岡  慎一、高久陽介、白阪琢磨：10 年で変わったこと･変わらないこと、

そして 2030 年を見据えて。ViiV10 周年記念シンポジウム、東京、2019 年 11 月 11

日  

中濵智子：HIV/AIDS の概要：歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心

者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

渡邊  大：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。2019

年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  
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中濵智子：HIV 患者の看護。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月

10 日  

 

廣田和之、東  政美：セクシャルマイノリティとエイズ「HIV 診療の最前線」。MASH

大阪研修会、大阪、2019 年 12 月 14 日  

 

上平朝子、坪倉美由紀：多剤耐性アシネトバクター（MDRA）の感染対策。院内

感染対策研修会、大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

上地隆史：日和見疾患の病態と治療：ニューモシスチス肺炎・HIV 脳症・サイト

メガロウイルス網膜炎。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020

年 1 月 27 日  

 

櫛田宏幸：服薬支援の実際：服薬スケジュールの組み方・服薬継続への関わり。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

廣田和之：性感染症の基礎知識。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大

阪、2020 年 1 月 27 日  

 

渡邊  大：HIV 陽性妊婦の治療と支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コー

ス、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

中濵智子：周産期看護の実際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、

2020 年 1 月 27 日  

 

東  政美：困難症例の実際（外来）。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、

大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

東  政美：初診時の問診について：問診のポイント。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研

修応用コース、大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

白阪琢磨：医療と幸福感－生まれて来て、死ぬまで－医師がともに歩み思うこと。

平成 31 年度大阪府立豊中高等学校ワールドラーニング事業、豊中、2020 年 1 月

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景：薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看

護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

中内崇夫：抗 HIV 療法について  服薬支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心

者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 11 月 11 日  

 

岡本  学：社会資源の活用。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、

2019 年 11 月 12 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護①  療養支援：外来受診者の動向・外来療養支援の実

際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護②  HIV 陽性者の療養支援における課題。2019 年度

HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

HIV 診療チーム：HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診療の実際。HIV/AIDS

看護師研修会初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

矢倉裕輝： PK 測定の重要性～薬剤師の立場から～。第 12 回  Takeda Mini 

Conference in 神戸、神戸、2019 年 11 月 21 日  

 

岡  慎一、白阪琢磨、松下修三： the path forward and the potenetial role of FTC in 

Japan。厚生労働行政推進調査事業「2020 年五輪大会に向けた東京都内の HIV･性

感染症対策に関する研究」班 The path to ending AIDS: Mobilizing the city for Tokyo 

2020、東京、2019 年 12 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状と支援。大阪府立大学公衆衛生看護学講義、大阪、

2019 年 12 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV について。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月 6

日  
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中濵智子：HIV 患者の看護。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月

10 日  

 

廣田和之、東  政美：セクシャルマイノリティとエイズ「HIV 診療の最前線」。MASH

大阪研修会、大阪、2019 年 12 月 14 日  

 

上平朝子、坪倉美由紀：多剤耐性アシネトバクター（MDRA）の感染対策。院内

感染対策研修会、大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

上地隆史：日和見疾患の病態と治療：ニューモシスチス肺炎・HIV 脳症・サイト

メガロウイルス網膜炎。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020

年 1 月 27 日  

 

櫛田宏幸：服薬支援の実際：服薬スケジュールの組み方・服薬継続への関わり。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

廣田和之：性感染症の基礎知識。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大

阪、2020 年 1 月 27 日  

 

渡邊  大：HIV 陽性妊婦の治療と支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コー

ス、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

中濵智子：周産期看護の実際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、

2020 年 1 月 27 日  

 

東  政美：困難症例の実際（外来）。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、

大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

東  政美：初診時の問診について：問診のポイント。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研

修応用コース、大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

白阪琢磨：医療と幸福感－生まれて来て、死ぬまで－医師がともに歩み思うこと。

平成 31 年度大阪府立豊中高等学校ワールドラーニング事業、豊中、2020 年 1 月
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白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-②。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-③。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 18 日  

 

白阪琢磨：「ええなぁカラダ相談室」HIV について。MBS ラジオ「上泉雄一のえ

えなぁ」、大阪、2019 年 8 月 7 日、14 日、21 日放送  

 

白阪琢磨：エイズという病気とは？。2020 年度より使用教科書「小学校  新しい

保健」教師用指導書付属 DVD-ROM、大阪、2019 年 11 月 15 日  

 

白阪琢磨：エイズを取り巻く状況について。ABC ラジオ「道上洋三の健康道場」、

大阪、2019 年 12 月 7 日、14 日放送  

 

 

 

30 日  

 

渡邊  大：薬剤耐性について。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マネジメント

セミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

矢倉裕輝：抗 HIV 薬の最近のトレンド。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マ

ネジメントセミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

櫛田宏幸：抗 HIV 薬の基本講座。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マネジメ

ントセミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

廣田和之：血友病の新規治療について。ネットワーク医療と人権  2019 年度相談

事業  相談員全体研修、大阪、2020 年 2 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症で期待される病診連携と新たな課題。令和元年度 HIV 地域

医療連携研修会、大阪、2020 年 2 月 6 日  

 

渡邊  大：内服フリー 注射剤 今後の展開。関西 HIV 臨床カンファレンス第 57

回カンファレンス～NGO･NPO 交流会～、大阪、2020 年 2 月 11 日  

 

廣田和之：血液培養について。2019 年度  第 16 回研修医レクチャー、大阪 . 2020

年 2 月 12 日  

 

矢倉裕輝：ART の処方トレンドと留意点。抗 HIV 療法ステップアップセミナー、

福岡、2020 年 2 月 15 日  

 

矢倉裕輝：外来診療における TDM の重要性と薬剤師の役割～当院での連携の実

際～。第 41 回日本病院薬剤師会近畿学術大会ランチョンセミナー、神戸、2020 年

2 月 16 日  

 

B-9 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-①。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 4 日  
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A．研究目的 

エイズ診療の近畿ブロックは、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の4つの府県で

構成されている。 その中で、大阪府はHIV感染者

とエイズ患者の報告件数が全国で2番目に多い。一

方、残りの5府県は大阪府ほどの報告件数はない。

しかし、患者数にかかわらずHIV診療には多くの課

題が残されている。現時点では、長期療養を必要と

するHIV感染者を安心して治療できる診療システム

と、救済医療を実施するためのシステムを構築する

ことが求められている。近畿ブロックの診療レベル

の向上に加え、歯科および精神、救急、透析、長期

療養などの課題や救済医療の実施にあたる諸問題が

あげられている。HIV診療の課題を解決するため

に、資材の開発や研修の実施が必要であり、それら

に対しての評価と改善策の検討が必要である。 

研修の方法の1つとしてコミュニケーション研修

があげられる。これまで大阪医療センターが開催し

てきたHIV感染症におけるコミュニケーション研修

会（以下：コミュニケーション研修会）のニーズを

明らかにし、今後の研修会の質の向上に資すること

を目的として、アンケート調査を行なった（HIV感

染症医療におけるコミュニケーションに関する研修

会ニーズ検討のための研究）。 

B．研究方法 

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。 
   ● あなたに知ってほしいこと 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatani_shitte　

hoshii_v14.pdf） 

本研究の目的は、長期療養を必要とするHIV感染者を安心して治療できる診療システ

ムと、救済医療を実施するためのシステムを構築することである。そのためには、近

畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析

医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資することにある。また、研修

会の方法に関するニーズについてはアンケート調査を実施した。方法は主に、研修会

の企画および実施、近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議の開催および

アンケート調査であった。12件の研修会に加え、大阪医療センターの地域医療支援室

により15回の関連研修が行われた。近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議でHIV診療の課題について検討が行われ、社会福祉施設の受け入れの問題が最も多

くの施設（7施設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問題（5施設）があげ

られた。コミュニケーションに関する研修会ニーズ検討のためのアンケート調査では、

臨床場面においてコミュニケーションに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いことが明らかとなった。ブロック全体

で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。

歯科診療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整備も重要な課題で

ある。拠点病院間や行政との連携の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

   ● HIV/AIDSの正しい知識～知ることから始めよう～ 

（https://www.haart-support.jp/pdf/h31_knowledge_ 

hiv_aids.pdf） 
   ● 抗 HIV 治療ガイドライン（https://www.haart-sup　

port.jp/pdf/guideline2019r2.pdf） 
   ● Healthy&Sexy 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/healthy-sexy20 

14.pdf） 
   ● あなたとあなたのイイ人へ 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatato2014.pdf） 

上記のうち、「あなたに知ってほしいこと」と

「あなたとあなたのイイ人へ」、「Healthy&Sexy」

の3点については大阪医療センターホームページか

らダウンロード可能である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究に関しては、以

下のように実施した。近畿ブロックにおけるエイズ

治療拠点病院にてHIV診療に従事する医師、看護

師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）又

は精神保健福祉士（PSW）、カウンセラー、各職種

1名を対象とした。対象者に対し、対象者の基本属

性、コミュニケーション研修会への参加経験の有

無、臨床場面のコミュニケーション上の困難の有無

と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

表1　実施実績

表2　研修・教育に用いた資材
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と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

表1　実施実績

表2　研修・教育に用いた資材
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 

 2．学会発表 
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Science (IAS 2019). July 21, 2019. Mexico City, 
Mexico. 

3)   Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, 
Murai T. Differences of cognition and brain white 
matter between cART-treated HIV-infected patients 
with low and high CD4 nadir. NEUROSCIENCE 
2019, Oct 23, 2019, Chicago, IL. 

国内 
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年10月31日 
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会、熊本、2019年11月29日 

6)   渡邊 大：HIV診療の長期的戦略を考える～ビ
クタルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

7)   渡邊 大、川畑拓也、森 治代、小島洋子、駒野　
淳、塩田達雄、中山英美、村上 努、桝田智
仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝
子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
ーニング法に関する検討。第33回近畿エイズ
研究会学術集会、2019年6月8日、大阪 

8)   廣田和之、渡邊 大、小泉祐介、坂梨大輔、上
地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

9)   矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏幸、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、山内
一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者にお
ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 
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子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
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地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 
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ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ

─ 128 ─



HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

63

10) 高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館 
哲郎、木谷知樹、金村米博、中島 伸、桝田智
仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊 
大、西田恭治、上平朝子、藤中俊之。HIV陽性
患者の中枢神経病変－脳生検術の必要性－。日
本脳神経外科学会第78回学術集会、2019年10
月9日、大阪 

11) 蜂谷敦子、佐々木 悟、伊藤俊広、潟永博之、
岡 慎一、渡邊 大、白阪琢磨、南 留美、山本政
弘、松田昌和、重見 麗、岡﨑玲子、岩谷靖
雅、横幕能行、杉浦 亙、吉村和久、菊地 正、
薬剤耐性HIV調査ネットワーク。国内新規
HIV/AIDS診断症例における薬剤耐性HIV-1の
動向。第73回国立病院総合医学会、2019年11
月8日、名古屋 

12) 今橋真弓、岡 慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡
邊 大、宇佐美雄司、池田和子、本田美和子、
吉野宗弘、横幕能行。エイズ診療で国立病院機
構が地域で果たすべき役割。第73回国立病院
総合医学会、2019年11月8日、名古屋 

13) 矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊 大、中内崇夫、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、白阪
琢磨、山内一恭。ラルテグラビル1日1回1200mg
投与における血漿中トラフ濃度に関する検討。
第73回国立病院総合医学会、2019年11月8
日、名古屋 

14) 中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。当院におけるリルピビリン/
エムトリシタビン/テノホビルアラフェナミド
フマル酸塩配合錠の使用状況について。第33
回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019
年11月27日 

15) 櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。ラルテグラビルカリウムの投
与法間におけるトラフ血漿中濃度の比較検討。
第33回日本エイズ学会学術集会・総会、熊
本、2019年11月29日 

16) 矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。テノホビルアラフェナミド投
与時のテノホビル血漿トラフ濃度に関する検
討。第33回日本エイズ学会学術集会・総会、
熊本、2019年11月29日 

17) 蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、
林田庸総、岡 慎一、潟永博之、古賀道子、長
島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、
須藤弘二、加藤真吾、谷口俊文、猪狩英俊、寒
川 整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌英、太田
康男、茂呂 寛、渡邉珠代、松田昌和、重見 
麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊 

大、小島洋子、森 治代、藤井輝久、高田清
式、中村麻子、南 留美、山本政弘、松下修
三、健山正男、藤田次郎、杉浦 亙、吉村和
久、菊地 正。国内新規HIV/AIDS診断症例にお
ける薬剤耐性HIV-1の動向。第33回日本エイズ
学会学術集会・総会、熊本、2019年11月28日 

18) 川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎
原永辰、仲宗根正、仁平 稔、久高 潤、渡邊　
大、大森亮介、駒野 淳、阪野文哉、小島洋
子、森 治代、本村和嗣。健診機会を利用した
HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第33回日本
エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019年11
月27日 

19) 渡邊 大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯　
正之、砂川富正、白阪琢磨。当院の新規診断
HIV感染者における診断時CD4陽性Tリンパ球
数と血中HIV-RNA量の年次推移に関する検
討。第33回日本エイズ学会学術集会・総会、
熊本、2019年11月28日 

H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.　特許取得 

なし 

2．実用新案登録 

なし 

3．その他 

なし
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 2.  学会発表 
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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イルス学的失敗ゼロを目指す～（シンポジウム
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分担研究 

—大阪医療センターにおける HIV/HCV 重複感染凝固異常患者の検討— 
 

研究分担者  上平 朝子  
国立病院機構大阪医療センター感染症内科 科長 

 
研究要旨 当院通院中の HIV/HCV 重複感染凝固異常患者は、全例が DAA (Direct Acting 
Antivirals)により、ウイルス排除をはかれた。しかし、肝硬変の進行が深刻であり、肝臓癌

も発症例が続いている。門脈圧亢進症も合併しており、急激な肝機能の増悪が懸念されるが、

いずれも Child−Pugh score A、 MELD score でも移植登録の基準に達していない。移植登

録のタイミングが重要である。 
 
A．研究目的 
 HIV/HCV 重複感染凝固異常患者（以下、

重複感染患者）の難治症例もウイルス排除

に成功した。しかし、重複感染例では、発癌

リスクは高く、肝線維化がさらに進行して

いる。本研究においては当院通院中の重複

感染患者、今後の HCV 治療に関する問題

点を検討した。 
 
B．研究方法  
 HCV の治療経過は、2019 年 12 月の時点

で当院に定期通院中の重複感染凝固異常患

者を抽出して、解析した。 
 
（倫理面への配慮） 
個人が同定されないように診療情報の取

り扱いに関しては注意を払った。参照した

診療録からは氏名・住所・カルテ番号等の個

人情報の特定に結びつき得る情報は削除し

てデータを収集した。 
 
 

C．研究結果 
1 患者背景 
 2018 年 12 月の時点で当院に通院中の重

複感染凝固異常患者は 35 名で全員が男性、

年齢中央値は 45 歳であった。 
 
2 HIV 感染症の治療成績 
 当院通院中の 35 名は、全例で抗 HIV 療

法が導入されており、HIV-RNA 量は全例で

検出感度未満を達成していた。 
 
3 HCV 治療の現状 
 通院患者の HCV の治療成績は、昨年度

未治療であった 1 名（Genotype 3a）も

DAAs の治療でウイルス排除（以下

sustained virologic response : SVR）を達

成した。 
 自然治癒例のうち１例が高度の肝硬変で

ある。 
 
 
 

 

20) 渡邊 大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯　
正之、砂川富正、白阪琢磨。当院の新規診断
HIV感染者における診断時CD4陽性Tリンパ球
数と血中HIV-RNA量の年次推移に関する検討。
第33回日本エイズ学会学術集会・総会、2019年
11月28日、熊本 
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なし 
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なし

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究
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2018年12月3日、大阪 

13) 渡邊 大。HIV感染者の未解決の病態と抗HIV療
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タルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

19) 渡邊 大、川畑拓也、森　治代、小島洋子、駒野　
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分担研究 

—大阪医療センターにおける HIV/HCV 重複感染凝固異常患者の検討— 
 

研究分担者  上平 朝子  
国立病院機構大阪医療センター感染症内科 科長 

 
研究要旨 当院通院中の HIV/HCV 重複感染凝固異常患者は、全例が DAA (Direct Acting 
Antivirals)により、ウイルス排除をはかれた。しかし、肝硬変の進行が深刻であり、肝臓癌

も発症例が続いている。門脈圧亢進症も合併しており、急激な肝機能の増悪が懸念されるが、

いずれも Child−Pugh score A、 MELD score でも移植登録の基準に達していない。移植登

録のタイミングが重要である。 
 
A．研究目的 
 HIV/HCV 重複感染凝固異常患者（以下、

重複感染患者）の難治症例もウイルス排除

に成功した。しかし、重複感染例では、発癌

リスクは高く、肝線維化がさらに進行して

いる。本研究においては当院通院中の重複

感染患者、今後の HCV 治療に関する問題

点を検討した。 
 
B．研究方法  
 HCV の治療経過は、2019 年 12 月の時点

で当院に定期通院中の重複感染凝固異常患

者を抽出して、解析した。 
 
（倫理面への配慮） 

個人が同定されないように診療情報の取

り扱いに関しては注意を払った。参照した

診療録からは氏名・住所・カルテ番号等の個

人情報の特定に結びつき得る情報は削除し

てデータを収集した。 
 
 

C．研究結果 
1 患者背景 
 2018 年 12 月の時点で当院に通院中の重

複感染凝固異常患者は 35 名で全員が男性、

年齢中央値は 45 歳であった。 
 
2 HIV 感染症の治療成績 
 当院通院中の 35 名は、全例で抗 HIV 療

法が導入されており、HIV-RNA 量は全例で

検出感度未満を達成していた。 
 
3 HCV 治療の現状 
 通院患者の HCV の治療成績は、昨年度

未治療であった 1 名（Genotype 3a）も

DAAs の治療でウイルス排除（以下

sustained virologic response : SVR）を達

成した。 
 自然治癒例のうち１例が高度の肝硬変で

ある。 
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研究分担・協力課題名 HIV陽性者の心理的問題点と対策の検討

研究分担者 ： 安尾 利彦（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

研究協力者 ： 西川 歩美（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

水木 薫（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

森田 眞子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

冨田 朋子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

宮本 哲雄（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

富成 伸次郎（京都大学大学院 社会健康医学系専攻 健康情報学分野）

研究要旨 本研究は HIV 陽性者の行動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中断に関してその発生状況、

受診中断と関連する要因、受診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにすることを目的とする。昨年度、研究

1 としてHIV 陽性者の診療録の後方視的調査を行った結果、30 歳以下であること、抗HIV 薬服用を服用していないこ

と、無断キャンセルの回数が多いことと、受診中断の間に関連が認められた。診療の無断キャンセルが多い場合には受診

中断に繋がりやすい可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、本人の来院時に安定的な受診の障壁となっ

ている点を医療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための介入の重要性が示唆された。2年目である今年度は

研究 2 として、HIV 陽性者および他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を伴う問題や心理的傾向を疾患の

違いによって比較検討し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにすることを目的とする。高血圧、糖尿病、HIV
感染症を対象疾患とし、年齢・性別等の基本属性、受診中断・治療薬の自己中断・就労・外出といった行動、自尊感情尺

度、自意識尺度、対象関係尺度の3つの心理尺度で構成した調査を実施した。分析の結果、自尊感情が低い人ほど治療薬

の自己中断をしていた。高血圧症の人、糖尿病の人、年齢が低い人、自尊感情が高い人ほど就労しており、年齢が低い人

ほど外出をしていた。受診中断については特に共変量との関連は認められなかった。HIV 陽性者に比べて高血圧症の人

や糖尿病の人は対象関係尺度における自己中心的な他者操作と一体性の過剰希求が高かった。治療継続や就労が困難な

慢性疾患患者に対しては、自尊感情の状態に焦点を当てた介入が求められることが示唆された。またHIV陽性者は他の

慢性疾患に比べ、他者に対する健全な共感性や自己と他者の境界感覚を有していると考えられるが、過度にこの傾向が強

い場合には、他者に対して劣等感や心理的な距離感を抱きやすい可能性があると推察され、個々の事例の対象関係につい

てはこれらの点に関するアセスメントの必要性が示唆された。なお、受診中断については今回の調査では関連する要因が

明らかにならなかったため、今後は今回とは異なる視点での研究を行う必要があると考えられる。 

研究目的  
中西ら 1)によると、HIV陽性者は適応障害やうつ病など

を発症することが多く、適応障害の中心は不安あるいは抑

うつ気分であるが、対応が困難となるのは行動面の障害を

伴う場合であり、具体的には外来通院の中断、内服の自己

中断、職場放棄、ひきこもり、大量飲酒、薬物乱用が挙げ

られる。その他の先行研究でも、HIV陽性者はメンタルヘ

ルスに関する問題を抱えていることが多く 2)、メンタルヘ

ルスの低下や心理的な苦痛は、その後の安定した受診や服

薬の障壁になりやすいと言われている 3)4)。また、富成ら 5)

によると、受診中断となる因子は治療歴なし、就労なし、

若年者であり、カウンセリング導入歴があるものは、受診

中断する可能性が低いことが示唆されている。加えて、心

理社会的治療は免疫状態を改善させるだけでなく、情緒的

苦痛の軽減や服薬アドヒアランスの改善、リスク行動の低

減などの利点があると指摘されている 6)。 
これらの先行研究を踏まえ、本研究はHIV陽性者の行

動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中

断に関してその発生状況、受診中断と関連する要因、受

診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにす

ることを目的とする。 
そこで我々は研究初年度である昨年度、研究1として大

阪医療センターに通院するHIV 陽性者の診療録の後方視

的調査を行った。その結果、半年以上の受診中断経験を有

する者は 20％であり、30 歳以下であること、抗 HIV 薬

服用を服用していないこと、無断キャンセルの回数が多い

ことと、受診中断の間に関連が認められた。本研究により

先行研究で指摘されている受診中断の要因に加え、診療の

無断キャンセルが多い場合には受診中断に繋がりやすい

可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、

本人の来院時に安定的な受診の障壁となっている点を医

療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための

介入の重要性が示唆された。  
2年目である今年度は研究2として、HIV陽性者およ

び他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を

伴う問題や心理的傾向を疾患の違いによって比較検討

し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにする

ことを目的とする。 
 
研究方法  
高血圧、糖尿病、HIV感染症を対象疾患とする。HIV感

染症の対照群として高血圧と糖尿病を選択した根拠は、3
疾患いずれも慢性疾患ではあるものの、定期的な受診や治

療薬の内服・使用が求められること、治療しなければ重篤

な病状や後遺症、あるいは死亡が生じうる疾患であること

である。 
高血圧と糖尿病に関しては、本調査を委託するリサーチ

企業にモニター登録をしている高血圧と糖尿病の患者か

ら無作為抽出し、ウェブ上で調査への回答を求める。 
HIV 感染症に関しては、我々が2016 年～2017 年度に

 

4  肝炎進行度 
 重複感染患者の肝炎進行度は、表１に示

した。肝臓移植のレシピエント登録を特に

検討している症例は 6 例である。 
 
表 1.凝固異常患者の肝炎進行度（n=30） 

慢性肝炎 19 例 
肝硬変 7 例（移植待機 1 例） 
肝細胞癌 4 例 

 
5 腎障害合併例 
（症例）HCV、HBVは自然治癒しているが、

慢性腎障害、肝硬変、門脈圧亢進症を合併し

ている。現在、透析が導入されている。肝腎

同時移植も考慮される。Child−Pugh 5点A、

MELD score 21 
 
6 肝細胞癌症例 

通院患者での肝細胞癌（以下 HCC）は、

4 名である。うち、2 例が再発、1 例が門脈

血栓症併発、治療継続中、1 例は肝区域切除

術を行った。いずれも HIV の治療状況は良

好、HCVはSVRを達成している例である。 
（症例）患者は 50 歳代男性、血友病 A、

HIV は ART（TDF/FTC+RAL）によりウイ

ルス量は検出未満、CD4 値 500〜600 台と

長期に経過は良好である。HCV（G3a）は、

2017 年に DAAs で SVR となった。 
2019 年 11 月、AFP 64ng/ml, PIVKA-2 

64mAU/ml 、HCC（S8/4, 径 20x30mm, 
cT3N0M0, StageⅢ, Moderately 
differentiated HCC）と診断され、肝前区

域切除術を行った。術中は、血液製剤の持

続輸注投与を行い、出血量は 940ml、輸血

行わなかった。門脈域内に大小の癌巣がみ

られ、門脈侵襲を認めていた。術後合併症

なく、第 13 病日に退院となった。しか

し、肝硬変も進行しており、今後、脳死肝

移植への登録を前向きに検討しているが

Child−Pugh 6 点 A、MELD score 6 であ

り、登録の基準には達していない。 
 

D. 考察 
 HIV 感染患者の予後が大きく改善してい

るが、HIV/HCV 重複感染患者においては肝

炎の進行度が重要な予後規定因子となって

いる。特に血液凝固異常患者において肝疾

患は大きな課題である。 
 当院肝臓癌の症例は、Child−Pugh score、
MELD score とも登録に基準に達していな

いが、肝臓癌は再発リスクも高い。門脈圧亢

進症合併例では、急激な肝機能の増悪も懸

念される。今後、本人に肝移植登録の意思が

ある場合、肝臓癌症例、門脈圧亢進症を併発

している例では、移植登録を検討すること

が必要であると考える。 
 
E. 結論 
 HIV/HCV 重複感染凝固異常患者では、肝

硬変の進行は深刻であり、肝臓専門医と

HIV 感染症の専門医による内科的治療を行

うと共に、治療の選択肢として肝移植を積

極的に位置付けるべきである。 
 
F. 健康危険情報 

なし 
 

G. 研究発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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研究分担・協力課題名 HIV陽性者の心理的問題点と対策の検討

研究分担者 ： 安尾 利彦（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

研究協力者 ： 西川 歩美（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

水木 薫（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

森田 眞子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

冨田 朋子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

宮本 哲雄（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

富成 伸次郎（京都大学大学院 社会健康医学系専攻 健康情報学分野）

研究要旨 本研究は HIV 陽性者の行動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中断に関してその発生状況、

受診中断と関連する要因、受診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにすることを目的とする。昨年度、研究

1 としてHIV 陽性者の診療録の後方視的調査を行った結果、30 歳以下であること、抗HIV 薬服用を服用していないこ

と、無断キャンセルの回数が多いことと、受診中断の間に関連が認められた。診療の無断キャンセルが多い場合には受診

中断に繋がりやすい可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、本人の来院時に安定的な受診の障壁となっ

ている点を医療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための介入の重要性が示唆された。2年目である今年度は

研究 2 として、HIV 陽性者および他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を伴う問題や心理的傾向を疾患の

違いによって比較検討し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにすることを目的とする。高血圧、糖尿病、HIV
感染症を対象疾患とし、年齢・性別等の基本属性、受診中断・治療薬の自己中断・就労・外出といった行動、自尊感情尺

度、自意識尺度、対象関係尺度の3つの心理尺度で構成した調査を実施した。分析の結果、自尊感情が低い人ほど治療薬

の自己中断をしていた。高血圧症の人、糖尿病の人、年齢が低い人、自尊感情が高い人ほど就労しており、年齢が低い人

ほど外出をしていた。受診中断については特に共変量との関連は認められなかった。HIV 陽性者に比べて高血圧症の人

や糖尿病の人は対象関係尺度における自己中心的な他者操作と一体性の過剰希求が高かった。治療継続や就労が困難な

慢性疾患患者に対しては、自尊感情の状態に焦点を当てた介入が求められることが示唆された。またHIV陽性者は他の

慢性疾患に比べ、他者に対する健全な共感性や自己と他者の境界感覚を有していると考えられるが、過度にこの傾向が強

い場合には、他者に対して劣等感や心理的な距離感を抱きやすい可能性があると推察され、個々の事例の対象関係につい

てはこれらの点に関するアセスメントの必要性が示唆された。なお、受診中断については今回の調査では関連する要因が

明らかにならなかったため、今後は今回とは異なる視点での研究を行う必要があると考えられる。 

研究目的  
中西ら 1)によると、HIV陽性者は適応障害やうつ病など

を発症することが多く、適応障害の中心は不安あるいは抑

うつ気分であるが、対応が困難となるのは行動面の障害を

伴う場合であり、具体的には外来通院の中断、内服の自己

中断、職場放棄、ひきこもり、大量飲酒、薬物乱用が挙げ

られる。その他の先行研究でも、HIV陽性者はメンタルヘ

ルスに関する問題を抱えていることが多く 2)、メンタルヘ

ルスの低下や心理的な苦痛は、その後の安定した受診や服

薬の障壁になりやすいと言われている 3)4)。また、富成ら 5)

によると、受診中断となる因子は治療歴なし、就労なし、

若年者であり、カウンセリング導入歴があるものは、受診

中断する可能性が低いことが示唆されている。加えて、心

理社会的治療は免疫状態を改善させるだけでなく、情緒的

苦痛の軽減や服薬アドヒアランスの改善、リスク行動の低

減などの利点があると指摘されている 6)。 
これらの先行研究を踏まえ、本研究はHIV陽性者の行

動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中

断に関してその発生状況、受診中断と関連する要因、受

診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにす

ることを目的とする。 
そこで我々は研究初年度である昨年度、研究1として大

阪医療センターに通院するHIV 陽性者の診療録の後方視

的調査を行った。その結果、半年以上の受診中断経験を有

する者は 20％であり、30 歳以下であること、抗 HIV 薬

服用を服用していないこと、無断キャンセルの回数が多い

ことと、受診中断の間に関連が認められた。本研究により

先行研究で指摘されている受診中断の要因に加え、診療の

無断キャンセルが多い場合には受診中断に繋がりやすい

可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、

本人の来院時に安定的な受診の障壁となっている点を医

療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための

介入の重要性が示唆された。  
2年目である今年度は研究2として、HIV陽性者およ

び他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を

伴う問題や心理的傾向を疾患の違いによって比較検討

し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにする

ことを目的とする。 
 
研究方法  
高血圧、糖尿病、HIV感染症を対象疾患とする。HIV感

染症の対照群として高血圧と糖尿病を選択した根拠は、3
疾患いずれも慢性疾患ではあるものの、定期的な受診や治

療薬の内服・使用が求められること、治療しなければ重篤

な病状や後遺症、あるいは死亡が生じうる疾患であること

である。 
高血圧と糖尿病に関しては、本調査を委託するリサーチ

企業にモニター登録をしている高血圧と糖尿病の患者か

ら無作為抽出し、ウェブ上で調査への回答を求める。 
HIV 感染症に関しては、我々が2016 年～2017 年度に
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「自分のために他者が動くことを当然と考え、また自分の

欲求を実現するために他者を操作的に利用しようとする

傾向」のことで、「自己優位」性や「健全な共感性が発達

していないことが尺度の根底にある」とされる 10)。また一

体性の過剰希求は「他者との心理的距離が過度に近く、自

分の要求や行動が相手と 100%共有されるはずだと思い、

またそのような相手を求める傾向」を意味し、「他者を独

立した他者と認められない、あるいは常に自分と同じだと

思う傾向を測定している」10)。このことから、HIV陽性者

は他の慢性疾患患者に比べて、他者に対する健全な共感性

や、自己と他者の境界感覚を有していると考えられる。実

際の臨床場面において、このような心理的傾向があると判

断される陽性者にはその点をフィードバックし、陽性者が

自身の心理的な強みを自覚できるように援助することが

重要であると考えられる。 
その一方で、これらの傾向が過度に強い場合は、逆に他

者に対して劣等感や過敏さ、心理的な距離感を抱きやすく、

適度な範囲であっても他者に依存することに困難がある

可能性が推察される。個々の陽性者の事例の対象関係につ

いて、これらの点のアセスメントが必要であることが示唆

された。 
今回の調査の限界として、本調査が質問紙を用いた調査

であるため、研究参加者が意識している自身の心理的傾向

のみを明らかにしており、無意識的な欲求や願望について

は取り上げることはできていない点が考えられる。例えば

上述のようにあるHIV 陽性者が他者と心理的な距離を置

いていたとしても、それは意識的な態度であり、無意識的

には他者との融合を求めながらも、自身のその願望が防衛

されている可能性も考えられる。実際の臨床場面では意識

的な面だけでなく、無意識的な心理力動についても探索す

る必要があろう。 
今回の調査ではHIV陽性者および他の2疾患の患者に

おける受診中断については関連する要因を明らかにする

ことができなかった。今後は今回の調査とは異なる視点で

の検討が必要であることが示唆された。加えて、HIV陽性

者と他の 2 疾患ではデータの収集方法に違いがある点が

結果に影響した可能性があり、この点も本研究の限界であ

ると考える。 
 
結論  

HIV 陽性者を含む慢性疾患患者において、自尊感情の

高さが就労行動と関連することが明らかとなった。また、

HIV 陽性者を他の慢性疾患患者と比較した結果、HIV 陽

性者は自己中心的な他者操作や一体性の過剰な希求の程

度がより低いという心理的特性が明らかとなった。これら

を踏まえた心理的援助が求められる。受診中断については

今回の調査では関連する要因が明らかにならなかったた

め、今後は異なる視点での研究を行う必要性が示唆された。 
 
健康危険情報  
該当なし。 

 
研究発表 
１. 論文発表  
該当なし。 

２．学会発表 
なし。 

 
知的財産権の出願・取得状況 （予定を含む）  
該当なし。 
 

文献 
1)中西幸子、赤穂理恵：HIV/AIDSにおける精神障害．総

合病院精神医学 23(1)，35-41，2011． 
2)Bing EG, Burnam AM, Longshore D, et al. Psychiatric 
disorders and drug use among human 
immunodeficiency virus-infected adults in the United 
States. Arch Gen Psych.;58:721,2001 
3)Tobias CR, Cunningham W, Cabral HD, Cunningham 
CO, Eldred L et al. Living with HIV But Without 
Medical Care: Barriers to Engagement, AIDS Patient 
Care STDs 21: 426-434,2007 
4)Blashill AJ, Perry N, Safren SA .Mental Health: A 
Focus on Stress, Coping, and Mental Illness as it Relates 
to Treatment Retention, Adherence, and Other Health 
Outcomes. Curr HIV/AIDS Rep 8: 215-222,2011 
5)Shinjiro Tominari et al. Implementation of Mental 
Health Service Has an Impact on Retention in HIV 
Care: A Nested Case-Control Study in a Japanese HIV 
Care Facility. PLOS ONE8(7)1-6.2013 
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研究報告書72-73. 
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実施した質問紙調査（当院外来通院中の HIV 陽性者 300
名を無作為抽出し無記名自記式質問紙を配布）のデータの

うち、基本属性に関する質問への記載漏れのない回答を今

回の分析に用いる。 
調査項目は1）基本属性、2）保健行動・社会的行動、3）

心理尺度で構成する。 
1）基本属性として、性別、年齢、最終学歴、罹患判明

後の年月を問う。 
2）行動（保健行動・社会的行動）としては下記の項目

を問う。①受診中断：6か月間以上受診しなかった経験の

有無、②治療薬の自己中断：医師の指示でなく自分の判断

で服用・使用をやめた経験の有無、③就労および外出：内

閣府調査 4)の一部を用い、就労状況と外出の頻度。 
3）心理尺度としては以下の尺度を用いる。①自尊感情

尺度：ローゼンバーグによって作成され、山本らが翻訳し

た 10 項目から成る尺度 8)、②自意識尺度：自分自身にど

の程度注意を向けやすいかの個人差を測定するもので、公

的自意識（11項目）と私的自意識（10項目）の2つの下

位尺度（合計21項目）から成る尺度 9)、③対象関係尺度：

対人場面における個人の態度や行動を規定する、精神内界

における自己と対象との関係性の表象である対象関係を

測定するもので、親和不全（6項目）、希薄な対人関係（5
項目）、自己中心的な他者操作（5項目）、一体性の過剰希

求（6項目）、見捨てられ不安（7項目）の5つの下位尺度

（合計29項目）から成る尺度 10)。 
分析については、単純集計に加え、受診中断・治療薬の

自己中断・就労あり・外出ありをアウトカムとし、疾患、

年齢、性別、最終学歴、および、3つの心理尺度（自尊感

情尺度、自意識尺度に含まれる公的自意識・私的自意識の

2つの下位尺度、対象関係尺度に含まれる親和不全・希薄

な対人関係・自己中心的な他者操作・一体性の過剰希求・

見捨てられ不安の5つの下位尺度）を共変量として多変量

ロジスティック回帰分析を行う。また、3つの心理尺度（自

尊感情尺度、自意識尺度に含まれる公的自意識・私的自意

識の2つの下位尺度、対象関係尺度に含まれる親和不全・

希薄な対人関係・自己中心的な他者操作・一体性の過剰希

求・見捨てられ不安の5つの下位尺度）をアウトカムとし、

疾患、性別、年齢、最終学歴を共変量として重回帰分析を

行う。 
（倫理面への配慮） 
当院の倫理委員会に相当する受託研究審査委員会の承

認を得た（整理番号18102）。 
 
研究結果  

3疾患群それぞれの基本属性と受診中断・治療薬自己中

断・就労の有無・外出の有無は以下のとおりである。  
HIV感染症群（n=163） 平均年齢：49.0歳、性別：男

性159名（97.5%）、女性4名（2.5%）、最終学歴：中学6
名（3.7%）、高校46名（28.2%）、専門学校29名（17.8%）、

高等専門学校/短期大学 10 名（6.1%）、4 年生大学 60 名

（36.8%）、大学院 12 名（7.4%）。受診中断：あり 12 名

（7.4%）、なし150名（92.6%）。治療薬自己中断：あり8
名（5.1%）、なし150名（94.9%）。就労：あり130名（79.8%）、

なし 33 名（20.2%）。外出：あり 133 名（84.2%）、なし

25名（15.8%）。 
高血圧症群（n=205） 平均年齢：62.1歳。性別：男性

170名（82.9%）、女性35名（17.1%）。最終学歴：中学5
名（2.4%）、高校60名（29.3%）、専門学校13名（6.3%）、

高等専門学校/短期大学17名（8.3%）、4年生大学105名

（51.2%）、大学院 6 名（2.9%）。受診中断：あり 17 名

（8.3%）、なし188名（91.7%）。治療薬自己中断：あり19
名（9.3%）、なし186名（92.7%）。就労：あり136名（66.3%）、

なし 69 名（33.7%）。外出：あり 151 名（73.7%）、なし

54名（26.3%）。 
糖尿病群（n=210） 平均年齢：62.3歳。性別：男性172

名（81.9%）女性 38 名（18.1%）。最終学歴：中学 9 名

（4.3%）、高校63名（30.0%）、専門学校12名（5.7%）、

高等専門学校/短期大学16名（7.6%）、4年生大学104名

（49.5%）、大学院 6 名（2.9%）。受診中断：あり 20 名

（9.5%）、なし190名（90.5%）。治療薬自己中断：あり14
名（6.7%）、なし196名（93.3%）。就労：あり129名（61.4%）、

なし 81 名（38.6%）。外出：あり 142 名（67.6%）、なし

68名（32.4%）。 
行動については、自尊感情が低い人ほど治療薬の自己中

断をしていた（OR 0.948, 95%Cl 0.900 0.999, p=0.046）。
高血圧症の人（OR 3.750, 95%Cl 1.467-9.585, p=0.006）、
糖尿病の人（OR 3.052, 95%Cl 1.198-7.770, p=0.019）、年

齢が低い人（OR 0.879, 95%Cl 0.854-0.904, p<0.001）、自

尊感情が高い人（OR 1.046, 95%Cl 1.009-1.084, p=0.012）
ほど就労していた。また年齢が低い人（OR 0.954, 95%Cl 
0.931-0.976, p<0.001）ほど外出をしていた。受診中断に

ついては特に共変量との関連は認められなかった。 
心理尺度については、HIV 陽性者に比べて高血圧症の

人（β=8.221, 95%Cl 7.246-9.195, p<0.001）や糖尿病の

人（β=8.431, 95%Cl 7.452-9.409, p<0.001）は対象関係

尺度における自己中心的な他者操作が高く、また同じく

HIV 陽性者に比べて高血圧症の人（β=11.386, 95%Cl 
10.199-12.574, p<0.001）や糖尿病の人（β=11.946, 
95%Cl 10.755-13.139, p<0.001）は対象関係尺度における

一体性の過剰希求が高いという結果であった。 
 
考察  
自尊感情が高いことが治療を継続することや就労する

ことという行動と関連すること、および、HIV陽性者は他

の 2 疾患の患者に比べて就労に困難を有していることが

明らかとなった。治療継続や就労が困難な慢性疾患患者に

対しては、その自尊感情の状態に焦点を当てた介入が求め

られることが示唆された。HIV陽性者については、自尊感

情の低下にその陽性者に固有の心理的体験が影響してい

る可能性はもちろん、この疾患に罹患したことや性的指向

を巡って、間接・直接に体験される差別・攻撃・偏見を自

己に向け換えたり内在化したりした結果である可能性に

ついても、心理療法の中で検討することが必要であろう。 

また、HIV 陽性者は他の 2 疾患と比較し、対象関係尺

度における自己中心的な他者操作と一体性の過剰希求が

低いことが明らかとなった。自己中心的な他者操作とは
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「自分のために他者が動くことを当然と考え、また自分の

欲求を実現するために他者を操作的に利用しようとする

傾向」のことで、「自己優位」性や「健全な共感性が発達

していないことが尺度の根底にある」とされる 10)。また一

体性の過剰希求は「他者との心理的距離が過度に近く、自

分の要求や行動が相手と 100%共有されるはずだと思い、

またそのような相手を求める傾向」を意味し、「他者を独

立した他者と認められない、あるいは常に自分と同じだと

思う傾向を測定している」10)。このことから、HIV陽性者

は他の慢性疾患患者に比べて、他者に対する健全な共感性

や、自己と他者の境界感覚を有していると考えられる。実

際の臨床場面において、このような心理的傾向があると判

断される陽性者にはその点をフィードバックし、陽性者が

自身の心理的な強みを自覚できるように援助することが

重要であると考えられる。 
その一方で、これらの傾向が過度に強い場合は、逆に他

者に対して劣等感や過敏さ、心理的な距離感を抱きやすく、

適度な範囲であっても他者に依存することに困難がある

可能性が推察される。個々の陽性者の事例の対象関係につ

いて、これらの点のアセスメントが必要であることが示唆

された。 
今回の調査の限界として、本調査が質問紙を用いた調査

であるため、研究参加者が意識している自身の心理的傾向

のみを明らかにしており、無意識的な欲求や願望について

は取り上げることはできていない点が考えられる。例えば

上述のようにあるHIV 陽性者が他者と心理的な距離を置

いていたとしても、それは意識的な態度であり、無意識的

には他者との融合を求めながらも、自身のその願望が防衛

されている可能性も考えられる。実際の臨床場面では意識

的な面だけでなく、無意識的な心理力動についても探索す

る必要があろう。 
今回の調査ではHIV陽性者および他の2疾患の患者に

おける受診中断については関連する要因を明らかにする

ことができなかった。今後は今回の調査とは異なる視点で

の検討が必要であることが示唆された。加えて、HIV陽性

者と他の 2 疾患ではデータの収集方法に違いがある点が

結果に影響した可能性があり、この点も本研究の限界であ

ると考える。 
 
結論  

HIV 陽性者を含む慢性疾患患者において、自尊感情の

高さが就労行動と関連することが明らかとなった。また、

HIV 陽性者を他の慢性疾患患者と比較した結果、HIV 陽

性者は自己中心的な他者操作や一体性の過剰な希求の程

度がより低いという心理的特性が明らかとなった。これら

を踏まえた心理的援助が求められる。受診中断については

今回の調査では関連する要因が明らかにならなかったた

め、今後は異なる視点での研究を行う必要性が示唆された。 
 
健康危険情報  
該当なし。 

 
研究発表 
１. 論文発表  
該当なし。 

２．学会発表 
なし。 

 
知的財産権の出願・取得状況 （予定を含む）  
該当なし。 
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B-4 

HIV 感染制御研究室 

室長 渡邊 大 

 

当研究室は、白阪琢磨が室長を兼任しているエイズ先端医療開発室と共同で、

HIV 感染症の診療における多くの問題に対して研究を行っております。  

近年の抗 HIV 療法の進歩により、多くの症例でウイルス抑制が得られるよう

になりました（ Jpn J Infect Dis. 2017）。しかし、長期間生存している潜伏感染細

胞を駆逐できないが故に、一生の内服加療を強いられます。細胞中の残存プロウ

イルス量は、抗 HIV 療法を行っている場合、潜伏感染細胞数を示していると考

えられています。我々は残存プロウイルス量の高感度の測定法の開発を行い、早

期に治療を開始した症例では残存プロウイルス量が低く抑えられていることを明

らかにしました（BMC Infect Dis. 2011）。  

抗 HIV 療法によって長期間血中ウイルス量が測定感度未満に押さえられてい

たとしても、免疫系は改善に回復したわけではありません。その例として、ウイ

ルス量が抑えられていた症例においても血中インターフェロン γ が持続的に高値

を示す症例（Viral Immunol. 2010）が存在し CD4 数の回復が不十分であること

（BMC Infect Dis. 2019）、水痘帯状疱疹ウイルスに対する細胞性免疫の回復は不

十分なこと（ J Med Virol. 2013）を報告しました。抗 HIV 薬の副作用も完全には

解決されていません。テノホビルによって血中ミトコンドリア CK 活性は上昇す

ること（ J Infect Chemother. 2012）、ドルテグラビルの神経精神系有害事象はその

血中濃度や UGT1A1 遺伝子多型と関連すること（BMC Infect Dis. 2017）、ドルテ

グラビル投与例における腎機能評価が困難であること（ J Infect Chemother. 

2018）ddI の長期内服に伴う非硬性門脈圧亢進症を呈した症例（ J Infect 

Chemother. 2014）を報告しました。  

薬剤耐性検査や薬剤血中濃度は HIV 感染者の治療において欠かすことのでき

ない検査です。当研究室ではこれらに関する研究も行っております（Antiviral 

Res. 2010, J Infect Chemother. 2015, Inter Med. 2016）。  

抗 HIV 療法以外にも、さまざまな課題が残されています。急性 HIV 感染症

（AIDS Res Ther. 2015）、ヒトヘルペスウイルス 8 型感染症（ J Infect Chemother. 

2017, Inter Med. 2014）、ウイルス性肝炎（Hepatol Res. 2019）、発がん（ J Clin 

Immunol. 2018）などの問題があげられます。当研究室では、厚生労働省エイズ

対策研究事業を中心に、この病態における問題点の解明に取り組み、多施設共同

臨床調査や臨床的課題について取り組んでおります。  
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A．研究目的 

エイズ診療の近畿ブロックは、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の4つの府県で

構成されている。 その中で、大阪府はHIV感染者

とエイズ患者の報告件数が全国で2番目に多い。一

方、残りの5府県は大阪府ほどの報告件数はない。

しかし、患者数にかかわらずHIV診療には多くの課

題が残されている。現時点では、長期療養を必要と

するHIV感染者を安心して治療できる診療システム

と、救済医療を実施するためのシステムを構築する

ことが求められている。近畿ブロックの診療レベル

の向上に加え、歯科および精神、救急、透析、長期

療養などの課題や救済医療の実施にあたる諸問題が

あげられている。HIV診療の課題を解決するため

に、資材の開発や研修の実施が必要であり、それら

に対しての評価と改善策の検討が必要である。 

研修の方法の1つとしてコミュニケーション研修

があげられる。これまで大阪医療センターが開催し

てきたHIV感染症におけるコミュニケーション研修

会（以下：コミュニケーション研修会）のニーズを

明らかにし、今後の研修会の質の向上に資すること

を目的として、アンケート調査を行なった（HIV感

染症医療におけるコミュニケーションに関する研修

会ニーズ検討のための研究）。 

B．研究方法 

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。 
   ● あなたに知ってほしいこと 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatani_shitte　

hoshii_v14.pdf） 

本研究の目的は、長期療養を必要とするHIV感染者を安心して治療できる診療システ

ムと、救済医療を実施するためのシステムを構築することである。そのためには、近

畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析

医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資することにある。また、研修

会の方法に関するニーズについてはアンケート調査を実施した。方法は主に、研修会

の企画および実施、近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議の開催および

アンケート調査であった。12件の研修会に加え、大阪医療センターの地域医療支援室

により15回の関連研修が行われた。近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議でHIV診療の課題について検討が行われ、社会福祉施設の受け入れの問題が最も多

くの施設（7施設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問題（5施設）があげ

られた。コミュニケーションに関する研修会ニーズ検討のためのアンケート調査では、

臨床場面においてコミュニケーションに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いことが明らかとなった。ブロック全体

で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。

歯科診療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整備も重要な課題で

ある。拠点病院間や行政との連携の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

   ● HIV/AIDSの正しい知識～知ることから始めよう～ 

（https://www.haart-support.jp/pdf/h31_knowledge_ 

hiv_aids.pdf） 
   ● 抗 HIV 治療ガイドライン（https://www.haart-sup　

port.jp/pdf/guideline2019r2.pdf） 
   ● Healthy&Sexy 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/healthy-sexy20 

14.pdf） 
   ● あなたとあなたのイイ人へ 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatato2014.pdf） 

上記のうち、「あなたに知ってほしいこと」と

「あなたとあなたのイイ人へ」、「Healthy&Sexy」

の3点については大阪医療センターホームページか

らダウンロード可能である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究に関しては、以

下のように実施した。近畿ブロックにおけるエイズ

治療拠点病院にてHIV診療に従事する医師、看護

師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）又

は精神保健福祉士（PSW）、カウンセラー、各職種

1名を対象とした。対象者に対し、対象者の基本属

性、コミュニケーション研修会への参加経験の有

無、臨床場面のコミュニケーション上の困難の有無

と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。
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A．研究目的 

エイズ診療の近畿ブロックは、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の4つの府県で

構成されている。 その中で、大阪府はHIV感染者

とエイズ患者の報告件数が全国で2番目に多い。一

方、残りの5府県は大阪府ほどの報告件数はない。

しかし、患者数にかかわらずHIV診療には多くの課

題が残されている。現時点では、長期療養を必要と

するHIV感染者を安心して治療できる診療システム

と、救済医療を実施するためのシステムを構築する

ことが求められている。近畿ブロックの診療レベル

の向上に加え、歯科および精神、救急、透析、長期

療養などの課題や救済医療の実施にあたる諸問題が

あげられている。HIV診療の課題を解決するため

に、資材の開発や研修の実施が必要であり、それら

に対しての評価と改善策の検討が必要である。 

研修の方法の1つとしてコミュニケーション研修

があげられる。これまで大阪医療センターが開催し

てきたHIV感染症におけるコミュニケーション研修

会（以下：コミュニケーション研修会）のニーズを

明らかにし、今後の研修会の質の向上に資すること

を目的として、アンケート調査を行なった（HIV感

染症医療におけるコミュニケーションに関する研修

会ニーズ検討のための研究）。 

B．研究方法 

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。 
   ● あなたに知ってほしいこと 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatani_shitte　

hoshii_v14.pdf） 

本研究の目的は、長期療養を必要とするHIV感染者を安心して治療できる診療システ

ムと、救済医療を実施するためのシステムを構築することである。そのためには、近

畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析

医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資することにある。また、研修

会の方法に関するニーズについてはアンケート調査を実施した。方法は主に、研修会

の企画および実施、近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議の開催および

アンケート調査であった。12件の研修会に加え、大阪医療センターの地域医療支援室

により15回の関連研修が行われた。近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議でHIV診療の課題について検討が行われ、社会福祉施設の受け入れの問題が最も多

くの施設（7施設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問題（5施設）があげ

られた。コミュニケーションに関する研修会ニーズ検討のためのアンケート調査では、

臨床場面においてコミュニケーションに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いことが明らかとなった。ブロック全体

で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。

歯科診療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整備も重要な課題で

ある。拠点病院間や行政との連携の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

   ● HIV/AIDSの正しい知識～知ることから始めよう～ 

（https://www.haart-support.jp/pdf/h31_knowledge_ 

hiv_aids.pdf） 
   ● 抗 HIV 治療ガイドライン（https://www.haart-sup　

port.jp/pdf/guideline2019r2.pdf） 
   ● Healthy&Sexy 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/healthy-sexy20 

14.pdf） 
   ● あなたとあなたのイイ人へ 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatato2014.pdf） 

上記のうち、「あなたに知ってほしいこと」と

「あなたとあなたのイイ人へ」、「Healthy&Sexy」

の3点については大阪医療センターホームページか

らダウンロード可能である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究に関しては、以

下のように実施した。近畿ブロックにおけるエイズ

治療拠点病院にてHIV診療に従事する医師、看護

師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）又

は精神保健福祉士（PSW）、カウンセラー、各職種

1名を対象とした。対象者に対し、対象者の基本属

性、コミュニケーション研修会への参加経験の有

無、臨床場面のコミュニケーション上の困難の有無

と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 

 2．学会発表 

海外 
1)   Bessho H, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, 
Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E. Immune 
reconstitution inflammatory syndrome as a predic-
tive factor for HBsAg seroclearance in HBV/HIV 
coinfected patients treated with antiretroviral thera-
py. European Association for the Study of Liver, 
The International Liver Congress 2019. April 11, 
2019. Vienna, Austria. 

2)   Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, 
Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida Y, Miyabe 
Y, Sako R, Yamauchi K, Yamazaki K, Uehira T, 
Takuma Shirasaka. Discontinuation of long-term 
dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 
gene polymorphisms. 10th IAS Conference on HIV 

Science (IAS 2019). July 21, 2019. Mexico City, 
Mexico. 

3)   Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, 
Murai T. Differences of cognition and brain white 
matter between cART-treated HIV-infected patients 
with low and high CD4 nadir. NEUROSCIENCE 
2019, Oct 23, 2019, Chicago, IL. 

国内 
1)   渡邊 大：HIV感染者の未解決の病態と抗HIV療
法の未来。第2回大阪薬科大学学術交流シンポ
ジウム、大阪、2019年10月19日 

2)   渡邊 大：HIV 感染症の課題と期待される病診
連携。令和元年度 HIV 医療講習会、大阪、2019
年10月31日 

3)   渡邊 大：今後の HIV 診療の期待と課題～ 2 剤
併用療法の新しい知見 ～。ViiV HIV 
Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019年11月2
日 

4)   渡邊 大：HIV感染症の予後と死因Update。シン
ポジウム「治療の手引き」。第33回日本エイズ
学会学術集会・総会、熊本、2019年11月29日 

5)   渡邊 大：主要中核拠点病院での抗レトロウイ
ルス治療の実際。シンポジウム「治療の手引
き」。第33回日本エイズ学会学術集会・総
会、熊本、2019年11月29日 

6)   渡邊 大：HIV診療の長期的戦略を考える～ビ
クタルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

7)   渡邊 大、川畑拓也、森 治代、小島洋子、駒野　
淳、塩田達雄、中山英美、村上 努、桝田智
仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝
子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
ーニング法に関する検討。第33回近畿エイズ
研究会学術集会、2019年6月8日、大阪 

8)   廣田和之、渡邊 大、小泉祐介、坂梨大輔、上
地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

9)   矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏幸、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、山内
一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者にお
ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 
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STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 

 2．学会発表 
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py. European Association for the Study of Liver, 
The International Liver Congress 2019. April 11, 
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2)   Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, 
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クタルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

7)   渡邊 大、川畑拓也、森 治代、小島洋子、駒野　
淳、塩田達雄、中山英美、村上 努、桝田智
仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝
子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
ーニング法に関する検討。第33回近畿エイズ
研究会学術集会、2019年6月8日、大阪 

8)   廣田和之、渡邊 大、小泉祐介、坂梨大輔、上
地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

9)   矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏幸、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、山内
一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者にお
ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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高度医療技術開発室 

室長 是恒之宏 

室員 安部晴彦 

 

近年における医療を取り巻く情報処理や画像処理の技術革新により、診断、治療における

医用画像診断装置の利用範囲は拡大しており、著しいイノベーションを引き起こしている。

医用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や現象の画像化

が可能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性がある。これらの技術開発に

は医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構築が必要であるが、米国における産

学連携の仕組みや組織と比較すると本邦ではまだまだ発展の余地が多いと言える。病院にお

ける医療現場のニーズを企業が保有している技術開発力や大学の基礎医学研究能力に結び付

けながら、常に新しい高度医療技術の開発に取り組んでゆくことが、病院に付属する本研究

室の最も重要な役割である。 
平成 24年度より循環器系研究室員を配置し、医用画像診断装置の技術開発を大阪大学大

学院医学系研究科保健学専攻機能診断科学講座とともに推進した。 
平成 27年度より、院内臨床症例（特に心房細動症例、大動脈弁狭窄症症例）の心臓超音

波画像解析も並行して推進した。 
平成 29年度は、院内臨床症例で僧帽弁輪石灰化、大動脈弁石灰化を CT画像から解析し、

心臓超音波画像と組み合わせて解析することによって、冠動脈石灰化のリスク層別化が可能

であること。また心エコー検査と生体インピーダンス分析を併用することによって心不全患

者の再入院リスク層別化が可能であることを報告した。（AHA2017、ACC2018） 
平成 30年度は、昨年の CT画像検査、心エコー検査に関する研究を進め、それぞれ報告を

行った。（AHA2018）この研究が、心エコー図学会に認められ海外発表優秀論文賞を受賞し

た。 
平成 31年度は、大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学において他施設で実施してい

る心不全レジストリ登録を行っているデータから、心エコーによるうっ血の指標をスコア化

し、層別化することによって心不全患者の予後を予測することを報告した。（AHA2019） 
 

 

【2019年度 研究業績発表】 

A-0 

Shinouchi K, Ueda Y, Kato T, Nishida H, Ozaki T, Kosugi S, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T , Nakamura 

M, Fukushima T, Horiuchi K, Mishima T, Abe H, Awata M, Date M, Uematsu M , Koretsune Y: 

Relation of Chronic Total Occlusion to In-Hospital Mortality in the Patients With Sudden Cardiac Arrest 

Due to Acute Coronary Syndrome.「The American Journal of Cardiology」123(12):1915-1920, 2019

年 6月 15日 

 

Seo M, Yamada T, Tamaki S, Hikoso S, Yasumura Y, Higuchi Y, Nakagawa Y, Uematsu M, Abe H, Fuji H, 
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高度医療技術開発室 

室長 是恒之宏 

室員 安部晴彦 

 

近年における医療を取り巻く情報処理や画像処理の技術革新により、診断、治療における

医用画像診断装置の利用範囲は拡大しており、著しいイノベーションを引き起こしている。

医用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や現象の画像化

が可能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性がある。これらの技術開発に

は医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構築が必要であるが、米国における産

学連携の仕組みや組織と比較すると本邦ではまだまだ発展の余地が多いと言える。病院にお

ける医療現場のニーズを企業が保有している技術開発力や大学の基礎医学研究能力に結び付

けながら、常に新しい高度医療技術の開発に取り組んでゆくことが、病院に付属する本研究

室の最も重要な役割である。 
平成 24年度より循環器系研究室員を配置し、医用画像診断装置の技術開発を大阪大学大

学院医学系研究科保健学専攻機能診断科学講座とともに推進した。 
平成 27年度より、院内臨床症例（特に心房細動症例、大動脈弁狭窄症症例）の心臓超音

波画像解析も並行して推進した。 
平成 29年度は、院内臨床症例で僧帽弁輪石灰化、大動脈弁石灰化を CT画像から解析し、

心臓超音波画像と組み合わせて解析することによって、冠動脈石灰化のリスク層別化が可能

であること。また心エコー検査と生体インピーダンス分析を併用することによって心不全患

者の再入院リスク層別化が可能であることを報告した。（AHA2017、ACC2018） 
平成 30年度は、昨年の CT画像検査、心エコー検査に関する研究を進め、それぞれ報告を

行った。（AHA2018）この研究が、心エコー図学会に認められ海外発表優秀論文賞を受賞し

た。 
平成 31年度は、大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学において他施設で実施してい

る心不全レジストリ登録を行っているデータから、心エコーによるうっ血の指標をスコア化

し、層別化することによって心不全患者の予後を予測することを報告した。（AHA2019） 
 

 

【2019年度 研究業績発表】 

A-0 

Shinouchi K, Ueda Y, Kato T, Nishida H, Ozaki T, Kosugi S, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T , Nakamura 

M, Fukushima T, Horiuchi K, Mishima T, Abe H, Awata M, Date M, Uematsu M , Koretsune Y: 

Relation of Chronic Total Occlusion to In-Hospital Mortality in the Patients With Sudden Cardiac Arrest 

Due to Acute Coronary Syndrome.「The American Journal of Cardiology」123(12):1915-1920, 2019

年 6月 15日 

 

Seo M, Yamada T, Tamaki S, Hikoso S, Yasumura Y, Higuchi Y, Nakagawa Y, Uematsu M, Abe H, Fuji H, 
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シンガポール、 2019年 11月 9日 

 

Kosugi S, Shinouchi K, Abe H, Mishima T, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, Toriyama C, Nakamura 

M, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Clinical and Angiographic Features of Out-of-hospital 

Cardiac Arrest in Patients With Acute Myocardial Infarction. AHA2019 、Philadelphia、2019年 11月 17

日 

 

Abe H, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima T, Date M, Ueda Y, Korestune Y:  Prognostic Impact of 

Echocardiographically Evaluated Congestion in Patients With Heart Failure With Preserved Ejection 

Fraction. AHA2019、Philadelphia、2019年 11月 17日 

 

Iida Y, Abe H, Nakamura M, Ohashi T, Toriyama C, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Prognostic impact of fractional excretion of urea and urine 

osmolality in patients with acute decompensated heart failure. ACC2020、Chicago、2020年 3月 29日 

 

Nakamura M, Abe H, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Tricuspid Annular Plane Systolic Excursion Cannot Predict 

the Outcome of Heart Failure with Preserved Ejection Fraction and Sinus Rhythm. ACC2020、Chicago、 

2020年 3月 30日 

 

B-3 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、三

嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: 急性心筋梗塞による心停止患者の治療。第

67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、 2019年 9月 15日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、

小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: CTOを含む 3 枝病変の重症

AS患者に PCI＋TAVIを施行した一例。第 33回日本冠疾患学会学術集会、岡山市、2019年 12

月 14日 

 

B-4  

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、福島貴嗣、堀内恒平、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁逆流が軽度から重度へ増悪した心不全合併不整

Mano T, Nakatani D, Fukunami M, Sakata U. Prognostic Significance of Serum Cholinesterase Level in 

Patients With Acute Decompensated Heart Failure With Preserved Ejection Fraction: Insights From the 

PURSUIT-HFpEF Registry. J Am Heart Assoc 2020;9:e014100. 2020年 1月 7日 

 

A-2  

安部晴彦、是恒之宏： XX心不全の合併症-病態・治療-１．不整脈(1)心房細動 3)抗凝固療法 

「日本臨牀第 77巻増刊号２ 心不全（第２版）下-最新の基礎・臨床研究の進歩-」、日本臨牀

社 、2019:103-111、 2019年 5月 31日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 21循環器疾患における抗血小板・抗凝固療法 「改訂第 9版 内科学書 

vol. 3 循環器疾患 腎・尿路疾患」、中山書店 、2019:368-372、2019年 8月 30日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 第 14章薬剤開発の最新情報 2.抗凝固薬 「先端医療シリーズ 50 循

環器疾患の最新治療」、p235-239、先端医療技術研究所 永井良三、澤芳樹、小川久雄編集主

幹、2019年 9月 28日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 6循環器疾患 同種薬の特徴と使い分け-抗血栓薬（経口抗凝固薬、抗

血小板薬） 「今日の治療指針 2020年版」、p344-345 医学書院 福井次矢、高木誠、小室一

成総編集、2020年 1月 1日 

 

安部晴彦、上松正朗： 第�章 E心不全合併陳旧性心筋梗塞患者、F心筋バイアビリティの評

価 「実践に活きる臨床心エコー図法」 p287-294 南江堂 伊藤浩、渡辺弘之編集、2020年 3

月 25日 

 

A-4  

飯田吉則、安部晴彦、相木佐代、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大

橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上

田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 緩和ケアの進め方に苦慮した心不全の一例。Osaka Heart Club 

43(9): 6-11、2020年 2月 14日 

 

B-2 

Toriyama C, Abe H ,Nishida H, Nakamura M, Ohashi T, Iida Y, Kosugi S, Ozaki T, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: A novel method of correcting the left ventricular stroke 

volume by Doppler echocardiography: comparison with multidetector computed tomography. ESC Asia、
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シンガポール、 2019年 11月 9日 

 

Kosugi S, Shinouchi K, Abe H, Mishima T, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, Toriyama C, Nakamura 

M, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Clinical and Angiographic Features of Out-of-hospital 

Cardiac Arrest in Patients With Acute Myocardial Infarction. AHA2019 、Philadelphia、2019年 11月 17

日 

 

Abe H, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima T, Date M, Ueda Y, Korestune Y:  Prognostic Impact of 

Echocardiographically Evaluated Congestion in Patients With Heart Failure With Preserved Ejection 

Fraction. AHA2019、Philadelphia、2019年 11月 17日 

 

Iida Y, Abe H, Nakamura M, Ohashi T, Toriyama C, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Prognostic impact of fractional excretion of urea and urine 

osmolality in patients with acute decompensated heart failure. ACC2020、Chicago、2020年 3月 29日 

 

Nakamura M, Abe H, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Tricuspid Annular Plane Systolic Excursion Cannot Predict 

the Outcome of Heart Failure with Preserved Ejection Fraction and Sinus Rhythm. ACC2020、Chicago、 

2020年 3月 30日 

 

B-3 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、三

嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: 急性心筋梗塞による心停止患者の治療。第

67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、 2019年 9月 15日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、

小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: CTOを含む 3 枝病変の重症

AS患者に PCI＋TAVIを施行した一例。第 33回日本冠疾患学会学術集会、岡山市、2019年 12

月 14日 

 

B-4  

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、福島貴嗣、堀内恒平、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁逆流が軽度から重度へ増悪した心不全合併不整
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中村雅之 、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、大橋拓也、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、

三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 右心カテーテル検査時の輸血負荷によ

り肺高血圧症を診断し得た一例。第 67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019年 9月 14

日 

 

小杉隼平、安部晴彦、 三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞患者と安定狭

心症患者における血栓形成能の比較検討。 日本心血管インターベンション治療学会 CVIT2019、

名古屋市、2019年 9月 21日 

 

B-6  

飯田吉則、 安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、篠内和也、三嶋 剛、上田恭敬、上松正朗、是恒

之宏：心不全増悪を繰り返す慢性腎臓病と機能性僧帽弁逆流を合併した虚血性心筋症の1例。

第 2回中之島循環器カンファレンス、 大阪市、2019年 4月 19日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、三島 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：硝酸薬が効かずカルペリチドが奏功した急性心不全・腎不全の 1 例.。第

225回日本内科学会近畿地方会、 大阪市、2019年 9月 21日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、小杉隼平、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：透析により速やかに改善した重度機能性僧帽弁逆流の 1 例。日本超音波

医学会第 46回関西地方会、大阪市、2019年 10月 26日 

 

松村未紀子、安部晴彦、小杉隼平、 尾﨑立尚、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：偏位性僧帽弁逆流性 MR と病歴から感染性心内膜炎を疑い確定診断し得

た症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

尾﨑立尚、 三嶋 剛、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、小杉隼平、篠内和也、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：意識障害にて搬送され右室・肺動脈等に多発静脈内ガス像を認めた一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

中村雅之、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、大橋拓也、鳥山智恵子、 

飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

脈原性右室心筋症の一例。日本心エコー図学会第 30回学術集会、松本市、2019年 5月 11日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、福島貴嗣、堀内恒平、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、尾﨑立尚、小

杉隼平、西田博毅、加藤大志、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：安定した血行動態の急性心筋梗塞における心エコー検査で診断した心室中隔

穿孔の一例。日本心エコー図学会第 30回学術集会、松本市、2019年 5月 11日 

 

飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：心房性機能性僧帽弁閉鎖不全症が形成されていく過程を年単位で追跡し

えた 1 例。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 25日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、飯田吉則、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：パルスドプラ法による左室流出路時間速度積分は 1 回心拍出量を正確に

反映するか？。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 25日 

 

中村雅之、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：収縮の保たれた心不全患者における左室と右室の長軸方向収縮能が予後

に与える影響。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 26日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上松正朗、是

恒之宏、上田恭敬：急性心筋梗塞患者と安定狭心症患者における血栓形成態の比較。第 39回

心筋梗塞研究会、東京、2019年 7月 6日 

 

加藤大志、安部晴彦、飯田吉則、堀内恒平、福島貴嗣、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：心血管疾患患者において心肺運動負荷中の呼気終末二酸化炭素濃度の変遷に

影響を与える因子の検討。第 25回日本心臓リハビリテーション学会学術集会、大阪市、2019

年 7月 13日 

 

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、西

田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：高強度

インターバルトレーニングが運動耐容能の改善に有用であった心臓外科術後の 1 症例。第 25

回日本心臓リハビリテーション学会、大阪市、2019年 7月 14日 
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中村雅之 、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、大橋拓也、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、

三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 右心カテーテル検査時の輸血負荷によ

り肺高血圧症を診断し得た一例。第 67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019年 9月 14

日 

 

小杉隼平、安部晴彦、 三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞患者と安定狭

心症患者における血栓形成能の比較検討。 日本心血管インターベンション治療学会 CVIT2019、

名古屋市、2019年 9月 21日 

 

B-6  

飯田吉則、 安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、篠内和也、三嶋 剛、上田恭敬、上松正朗、是恒

之宏：心不全増悪を繰り返す慢性腎臓病と機能性僧帽弁逆流を合併した虚血性心筋症の1例。

第 2回中之島循環器カンファレンス、 大阪市、2019年 4月 19日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、三島 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：硝酸薬が効かずカルペリチドが奏功した急性心不全・腎不全の 1 例.。第

225回日本内科学会近畿地方会、 大阪市、2019年 9月 21日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、小杉隼平、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：透析により速やかに改善した重度機能性僧帽弁逆流の 1 例。日本超音波

医学会第 46回関西地方会、大阪市、2019年 10月 26日 

 

松村未紀子、安部晴彦、小杉隼平、 尾﨑立尚、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：偏位性僧帽弁逆流性 MR と病歴から感染性心内膜炎を疑い確定診断し得

た症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

尾﨑立尚、 三嶋 剛、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、小杉隼平、篠内和也、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：意識障害にて搬送され右室・肺動脈等に多発静脈内ガス像を認めた一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

中村雅之、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、大橋拓也、鳥山智恵子、 

飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上
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國分祐樹、佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、

尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 高血

圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

髙安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾﨑立尚、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深大腿動脈瘻に対して超音波ガイド下トロ

ンビン注入が有効であった一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月

30日 

 

大橋拓也、三嶋 剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小杉隼平、尾﨑

立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木駿、松村未紀子、上田泰大、家

原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心房粗動に対してアブレーションを行い，機

能性三尖弁逆流の減少が得られた一症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019

年 11月 30日 

 

B-8  

安部晴彦: 循環器領域における血流観察-心エコーを中心に-。OMMC 循環器臨床懇話会 2019、

大阪市、2019年 9月 7日 

 

 

松正朗、是恒之宏：血栓性血小板減少性紫斑病に合併した深部静脈血栓症にリバーロキサバ

ン強化療法が著効した一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30

日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大

橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏：虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対して回旋枝の PCI が有効であった一例。第

128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、

小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：心室細動からの

蘇生に難渋した Fontan 術後・右胸心成人患者の一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、

大阪市、2019年 11月 30日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上
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回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾崎立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：薬剤コーテッドステントと第 2 世代薬剤溶出性ステント留置 1 年後の血

管内視鏡所見の比較。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

上田泰大、篠内和也、小杉隼平、家原卓史、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、上

田恭敬、是恒之宏：HIV 感染症患者の冠動脈および大動脈に Lipid rich plaque を認めた一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁に離開が生じ三尖弁逆流が増悪した心不全

合併不整脈原性右室心筋症の一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11

月 30日 
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國分祐樹、佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、

尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 高血

圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

髙安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾﨑立尚、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深大腿動脈瘻に対して超音波ガイド下トロ

ンビン注入が有効であった一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月

30日 

 

大橋拓也、三嶋 剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小杉隼平、尾﨑

立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木駿、松村未紀子、上田泰大、家

原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心房粗動に対してアブレーションを行い，機

能性三尖弁逆流の減少が得られた一症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019

年 11月 30日 

 

B-8  

安部晴彦: 循環器領域における血流観察-心エコーを中心に-。OMMC 循環器臨床懇話会 2019、

大阪市、2019年 9月 7日 
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析」、2019 年には「令和時代のシステムリプレース -診療現場からのレポート -」

というテーマでワークショップを主催した｡ 

さらに、国内で甚大災害が発生した場合に使用できる電子トリアージ、災害

掲示板、電子災害診療録統合システムの開発、実用化を行なった。このシステム

を用いて国内複数個所でトリアージ、カルテ記載、患者搬送シミュレーションを

含む机上訓練を行なったところ、良好な結果を得た｡この結果は 2020 年 2 月 21

日災害医学会にて上尾医師にて発表を行なったが、国内の標準システムとなる可

能性について大きな反響を得た｡ 

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-2 

岡垣篤彦：女性生殖器系および妊娠・分娩・産褥期の疾患「医療情報第 6 版医学

医療編」P.201-204 2020 年 1 月 30 日  

 

岡垣篤彦：産科（周産期）診療に関するシステム「医療情報第 6 版医療情報シス

テム編」P.159-162 2020 年 1 月 30 日  

 

A-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会プログラム・抄録集  」 23 P.66-67  発行年： 2019 年

6 月 6 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること「 IT ヘルス

ケア誌 (Web)」14 P.55-56  2019 年 7 月 20 日  

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送「日本災害情報学会大会予稿集」21 P.178-179  2019 年 10 月 19 日  

 

岡垣篤彦、太田原顕、深澤真吾、吉田茂、木村哲也、山本康仁：令和時代のシス

テムリプレース -診療現場からのレポート -  「医療情報学連合大会論文集

(CDROM)」    

39  P. ROMBUNNO.4-I-1  2019 年 11 月 21 日  

 

医療情報研究室 

 室長 岡垣篤彦 

 

 医療情報研究室では、医療への IT 応用に関するソフト、ハードの両側面の研

究を行っている。病院において実稼働している病続情報統合システムを用いた研

究、病院情報システム  本体の機能拡張に関する独自の研究を実施する一方、治

験・臨床研究や医療安全に関する  システム的検討、シミュレーションや統計な

どの情報科学の医療応用に関する研究を行っている。早急に実用化することを求

められている災害時の国内標準電子カルテについて、あるいは SS-MIX、SS-

MIX2、MML、openEHR といった標準規格を通して異なる  電子カルテシステム

間のスムーズな連携についても研究を行なっている。  

国内で行なわれている医療機関間のデータ共有に関する主要な研究プロジェク

トのうち代表的な 2 つのプロジェクト、すなわち、国立病院機構の「電子カルテ

データ標準化等のためのＩＴ基盤構築事業」、および大阪大学が主導する「病院

情報システムデータを利用した横断的研究基盤構築に関する研究」に参加してい

る。  

平成 26 年 1 月より実用化された救命救急外来経過表は、救命救急外来の診療

速度についてける国内で最も進んだ電子カルテとして大きな注目を集め、東京大

学、京都大学、沖縄中部病院など、国内の一流研究・医療機関より見学を受け入

れた｡ 

平成 25 年度は災害医療研究室と共同で厚労省指定研究「南海トラフ巨大地震

の被害想定に対する DMAT による急性期医療対応に関する研究」において GIS

の技術を用いた DMAT 被災地派遣支援ソフトウエアの開発を行い平成 26 年度に

報告書を上梓したが、国会での来るべき甚大災害に対する医療支援に関する議論

に対しデータの供給を行なうなど国内の甚大災害対策に貢献した｡引き続き災害

関連の研究として平成 27 年度より厚労省指定研究「首都直下地震に対応した

DMAT の戦略的医療活動に必要な医療支援の定量的評価に関する研究」を 2 年間

行なった。南海トラフ地震への医療支援に関してはその後も継続的に研究に参加

しており､平成 28 年度から 30 年度まで、厚生労働科学研究費補助金（地域医療

基盤開発推進研究事業）分担研究「南海トラフ地震に関する研究」に共同研究者

として参加した｡その他に、国立病院機構の「電子カルテによる「災害診療記

録」電子フォーマット自動出力実証事業」に参加した｡ 

医療情報学会において 2017 年に「災害・救急医療へのユーザーメード IT の

貢献」、2018 年には「医療の質向上に貢献する診療支援システムとその効果分
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析」、2019 年には「令和時代のシステムリプレース -診療現場からのレポート -」

というテーマでワークショップを主催した｡ 

さらに、国内で甚大災害が発生した場合に使用できる電子トリアージ、災害

掲示板、電子災害診療録統合システムの開発、実用化を行なった。このシステム

を用いて国内複数個所でトリアージ、カルテ記載、患者搬送シミュレーションを

含む机上訓練を行なったところ、良好な結果を得た｡この結果は 2020 年 2 月 21

日災害医学会にて上尾医師にて発表を行なったが、国内の標準システムとなる可

能性について大きな反響を得た｡ 
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岡垣篤彦：女性生殖器系および妊娠・分娩・産褥期の疾患「医療情報第 6 版医学

医療編」P.201-204 2020 年 1 月 30 日  

 

岡垣篤彦：産科（周産期）診療に関するシステム「医療情報第 6 版医療情報シス

テム編」P.159-162 2020 年 1 月 30 日  

 

A-3 
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ケア誌 (Web)」14 P.55-56  2019 年 7 月 20 日  

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の
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岡垣篤彦、太田原顕、深澤真吾、吉田茂、木村哲也、山本康仁：令和時代のシス
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災害医療研究室 

室長 大西光雄 

 

【役割】  

 広域災害や局地災害、さらに放射線災害やテロリズムなど特殊災害にも対応で

きる拠点的病院として災害医療を担う。そのため、救命救急センターを中心とし

た平時救急診療体制と災害時に即座に対応できる組織体制を確立し、全国あるい

は地域の関連機関との連携を図ることで実効的な災害医療を展開する。災害急性

期には専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム（DMAT）を編成し、広域災害に

は厚生労働省が認証する日本 DMAT を、大阪府下および周辺の局地災害には大阪

府が認証する大阪 DMAT を直ちに派遣できる体制とする。平成 25 年 10 月 1 日に

新たに開設された厚生労働省医政局災害対策室 DMAT 事務局は、首都直下地震で

東京の災害医療センターにある DMAT 事務局が機能不全になった時の代替機能

を果たすことが主な任務であるが、隊員の技能維持研修や養成研修等の日常的な

役割も担っている。また、国立病院機構の西日本  

基幹災害拠点病院として災害医療班を早期から派遣し、急性期から亜急性期の災

害医療支援とその連携体制を構築する役割もある。  

【現状】  

１． 災害対策  

平成 13 年に緊急災害医療棟が完成し、放射線災害（原子力災害）に対応できる

設備や救急外来初療室、情報処理室、300 名までの傷病者が収容できるスペース

および災害ベッドが整備されている。災害時医療班派遣のためのドクターカーも

備えたが老朽化していたこともあり、平成 31 年度（令和元年度）にドクターカー

を新しくし、災害派遣用車両（DMAT カー等）を確保する予定である。  

大阪府の被ばく医療体制では唯一の二次被ばく医療施設として、地下 1 階に除染

室、放射線測定室を備えてきた。一方、平成 23 年に発生した東日本大震災での

原子力発電所事故以来、広域の被ばく医療対策として、平成 24 年に原子力規制

委員会が発足、平成 27 年より原子力災害医療・総合支援センターが整備され、

原子力発電所立地県を中心に原子力災害拠点病院の整備が図られている。それに

従い、これまでの二次、三次被ばく医療施設という体制はなくなった。当センタ

ーは平成 30 年 3 月 25 日に大阪府の原子力災害拠点病院に指定され、これまで取

り組んできた被ばく患者に対する診療・治療の役割に加えて、地域の関係者への

研修や原子力災害医療チームの整備の役割を担うこととなった。当院の被ばく医

療に対するこれまでの経験や訓練を踏まえた組織力は強力で、実際の災害時には

B-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会 熊本 2019 年 6 月 7 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること第 13 回 IT

ヘルスケア学会 シンポジウム 5 大阪 2019 年 7 月 21 日  

 

岡垣篤彦：病院情報システムの更新における重症病棟システムの問題点  公募ワ

ークショップ 令和時代のシステムリプレース -診療現場からのレポート - 第 39

回医療情報連合大会、神戸、2019 年 11 月 24 日  

 

B-4 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送 第 21 回日本災害情報学会大会 高松 2019 年 10 月 20 日  

 

上尾光弘、岡垣篤彦：災害時標準診療録を位置情報を含んだ電子記録とすること

により災害医療の全体像をビッグデータとともにリアルタイムに把握するシステ

ムの開発 日本災害医学会 神戸 2020 年 2 月 21 日  

 

B-5 

岡垣篤彦：FM クラウドを使用した災害時総合システムー電子トリアージ、災害

掲示板、災害診療記録 日本ユーザーメード医療 IT 研究会 熊本 2019 年 1 月

18 日  

 

─ 201 ─



災害医療研究室 

室長 大西光雄 

 

【役割】  

 広域災害や局地災害、さらに放射線災害やテロリズムなど特殊災害にも対応で

きる拠点的病院として災害医療を担う。そのため、救命救急センターを中心とし

た平時救急診療体制と災害時に即座に対応できる組織体制を確立し、全国あるい

は地域の関連機関との連携を図ることで実効的な災害医療を展開する。災害急性

期には専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム（DMAT）を編成し、広域災害に

は厚生労働省が認証する日本 DMAT を、大阪府下および周辺の局地災害には大阪

府が認証する大阪 DMAT を直ちに派遣できる体制とする。平成 25 年 10 月 1 日に

新たに開設された厚生労働省医政局災害対策室 DMAT 事務局は、首都直下地震で

東京の災害医療センターにある DMAT 事務局が機能不全になった時の代替機能

を果たすことが主な任務であるが、隊員の技能維持研修や養成研修等の日常的な

役割も担っている。また、国立病院機構の西日本  

基幹災害拠点病院として災害医療班を早期から派遣し、急性期から亜急性期の災

害医療支援とその連携体制を構築する役割もある。  

【現状】  

１． 災害対策  

平成 13 年に緊急災害医療棟が完成し、放射線災害（原子力災害）に対応できる

設備や救急外来初療室、情報処理室、300 名までの傷病者が収容できるスペース

および災害ベッドが整備されている。災害時医療班派遣のためのドクターカーも

備えたが老朽化していたこともあり、平成 31 年度（令和元年度）にドクターカー

を新しくし、災害派遣用車両（DMAT カー等）を確保する予定である。  

大阪府の被ばく医療体制では唯一の二次被ばく医療施設として、地下 1 階に除染

室、放射線測定室を備えてきた。一方、平成 23 年に発生した東日本大震災での

原子力発電所事故以来、広域の被ばく医療対策として、平成 24 年に原子力規制

委員会が発足、平成 27 年より原子力災害医療・総合支援センターが整備され、

原子力発電所立地県を中心に原子力災害拠点病院の整備が図られている。それに

従い、これまでの二次、三次被ばく医療施設という体制はなくなった。当センタ

ーは平成 30 年 3 月 25 日に大阪府の原子力災害拠点病院に指定され、これまで取

り組んできた被ばく患者に対する診療・治療の役割に加えて、地域の関係者への

研修や原子力災害医療チームの整備の役割を担うこととなった。当院の被ばく医

療に対するこれまでの経験や訓練を踏まえた組織力は強力で、実際の災害時には
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府北部地震では、大阪府保健医療調整本部（大阪府庁内）の本部機能を支えるロ

ジスティックチームとして派遣され、同７月の西日本豪雨災害でも同様の活動を

岡山・広島県で行なった。このように災害発生時に即時的対応ができる体制は整

備されてきたが、広域の被災地、被災地外医療機関連携を一定期間効率的に行う

には国立病院機構の災害医療体制をさらに充実させる必要がある。  

３．平時救急診療体制  

  救命救急センターを中心とした救急診療体制により重症外傷、急性中毒、熱傷、

急性呼吸不全、ショック、重症感染症などの三次救急患者の受け入れが中心とな

っている。救命救急センターの外傷患者数は年間 300 例を超えており、外傷診療

の経験は災害医療にもつながる。医療供給体制では、三次だけでなく、脳卒中・

急性心筋梗塞の二次救急を含めた集学的救急医療体制が出来てきた。  

４．厚生労働省 DMAT 事務局  

 DMAT 事務局の有事の主な任務は広域災害時の全国規模でのマネージメントで、

現場や被災地医療機関での医療支援、広域医療搬送のサポート、情報の収集と提

供などを担うことになる。日常的には DMAT 隊員の技能維持や地域の災害対応の

ための研修や訓練などを継続的に行う役割を担っている。災害医療棟 4 階に事務

局をおき、現在の構成員は、事務局専任の事務官 5 名と医師及び看護師等の 9 名

である。  

 令和２年度以降は国立病院機構本部直轄となり、災害医療棟 4 階の立地は変わ

らず東京都立川市の国立病院機構災害医療センター内の DMAT 事務局と同一組

織となる。  

【将来構想】  

DMAT 事務局と連携を取りつつ、地域の災害拠点病院、国立病院機構のグルー

プ拠点病院の役割をはたすことが基本になる。  

①  救命救急センターでの日常診療を充実させ、災害に対応できる救急・災害医療

の整備、救急・災害医療専門医の補強を進める。  

②  災害情報システムの効率的運用と、災害発生時に物的・人的資源の提供など後

方支援（ロジスティック）の中心的役割をはたせる組織体制をつくる。  

③   多くの専門医療機関を有する国立病院機構の特徴を生かした災害医療連携

を確立する。  

④   原子力災害拠点病院としての機能の充実とともに、原子力災害の研修・訓練

体制を確立していく。（いわゆる CBRNE 災害への対応能力の向上も図る。）  

             

たす役割は大きい。原子力災害拠点病院としての機能維持と被ばく医療に必要な

機器の整備や維持を行なっていく予定である。  

災害医療棟 1 階は日常診療で救急外来として使用しており、初期・二次の時間

外救急及び三次救急に対応する初療室と CT 撮影室、外来手術室を完備している。

１階フロアー及び玄関周囲は災害時に傷病者を受け入れるための指揮所やトリア

ージゾーンを設置できる。２階、３階の各研修室、講堂と廊下には多数の被災者

を収容し、応急的な治療ができるよう酸素や吸引などの配管が設置されている。

研修室と講堂は、会議や講演会、各種研修、勉強会等にも広く利用されている。

平成 25 年 10 月から新たに DMAT 事務局が４階に開設された。  

災害時に必要な資機材や食料・水等の備蓄は、3 日間供給が途絶しても対応で

きる規模で準備している。非常食は経済性や味、耐用年数などを考慮した備蓄と

なっている。水は 800 トンが備蓄でき、病院で必要な量を１日 200 トンと計算し

て４日間は対応可能である。救急医薬品の備蓄も 197 品目に及んでいる。平成 26

年度から化学災害やテロに対応できるように一部の中毒拮抗薬備蓄も開始した。  

災害訓練については、毎年 1 回病院全体での訓練を、主に被災者受け入れ訓練

を中心に行っている。病棟火災に対応する防災訓練も年 1 回行っている。フルス

ケール災害訓練は大阪湾を震源地とした震度６相当の地震が発生し、近隣に多数

の傷病者が出たという想定で毎年 1 月に行っている。その際に放射性物質の汚染

患者を想定した受け入れ訓練も加えている。国立病院機構近畿グループ事務所を

はじめ近畿および西日本の国立病院機構、大阪市東医師会、近隣の関連医療機関、

他医療機関の日本 DMAT チーム、看護学校および看護学生など毎年約 600 名が参

加している。  

２．災害派遣  

災害救護班の派遣は平成 16 年の新潟中越地震をもって嚆矢とする。この経験

に基づいて機構の近畿ブロック事務所とも連携をとりながら災害救護体制の整備

を進める形ができあがった。平成 17 年 4 月 25 日の JR 福知山線列車脱線事故で

は災害現地に DMAT を初めて派遣できた。その後に発生した新潟県中越沖地震で

は震災発生後 1 時間で DMAT チーム派遣の準備が完了し（実際の派遣はなかった

が）、迅速な派遣体制がほぼ整った。そして、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日

本大震災では日本 DMAT や医療救護班の迅速な派遣が可能になり、未曽有の原子

力発電所事故に対しても放射線サーベイランスや医療支援要員を福島県へ派遣で

きた。図らずも直前に行った災害訓練が被ばく医療の実践に役立った。平成 28 年

4 月 14 日に発生した熊本地震では後述の DMAT 事務局の熊本県への支援、DMAT

隊の派遣、初動医療班や災害医療班の派遣が行われた。また平成 30 年６月の大阪
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府北部地震では、大阪府保健医療調整本部（大阪府庁内）の本部機能を支えるロ

ジスティックチームとして派遣され、同７月の西日本豪雨災害でも同様の活動を

岡山・広島県で行なった。このように災害発生時に即時的対応ができる体制は整

備されてきたが、広域の被災地、被災地外医療機関連携を一定期間効率的に行う

には国立病院機構の災害医療体制をさらに充実させる必要がある。  

３．平時救急診療体制  

  救命救急センターを中心とした救急診療体制により重症外傷、急性中毒、熱傷、

急性呼吸不全、ショック、重症感染症などの三次救急患者の受け入れが中心とな

っている。救命救急センターの外傷患者数は年間 300 例を超えており、外傷診療

の経験は災害医療にもつながる。医療供給体制では、三次だけでなく、脳卒中・

急性心筋梗塞の二次救急を含めた集学的救急医療体制が出来てきた。  

４．厚生労働省 DMAT 事務局  

 DMAT 事務局の有事の主な任務は広域災害時の全国規模でのマネージメントで、

現場や被災地医療機関での医療支援、広域医療搬送のサポート、情報の収集と提

供などを担うことになる。日常的には DMAT 隊員の技能維持や地域の災害対応の

ための研修や訓練などを継続的に行う役割を担っている。災害医療棟 4 階に事務

局をおき、現在の構成員は、事務局専任の事務官 5 名と医師及び看護師等の 9 名

である。  

 令和２年度以降は国立病院機構本部直轄となり、災害医療棟 4 階の立地は変わ

らず東京都立川市の国立病院機構災害医療センター内の DMAT 事務局と同一組

織となる。  

【将来構想】  

DMAT 事務局と連携を取りつつ、地域の災害拠点病院、国立病院機構のグルー

プ拠点病院の役割をはたすことが基本になる。  

①  救命救急センターでの日常診療を充実させ、災害に対応できる救急・災害医療

の整備、救急・災害医療専門医の補強を進める。  

②  災害情報システムの効率的運用と、災害発生時に物的・人的資源の提供など後

方支援（ロジスティック）の中心的役割をはたせる組織体制をつくる。  

③   多くの専門医療機関を有する国立病院機構の特徴を生かした災害医療連携

を確立する。  

④   原子力災害拠点病院としての機能の充実とともに、原子力災害の研修・訓練

体制を確立していく。（いわゆる CBRNE 災害への対応能力の向上も図る。）  
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A-4 

大西光雄：CBRNE 災害の対応に関する医療従事者教育 CBRNE への対応は一般

診療を行う医師・医療機関からはじまる可能性がある【災害時の医療の最前線 :オ

リンピック開催中の CBRNE 災害にいかに備えるか】 「医学のあゆみ」森村尚

登編、269 巻 11 号、 P865-870、医歯薬出版株式会社、2019 年 6 月 15 日  

 

A-5 

大西光雄：IV-2 国立病院機構大阪医療センター「G20 大阪サミット救急医療体制

確保事業実施報告書」134〜140 頁、日本臨床救急医学会、日本中毒情報センター、

2020 年 3 月  

 

若井聡智： I-1 G20 大阪サミット 2019 における現地医療対策本部について 「G20

大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」 日本臨床救急医学会・日本

中毒情報センター、P11～15、2020 年 3 月  

 

松田宏樹： I-3 G20 大阪サミット 2019 における首脳等以外への医療対応について 

「G20 大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」日本臨床救急医学会・

日本中毒情報センター、P21〜25、2020 年 3 月  

 

B-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測。日本医

療情報学会春季学術大会、熊本、2019 年 6 月 7 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること。第 13 回

IT ヘルスケア学会 シンポジウム 5、大阪、2019 年 7 月 21 日  

 

大西光雄 : 爆傷（blast injury）について 適塾セミナー。第 119 回日本外科学会定

期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

入澤太郎、中  雄公、大西光雄、小倉裕司、嶋津岳士：災害医療における外科系医

の役割。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

B-4 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

G20 サミットへの対応  

 

2019 年は大阪にて主要国首脳会議（G7 に参加する７カ国、EU、ロシア、および

新興国 11 カ国の計 20 カ国の首脳、招待国を含めると約 35 の国や機関が参加す

る国際会議である G20 サミットが開催された。これまで日本で行われたサミット

は、洞爺湖サミットや伊勢志摩サミットといった都市部から離れた場所で執り行

われることが多かったが、G20 大阪サミットは都市部で開催されることもあり、

医療をはじめ様々な対応が必要となった。参加国・機関は 37 に及び、参加者は約

３万人が見込まれた。  

 大阪医療センターは医療対応を行う機関の一つに指定されており、G20 サミッ

トの日程は 2019 年 6 月 28 日および 29 日であったが、来阪の日程を加味すると 6

月 26 日午後から 6 月 30 日までの 4 日半、疾患や外傷を含むあらゆる傷病をいつ

でも応需できる体制が求められた。また、大阪府の原子力災害拠点病院であるこ

とから、放射性物質が関与する災害（テロ）に対する対応も求められた。  

 事前に様々な資料作成がなされたが、爆発物によるテロ災害に対応するための

大阪府の講習会資料は当救命救急センターの大西が作成した。  

 日常救急は普段通りに続けた上で、G20 で発生するあらゆる傷病に対応するた

め、大阪医療センターでは全ての診療科機能や検査・手術体制を、前述の期間に

おいて 24 時間体制で対応可能とするための情報共有システムを臨時に構築した。

全診療科機能および各種検査・手術体制を維持するためのスタッフの協力があり、

体制の構築は問題なく確立でき、期間中は無事に経過した。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会プログラム・抄録集  」 23 P.66-67  発行年： 2019 年

6 月 6 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること「 IT ヘルス

ケア誌 (Web)」14 P.55-56  2019 年 7 月 20 日  

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送「日本災害情報学会大会予稿集」21 P.178-179  2019 年 10 月 19 日  
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A-4 

大西光雄：CBRNE 災害の対応に関する医療従事者教育 CBRNE への対応は一般

診療を行う医師・医療機関からはじまる可能性がある【災害時の医療の最前線 :オ

リンピック開催中の CBRNE 災害にいかに備えるか】 「医学のあゆみ」森村尚

登編、269 巻 11 号、 P865-870、医歯薬出版株式会社、2019 年 6 月 15 日  

 

A-5 

大西光雄：IV-2 国立病院機構大阪医療センター「G20 大阪サミット救急医療体制

確保事業実施報告書」134〜140 頁、日本臨床救急医学会、日本中毒情報センター、

2020 年 3 月  

 

若井聡智： I-1 G20 大阪サミット 2019 における現地医療対策本部について 「G20

大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」 日本臨床救急医学会・日本

中毒情報センター、P11～15、2020 年 3 月  

 

松田宏樹： I-3 G20 大阪サミット 2019 における首脳等以外への医療対応について 

「G20 大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」日本臨床救急医学会・

日本中毒情報センター、P21〜25、2020 年 3 月  

 

B-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測。日本医

療情報学会春季学術大会、熊本、2019 年 6 月 7 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること。第 13 回

IT ヘルスケア学会 シンポジウム 5、大阪、2019 年 7 月 21 日  

 

大西光雄 : 爆傷（blast injury）について 適塾セミナー。第 119 回日本外科学会定

期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

入澤太郎、中  雄公、大西光雄、小倉裕司、嶋津岳士：災害医療における外科系医

の役割。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

B-4 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の
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臨床研究推進室 

臨床研究センター長・臨床研究推進部長・  

臨床研究推進室長      白阪琢磨 

 

臨床研究事業は、従来から国立病院機構が果たすべき先駆的な政策医療の一分野

である。当院では治験・臨床研究の円滑な運営・管理、支援を行うことを目的に、

臨床研究センター4部12室の中に「臨床研究推進部」、「臨床研究推進室」を配置し

ている。臨床研究推進室は“治験管理部門”と“臨床試験支援部門”の2つの部門から成

るが、治験管理部門が、治験以外の臨床研究支援も含め専ら活動の中心となってい

る。  

臨床研究推進室の構成員は、部長（室長併任）１名、臨床研究コーディネーター

（CRC）8名、治験・臨床研究事務局3名、データマネジャー1名、事務補助6名であ

る（令和2年3月末現在）。  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネーシ

ョンを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援して

いる他、受託研究審査委員会（IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究と各

種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した2つのIRB（第1委

員会・第2委員会）により毎月審議を行っている。また、平成30年3月31日には臨床

研究法上の臨床研究審査委員会として厚生労働大臣から認定を取得し、今年度は委

員会を13回開催した。この認定委員会においては、厚生労働省による認定臨床研究

審査委員会等審査能力向上促進事業に参加し、架空の研究計画書を通常の新規案件

同様に審査を行い、他の認定委員会と意見交換を行った。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。(令和2年2月現在) 

新規受託件数26件、総件数112件、請求金額総額は昨年度と同様3億円を超え、目標

を達成することが出来た。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確実

な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究につ

いても、今年度から同様の支援を開始した。  

その他、地域治験ネットワークの活動としては大阪府内の16医療機関で形成する

「治験ネットおおさか」の活動にも参加し、他医療機関との意見交換を行い、CRC

養成研修での講師やファシリテーターを務めた。  

学術的活動および教育については、学会・研究会で発表を行い、国立病院機構本部

避難および移送。第 21 回日本災害情報学会大会、高松、2019 年 10 月 20 日  

 

上尾光弘、岡垣篤彦、若井聡智、大西光雄：災害時標準診療録を位置情報を含ん

だ電子記録とすることにより災害医療の全体像をビッグデータとともにリアルタ

イムに把握するシステムの開発。日本災害医学会、神戸、2020 年 2 月 21 日  

 

B-5 

岡垣篤彦  : FM クラウドを使用した災害時総合システム－電子トリアージ、災害

掲示板、災害診療記録。日本ユーザーメード医療 IT 研究会、熊本、2019 年 1 月

18 日  

 

大西光雄：VX 「先生！事件です！！」（化学テロ対策講習会）。第 40 回日本中毒

学会西日本地方会、神戸、2020 年 2 月 22 日  

 

B-8 

上尾光弘：大阪府医師会災害・外傷初期診療研修会講師（大阪府医師会館）2019

年 11 月 23 日  

 

大西光雄：災害医療と BCP。 令和元年度全国国立病院院長協議会中国四国支部

勉強会（第２回）、岡山、2020 年 2 月 7 日  
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臨床研究推進室 

臨床研究センター長・臨床研究推進部長・  

臨床研究推進室長      白阪琢磨 

 

臨床研究事業は、従来から国立病院機構が果たすべき先駆的な政策医療の一分野

である。当院では治験・臨床研究の円滑な運営・管理、支援を行うことを目的に、

臨床研究センター4部12室の中に「臨床研究推進部」、「臨床研究推進室」を配置し

ている。臨床研究推進室は“治験管理部門”と“臨床試験支援部門”の2つの部門から成

るが、治験管理部門が、治験以外の臨床研究支援も含め専ら活動の中心となってい

る。  

臨床研究推進室の構成員は、部長（室長併任）１名、臨床研究コーディネーター

（CRC）8名、治験・臨床研究事務局3名、データマネジャー1名、事務補助6名であ

る（令和2年3月末現在）。  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネーシ

ョンを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援して

いる他、受託研究審査委員会（IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究と各

種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した2つのIRB（第1委

員会・第2委員会）により毎月審議を行っている。また、平成30年3月31日には臨床

研究法上の臨床研究審査委員会として厚生労働大臣から認定を取得し、今年度は委

員会を13回開催した。この認定委員会においては、厚生労働省による認定臨床研究

審査委員会等審査能力向上促進事業に参加し、架空の研究計画書を通常の新規案件

同様に審査を行い、他の認定委員会と意見交換を行った。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。(令和2年2月現在) 

新規受託件数26件、総件数112件、請求金額総額は昨年度と同様3億円を超え、目標

を達成することが出来た。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確実

な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究につ

いても、今年度から同様の支援を開始した。  

その他、地域治験ネットワークの活動としては大阪府内の16医療機関で形成する

「治験ネットおおさか」の活動にも参加し、他医療機関との意見交換を行い、CRC

養成研修での講師やファシリテーターを務めた。  

学術的活動および教育については、学会・研究会で発表を行い、国立病院機構本部
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者向け研修－、大阪府、2019 年 10 月 18 日  

 

辻本有希恵：乳癌臨床研究に携わるスタッフに求められるもの-CRC の立場から-CRC

の役割について。 第 2 回乳癌 Educational Seminar、東京都、2019 年 11 月 3 日  

 

柚本育世：施設の CRC から見たモニタリング業務とは。DIA Japan Student Group 勉

強会、東京都、2019 年 12 月 8 日  

 

小林恭子：認定臨床研究審査委員会の現状。近畿グループ主催令和元年度臨床研究・

治験研修、京都、2020 年 2 月 22 日  

主催の初級者 CRC 養成研修では講師依頼や実習受け入れ施設にも指定されている。  

院内教育および啓発活動としては「臨床研究推進室ニュース」（年４回）の発行、

「治験セミナー」（年 2 回）、「臨床研究セミナー」（年 2 回）、臨床研究法セミナ

ー（年 1 回）を実施した。臨床研究法セミナーでは、近畿グループや治験ネットおお

さかからの参加者も受け入れた。IRB 委員への倫理教育としては、eAPRIN 倫理研修

以外にも、毎月 IRB 開催前に倫理指針や審査のポイント等のビデオ教育を企画し、

研究倫理教育の一層の充実化を図った。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

B-4 

柚本育世、辻本有希恵、羽田かおる、白阪琢磨、上松正朗、是恒之宏：大規模災害時

の臨床研究等対応マニュアルの精緻化  第２報－より実用的なマニュアルをめざして

－。CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2019 in YOKOHAMA、横浜、2019 年 9 月

14 日  

 

辻本有希恵、柚本育世、金順姫、羽田かおる、白阪琢磨、上松正朗：再生医療等製品

治験を適正に実施するための  CRC の役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、

2019 年 11 月 9 日  

 

B-8 

小林恭子：倫理審査委員会・治験審査委員会の役割と機能。国立病院機構主催 2019

年度初級者臨床研究コーディネーター養成研修、東京都、2019 年 5 月 28 日  

 

辻本有希恵：モニタリング・監査及び規制当局による GCP 実地調査の目的と方法。

国立病院機構主催 2019 年度初級者臨床研究コーディネーター養成研修、東京都、2019

年 5 月 29 日  

 

柚本育世： CRC の業務（インフォームド・コンセント及びアセント、治験前の業務）。

治験ネットおおさか主催 CRC 養成研修 －初級者向け研修－、大阪府、2019 年 10 月

18 日  

 

羽田かおる、柚本育世：  グループワークアドバイザー（日々の業務で困っているこ

と、他施設の体制についての質問）。治験ネットおおさか主催 CRC 養成研修 －初級
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者向け研修－、大阪府、2019 年 10 月 18 日  

 

辻本有希恵：乳癌臨床研究に携わるスタッフに求められるもの-CRC の立場から-CRC

の役割について。  第 2 回乳癌 Educational Seminar、東京都、2019 年 11 月 3 日  

 

柚本育世：施設の CRC から見たモニタリング業務とは。DIA Japan Student Group 勉

強会、東京都、2019 年 12 月 8 日  

 

小林恭子：認定臨床研究審査委員会の現状。近畿グループ主催令和元年度臨床研究・

治験研修、京都、2020 年 2 月 22 日  
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surveillance、「 Journal of Cardiology」73：P507-514、2019 年 6 月  

 

Haas S, Camm A J, Bassand J P, Angchaisuksiri P, Cools F, Corbalan R, Gibbs H, 

Jacobson B, Koretsune Y, Mantovani L G, Misselwitz F, Panchenko E, Ragy H I, 

Stepinska J, Turpie A GG, Sawhney J PS, Steffel J, Lim T W, Pieper K S, Virdone S, 

Verheugt F W, Kakkar A K, :Predictors of NOAC versus VKA use for stroke prevention 

in patients with newly diagnosed atrial fibrillation: Results from GARFIELD-AF、Am 

Heart J 2019;213:35-46、2019 年 7 月  

 

Koretsune Y, Yamashita T, Akao M, Atarashi H,Ikeda T, Okumura K, Shimizu W, Tsutsui 

H, Toyoda K, Teramukai S, Kimura T, Kaburagi J, Takita A, Inoue H, :Baseline 

Demographics and Clinical Characteristics in the All Nippon AF in the Elderly 

(ANAFIE) Registry, Circulation Journal, Vol.83,7:1538-1545、2019 年 7 月  

 

Goto S, Angchaisuksiri P, Bassand JP, Camm J, Dominguez H, Illingworth L, Gibbs H, 

Goldhaber SZ, Gogo S, Jing ZC, Haas S, Kayani G, Koretsune Y, Lim TW, Oh S, Sawhney 

S, Turpie A, Eickels M, Verheugt FWA, Kakker AK for GARFIELD-F Investigators. 

Management and 1-year outcomes of patients with newly diagnosed atrial fibrillation 

and chronic kidney disease: Results from the prospective GARFIELD-AF registry. J Am 

Heart Assoc. 2019 年 8 月  

e0 10510. DOI: 10.1161/JAHA.118.010510. 

 

Yamamoto K, Koretsune Y, Kinugasa Y, Ohigashi T, Sozu T, Masuyama T: The 

Preventive Approach to Degenrative Aortic Stenosis Should Depart from the Approach 
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レギュラトリーサイエンス研究室 

室長 是恒之宏 

 

レギュラトリーサイエンスは、科学技術の成果を人と社会に役立てることを目

的に、根拠に基づく的確な予測、評価、判断を行い、科学技術の成果を人と社会

との調和の上で最も望ましい姿に調整するための科学とされている。また、レギ

ュラトリーサイエンスは、的確な予測、評価、判断によって①限りなく進歩する

科学技術を正しく生かして有効に利用する最善の道を見出すことと、②人間の願

望から出発した科学技術が、社会や人間を無視して発達することによってもたら

される深刻な影響を未然に防ぐこと、の二つの大きな目的 /役割を担っている。  

 当研究室は、レギュラトリーサイエンスの考えに基づき、臨床現場での薬剤・

医療機器や技術等の使用を評価するための手法の構築を目的として平成 23 年 4

月に設立され、9 年が経過した。  

令和元年度においては、心房細動患者における抗凝固薬治療と満足度評価、国際

共同試験 GARFIELD-AF 試験における NOAC とワルファリンの使い分けに関わる

因子分析、GARFIELD-AF 試験における慢性腎臓病のアウトカムに及ぼす影響、
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脳梗塞既往患者解析、重症心身障害者の深部静脈血栓症の実態と抗凝固薬前向き

比較試験、エドキサバンの国際市販後調査等をそれぞれ英文論文化し発表した。  
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大橋拓也、三嶋  剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小

杉隼平、尾崎立尚、高安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木  

俊、松村未紀子、上田泰大、家原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心

房粗動に対してアブレーションを行い、機能性三尖弁逆流の減少が得られた一
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是恒之宏：高齢者心房細動のトータルケア。OMMC 循環器病連携の会、富田

林、2019 年 5 月 11 日  

 

是恒之宏：高齢化社会における心房細動治療。東成区医師会生涯教育、大阪、

2019 年 5 月 15 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動のトータルケア。出水郡医師会学術講演会、出水、

2019 年 5 月 24 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動における治療戦略。高齢者 Total Care Forum、大阪

市、2020 年 1 月 18 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動における治療戦略。Cardiovascular Case Conference in 

South Osaka 2020、大阪市、2020 年 2 月 8 日  

 

是恒之宏 :心房細動治療（薬物）ガイドライン 2020。MASTERCLASS インター

ネット講演会、大阪市、2020 年 3 月 22 日  

 

是恒之宏：心房細動ガイドライン 2020 改訂  どこがどう変わった？。エリキュー

スインターネット講演会、大阪市、2020 年 3 月 24 日  

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、上田泰大、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  

剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：心房細動アブレーション治療後

に心機能が改善した心不全の１例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪

市、2019 年 11 月 30 日  

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋  剛、篠内和也、尾崎立尚、高安幸太郎、飯田吉則、

大橋拓也、鳥山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木  駿、松村未紀子、家原卓

史、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：薬剤コーテッドステントと第２

世代薬剤溶出性ステント留置１年後の血管内視鏡所見の比較。第 128 回日本循環

器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

上田泰大、篠内和也、小杉隼平、家原卓史、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、高安幸太郎、尾崎立尚、三嶋  剛、安部

晴彦、伊達基郎、上松正朗、上田恭敬、是恒之宏：HIV 感染症患者の冠動脈およ

び大動脈に Lipid rich plaque を認めた一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方

会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  

剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁に

難開が生じ三尖弁逆流が憎悪した心不全合併不整脈原性右心室心筋症の一例。第

128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

國分祐樹、佐々木  駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉

則、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  剛、伊達基郎、上田恭

敬、上松正朗、是恒之宏：高血圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症

候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方

会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

高安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木  

駿、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾崎立尚、小杉隼平、三嶋  

剛、安部晴彦、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深

大腿動脈瘤に対して超音波ガイド下トロンビン注入が有効であった一例。第 128

回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  
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研究課題名
（採択番号があれば採択番号も記載）

研究者名
研究事業名

（依頼業者名）

主任
又は
分担

新規
又は
継続

研究種別

研究費獲得額（単位：万円)

主任研究者
直接経費金額

分担研究者
直接経費金額

間接経費金額 合計

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高齢者HER2陽性進行乳癌に対するT-DM1療法とペル
ツズマブ＋トラスツヅマブ＋ドセタキセル療法のランダ
ム化比較第Ⅲ相試験19ck0106440s0402

増田　慎三 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 35 万円 11 万円 46 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

大腸癌肝転移切除例に適した新規抗がん剤を用いた
術後補助化学療法の研究

加藤　健志 愛知県がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

Borderline resectable膵癌の集学的治療法確立に関す
る多施設共同研究19ck0106441s0302

宮本　敦史 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 6 万円 26 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

タンパク質・ペプチド修飾解析による早期がん・リスク疾
患診断のための血液バイオマーカーの開発
19cm0106403s0504

濱　直樹 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 40 万円 12 万円 52 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

切除不能または再発食道癌に対するCF（シスプラチン
+5-FU）療法とbDCF（biweeklyドセタキセル+CF）療法の
ランダム化第III相比較試験19ck0106309s0603

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 75 万円 23 万円 98 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

がん領域Clinical Innovation Network事業による超希少
がんの臨床開発と基盤整備を行う総合研究
19lk0201044s0304

上田　孝文 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 77 万円 23 万円 100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

国内流行ＨＩＶ及びその薬剤耐性株の長期的動向把握
に関する研究19fk0410028h0701

渡邊　大
ＡＭＥＤ（国立感染症研
究所）

分担 継続 委託研究費 万円 60 万円 18 万円 78 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

iPS細胞研究中核拠点、疾患・組織別実用化研究拠点
（拠点Ａ）(01)19bm020400Ih0107

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 6,231 万円 1,869 万円 8,100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脊髄再生治療に付随するリハビリテーション治療の構
築に関する研究19bk0104017s0902

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 2,692 万円 808 万円 3,500 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発
19ck0106330s0403

金村　米博
大阪市立総合医療セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 200 万円 60 万円 260 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

創薬のためのインビトロ脳機能評価法の確立と標準化
ヒト神経細胞の開発19bk0104077s0203

金村　米博 群馬大学 分担 継続 委託研究費 万円 150 万円 45 万円 195 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

細胞－基質間の力を基盤とした細胞移動と神経回路
形成機構の解明およびその破綻による病態の解析
19gm0810011s0103

金村　米博
奈良先端科学技術大学
院

分担 継続 委託研究費 万円 500 万円 150 万円 650 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

女性の冠動脈疾患診断およびリスク層別化における、
冠動脈CTの多面的解剖学的指標および新規機能的
指標の意義と費用効果分析19gk0210015s0103

東　　将浩
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

産学連携全国がんゲノムスクリーニング(SCRUM-
Japan)患者レジストリを活用したHER2陽性の切除不
能・再発大腸がんを対象にした医師主導治験
19lk0201054s0604

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 80 万円 24 万円 104 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

肝硬変患者の予後を含めた実態を把握するための研
究19fk0210019h0003

三田　英治 長崎医療センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 4 万円 24 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

治験の実施に関する研究【５ＡＬＡ】CCT-C-2936 西川　和宏 日本医師会 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

FGM/CGMの血糖管理における精度・有用性の検証及
び健康寿命促進のための血糖変動指標の探索
19ek0210104h0002

加藤　研
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

SCRUM-Japanの基盤を活用した血液循環腫瘍DNAス
クリーニングに基づくFGFR遺伝子異常を有する難治性
の治癒切除不能な進行・再発固形がんに対するTAS-
120のバスケット型医師主導治験の実施

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 160 万円 48 万円 208 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

難治性肉腫な対するワクチン併用TCR遺伝子改変T細
胞輸注療法の他施設共同医師主導治験
19ck0106288s0303

上田　孝文 三重大学 分担 継続 委託研究費 万円 115 万円 35 万円 150 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の
卑劣性を検証するランダム化比較第Ⅲ相試験
19ck0106496s0801

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 新規 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対するに
対する術前trastuzumab併用化学療法の意義に関する
臨床研究

平尾　素宏 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 50 万円 15 万円 65 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

直腸癌局所再発に対する標準治療確率のための研究
開発19ck0106514s0301

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 30 万円 9 万円 39 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脳出血超急性期患者への遺伝子組換え活性型第VII
因子投与の有効性と安全性を検証する研究者主導国

   際臨床試験191K0201094h0001
山上　宏 国立循環器病研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

全医療職ニーズ/シーズ収集をワンストップでで実現す
る次世代医療機器連携拠点

金村　米博 ＡＭＥＤ 分担 新規 委託研究費 万円 909 万円 91 万円 1,000 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

B型慢性肝疾患への核酸アナログ長期投与に伴う薬剤
性腎臓機能障害の検討

田中　聡司 アッヴイ合同会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

令和元年度　研究助成一覧

②日本学術振
興会科学研究
費

深層学習、シュミレーション、統計モデルを融合した人
工関節手術の意思決定支援19H01176

三木　秀宣
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（A））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 50 万円 15 万円 65 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

HIV感染症の急速な病態進行に関わるウィルス側因
子・宿主因子の解析18H03046

渡邉　大
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｂ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 52 万円 16 万円 68 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

レジリエントな手術チームのシステムダイナミクスの解
明18H03025

中島　伸
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｂ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒト神経細胞の低酸素・虚血ストレス障害発生メカニズ
ム解析と新規治療法開発18K08958

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

主任 継続 補助金（研究費） 100 万円 万円 30 万円 130 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒト神経細胞の低酸素・虚血ストレス障害発生メカニズ
ム解析と新規治療法開発18K08958

正札　智子
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 20 万円 0 万円 20 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

中間群および低悪性度に分類される原発性骨腫瘍の
臨床病理学的解析17K08747

眞能　正幸
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

子宮頚部癌画像誘導小線源治療における最適な組織
内照射併用方法の開発17K10488

古妻　理之
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

田中　英一
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 3 万円 1 万円 4 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

古妻　理之
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 3 万円 1 万円 4 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

辻本　豊
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

Radiogenomicsによる膠芽腫の臨床経過予測モデルの
構築19K09526

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

髄芽腫における髄膜播腫の機能解析とリキッドバイオ
プシーの可能性について検討19K08345

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒトiPS細胞由来ドーパミン神経細胞がパーキンソン病
に耐性であるメカニズムの解明　17K16136

福角　勇人
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（若手研究（Ｂ））

主任 新規 補助金（研究費） 100 万円 万円 30 万円 130 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

好酸球性副鼻腔炎の鼻茸における三次リンパ組織形
成と局所T/B細胞の病的意義の解明19k18753

武田　和也
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（若手研究）

主任 新規 補助金（研究費） 160 万円 万円 48 万円 208 万円

⑤厚生労働科
学研究費

非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染血友病患者
の長期療養体制の整備に関する患者参加型研究H30-
エイズ-指定-002

三田　英治
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 150 万円 0 万円 150 万円

⑤厚生労働科
学研究費

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝移
植適応に関する研究H30-エイズ-指定-003

上平　朝子
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 20 万円 0 万円 20 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究
H30-エイズ-指定-004

白阪　琢磨
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

主任 新規 補助金（研究費） 5,135 万円 万円 205 万円 5,340 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究H29-エイ
ズ-指定-001

渡邊　大
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 600 万円 0 万円 600 万円

⑤厚生労働科
学研究費

職域での健診機会を利用した検査機会拡大のための
新たなHIV検査手法開発研究 H29-エイズ－一般-007

渡邉　大
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 60 万円 0 万円 60 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV陽性者に対する精神心理的支援方策および連携
体制に資する研究 H30-エイズ-一般-007

安尾　利彦
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 200 万円 0 万円 200 万円

⑤厚生労働科
学研究費

特発性大腿骨頭壊死症の医療水準及び患者のQOL向
上に関する大規模多施設研究H29-難治等（難）－一般
-053

三木　秀宣
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 0 万円 10 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

慢性腎臓病像病におけるADHIB,ALDH2を考慮した飲
酒の残腎機能への影響

木村　良紀
公益財団法人大阪腎臓
バンク

主任 新規 補助金（研究費） 10 万円 万円 0 万円 10 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

エイズ発症予防に資するための血液製剤によるHIV感
染者の調査研究

白阪　琢磨 友愛福祉財団 主任 新規 補助金（研究費） 1,030 万円 万円 0 万円 1,030 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

早期転移発見による予後の向上を目指した乳がん術
後の新たな標準的フォローアップ法開発に関する研究
19ck0106432s0302

増田　慎三 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 50 万円 15 万円 65 万円

研究課題名
（採択番号があれば採択番号も記載）
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研究事業名
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新規
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継続
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研究費獲得額（単位：万円)

主任研究者
直接経費金額

分担研究者
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間接経費金額 合計

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高齢者HER2陽性進行乳癌に対するT-DM1療法とペル
ツズマブ＋トラスツヅマブ＋ドセタキセル療法のランダ
ム化比較第Ⅲ相試験19ck0106440s0402

増田　慎三 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 35 万円 11 万円 46 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

大腸癌肝転移切除例に適した新規抗がん剤を用いた
術後補助化学療法の研究

加藤　健志 愛知県がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

Borderline resectable膵癌の集学的治療法確立に関す
る多施設共同研究19ck0106441s0302

宮本　敦史 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 6 万円 26 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

タンパク質・ペプチド修飾解析による早期がん・リスク疾
患診断のための血液バイオマーカーの開発
19cm0106403s0504

濱　直樹 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 40 万円 12 万円 52 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

切除不能または再発食道癌に対するCF（シスプラチン
+5-FU）療法とbDCF（biweeklyドセタキセル+CF）療法の
ランダム化第III相比較試験19ck0106309s0603

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 75 万円 23 万円 98 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

がん領域Clinical Innovation Network事業による超希少
がんの臨床開発と基盤整備を行う総合研究
19lk0201044s0304

上田　孝文 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 77 万円 23 万円 100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

国内流行ＨＩＶ及びその薬剤耐性株の長期的動向把握
に関する研究19fk0410028h0701

渡邊　大
ＡＭＥＤ（国立感染症研
究所）

分担 継続 委託研究費 万円 60 万円 18 万円 78 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

iPS細胞研究中核拠点、疾患・組織別実用化研究拠点
（拠点Ａ）(01)19bm020400Ih0107

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 6,231 万円 1,869 万円 8,100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脊髄再生治療に付随するリハビリテーション治療の構
築に関する研究19bk0104017s0902

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 2,692 万円 808 万円 3,500 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発
19ck0106330s0403

金村　米博
大阪市立総合医療セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 200 万円 60 万円 260 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

創薬のためのインビトロ脳機能評価法の確立と標準化
ヒト神経細胞の開発19bk0104077s0203

金村　米博 群馬大学 分担 継続 委託研究費 万円 150 万円 45 万円 195 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

細胞－基質間の力を基盤とした細胞移動と神経回路
形成機構の解明およびその破綻による病態の解析
19gm0810011s0103

金村　米博
奈良先端科学技術大学
院

分担 継続 委託研究費 万円 500 万円 150 万円 650 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

女性の冠動脈疾患診断およびリスク層別化における、
冠動脈CTの多面的解剖学的指標および新規機能的
指標の意義と費用効果分析19gk0210015s0103

東　　将浩
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

産学連携全国がんゲノムスクリーニング(SCRUM-
Japan)患者レジストリを活用したHER2陽性の切除不
能・再発大腸がんを対象にした医師主導治験
19lk0201054s0604

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 80 万円 24 万円 104 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

肝硬変患者の予後を含めた実態を把握するための研
究19fk0210019h0003

三田　英治 長崎医療センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 4 万円 24 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

治験の実施に関する研究【５ＡＬＡ】CCT-C-2936 西川　和宏 日本医師会 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

FGM/CGMの血糖管理における精度・有用性の検証及
び健康寿命促進のための血糖変動指標の探索
19ek0210104h0002

加藤　研
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

SCRUM-Japanの基盤を活用した血液循環腫瘍DNAス
クリーニングに基づくFGFR遺伝子異常を有する難治性
の治癒切除不能な進行・再発固形がんに対するTAS-
120のバスケット型医師主導治験の実施

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 160 万円 48 万円 208 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

難治性肉腫な対するワクチン併用TCR遺伝子改変T細
胞輸注療法の他施設共同医師主導治験
19ck0106288s0303

上田　孝文 三重大学 分担 継続 委託研究費 万円 115 万円 35 万円 150 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の
卑劣性を検証するランダム化比較第Ⅲ相試験
19ck0106496s0801

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 新規 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対するに
対する術前trastuzumab併用化学療法の意義に関する
臨床研究

平尾　素宏 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 50 万円 15 万円 65 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

直腸癌局所再発に対する標準治療確率のための研究
開発19ck0106514s0301

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 30 万円 9 万円 39 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脳出血超急性期患者への遺伝子組換え活性型第VII
因子投与の有効性と安全性を検証する研究者主導国

   際臨床試験191K0201094h0001
山上　宏 国立循環器病研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

全医療職ニーズ/シーズ収集をワンストップでで実現す
る次世代医療機器連携拠点

金村　米博 ＡＭＥＤ 分担 新規 委託研究費 万円 909 万円 91 万円 1,000 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

B型慢性肝疾患への核酸アナログ長期投与に伴う薬剤
性腎臓機能障害の検討

田中　聡司 アッヴイ合同会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円
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―臨床研究センターの研究業績の 

    区分分類と業績件数の総括表― 
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⑩民間セク
ターからの寄
附金

80歳以上の高齢者に対する後方侵入腰椎椎体間固定
術（PLIF）の臨床成績の調査

石黒　博之 ニューベイシブジャパン株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

DES留置後のDES　Failure予防のために強化LDLコレ
ステロール低下療法が有効か検討する単施設無作為
化試験

上田　恭敬　 日本光電工業株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

慢性腎臓病においてADHIB.ALDH2を考慮した飲酒な
どの生活習慣が腎機能へ及ぼす影響の検討

岩谷　博次 大塚製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 30 万円 万円 0 万円 30 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

再発進行直腸癌に対する根治的拡大手術についての検討 加藤　健志 中外製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

化学療法高感受性乳癌における術前化学療法pCR予
測モデル構築

八十島　宏行 中外製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬
アボットバスキュラー
ジャパン㈱

主任 新規 委託研究費 200 万円 万円 0 万円 200 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

慢性腎臓病が急性心不全患者の予後に与える影響に
関する観察研究

安部　晴彦
日本ベーリンガーインゲ
ルハイム㈱

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

心エコー図法を用いた心不全患者の予後予測因子に
関する観察研究

上松　正朗
日本ベーリンガーインゲ
ルハイム㈱

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

心エコー図法を用いた心不全患者の予後予測因子に
関する観察研究

上松　正朗 第一三共株式会社 主任 新規 委託研究費 30 万円 万円 0 万円 30 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬 ファイザー株式会社 主任 新規 委託研究費 25 万円 万円 0 万円 25 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬 第一三共株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬
アステラス製薬株式会
社

主任 新規 委託研究費 20 万円 万円 0 万円 20 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

腰椎変性疾患による下垂足の手術成績　術前下腿周
径からの予測

青野　博之
ﾋﾞｰ･ﾌﾞﾗｳﾝｴｰｽｸﾗｯﾌﾟ株
式会社

主任 新規 委託研究費 150 万円 万円 0 万円 150 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

当院におけるHIV陽性患者の中枢神経病変に対する診
断・治療成績に関する検討

高野　浩司 エーザイ株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

肝細胞癌への分子標的治療における造影超音波を用
いた早期治療効果予測に関する検討

田中　聡司 アッヴイ合同会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

人工膝関節置換術後の骨密度に与える影響 宮本　隆司
旭化成ファーマ株式会
社

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

腰椎変性疾患による下垂足の手術成績　術前下腿周
径からの予測

青野　博之 京セラ株式会社 主任 新規 委託研究費 60 万円 万円 0 万円 60 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

幹細胞癌への分子標的治療における造影超音波を用
いた早期治療効果予測に関する検討

田中　聡司 エーザイ株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

コンピュータ支援手術で行った人工股関節全置換術・
再置換術の術成績の検討

三木　秀宣 京セラ株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

感染治癒機能を有する複合材料性人工股関節の研究
開発

中原　一郎
戦略的基盤技術高度化
支援事業(大阪大学)

分担 新規 補助金（研究費） 万円 97 万円 29 万円 126 万円
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